
本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

地
域
づ
く
り
７
月
号
（
通
巻
３
７
３
号
）
令
和
２
年
７
月
1
日　

一
般
財
団
法
人　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

サードプレイス・共創の場

2020

ISSN  1340-8917本編

明日をひらく地域活性化のための情報誌

7

07月号本編_00_表1-4_再永.indd   全ページ 2020/06/15   15:53



ＣＯＮＴＥＮＴＳ

表
紙

天
空
の
楽
園

　日
本
一
の
星
空
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

（
長
野
県
阿
智
村
）

阿
智
村
は
長
野
県
の
南
端
、
下
伊
那
郡
の
西
南
に
位

置
し
、南
信
州
最
大
の
温
泉
郷
と
な
る
昼
神
温
泉
郷
や
、

約
40
㌔
に
わ
た
り
１
万
本
植
え
ら
れ
て
い
る
美
し
い
花

桃
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

阿
智
村
の
星
空
は
２
０
０
６
年
度
、
環
境
省
が
実
施

し
た
全
国
星
空
継
続
観
察
で
、
星
が
最
も
輝
い
て
見
え

る
場
所
第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
阿

智
村
で
は
こ
れ
を
観
光
資
源
と
捉
え
、「
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
阿
智
」
を
う
た
い
文
句
に
、「
日
本
一
の
星
空
ナ
イ

ト
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
街
の
光
が
届
か
な
い
標
高
１
４
０

０
㍍
地
点
ま
で
上
が
り
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
照

明
が
一
斉
に
消
灯
さ
れ
る
と
、
眼
前
に
満
天
の
星
が
現

わ
れ
ま
す
。

澄
ん
だ
空
気
と
、
日
常
を
忘
れ
さ
せ
る
大
自
然
の
中

で
目
の
当
た
り
に
す
る
星
空
は
、
息
を
の
む
美
し
さ
で

す
。皆

様
の
お
越
し
を
、心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
阿
智
昼
神
観
光
局

（
０
２
６
５
‐
４
３
‐
３
０
０
１
）

（
写
真
提
供=

阿
智
村
）

満天の星は息をのむ美しさ

特　集 サードプレイス・共創の場

レギュラーリポート

2 地域のつながりをつくる結節点 石山恒貴（法政大学大学院政
策創造研究科教授）

6 秋田県 共創の場づくりで避けるべき「３密」 中嶋結也

8 山梨県韮崎市 地元の子が地元にいるうちにできること 西田　遙

10 沖縄県北中城村 花と緑に囲まれた芸術の里づくり 外間　裕

12 サードプレイスの都市的側面と今日的課題 小笠原伸（白鴎大学経
営学部教授）

基調論文

基調論文

2019 年度 国内調査報告　島根県松江市
「ビューティー」で観光地再興
2019 年度 国内調査報告　高知県高知市
子どもと共につくり上げる地域
移住・定住・交流推進支援事業　鹿児島県喜界町
地域資源を活用した都市部との交流

吉住広夢

海外調査報告　 タイ・バンコク
タイに学ぶ医療ツーリズム
海外調査報告　 ドイツ
地域への愛着を育むまちづくり

海外調査報告　 英国・スコットランド
スコットランドのウイスキーツーリズム
地方創生へ―ウッドスタート宣言　長崎県松浦市
ウッドスタートから始まる新しい子育て支援

柴山政博

首長の思い
コロナ禍と２年連続の社会増
 野口市太郎（長崎県五島市長）

●栃木県 若者が集う場から始まる地域の課題解決 古河大輔
●東京都文京区 新たなつながりにフミコム 根本真紀
●長野県塩尻市 市民交流センターの中核を担う図書館 上條史生
●静岡県牧之原市 子どもたちの駄菓子屋が交流の場に 山本正己
●京都府福知山市 一人ひとりに寄り添いながら対応 足立喜代美
●京都府木津川市 人が集い、何かが生まれる場づくり 加藤史江
●岡山県真庭市 元気あふれる放課後等デイサービス 長綱かほり
●山口県長門市 木育を通して社会参加 岩本美枝
●福岡県那珂川市 ベッドタウン、そして帰路のサードプレイス 森重裕喬
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1 巻頭エッセー／「福島ならでは」の地域づくりに向けて 内堀雅雄（福島県知事）

  グラビア

 28 都道府県漫遊 【京都府】
表3 手前みそですが… 【茨城県古河市】

古河市

茨
城
県

257

古河市は茨城県の最西端、関東平野のほぼ中心に位置し、「関東
のおへそ」を自称しています。東京都心から電車で約1時間

の好立地にありながら、利根川と渡良瀬川の水利に恵まれ、平成
24年に「ラムサール条約湿地」に登録された渡良瀬遊水地など、
貴重な自然が残るまちです。
室町時代には足利成氏が「古河公方」として本拠地を古河に置

き、その後130年の間、関東一円の政治の中心となり、江戸時代に
は古河城の城下町、日光街道の宿場町として栄えました。現在も市
内各所に残る武家屋敷や商家の町割、由緒ある神社仏閣から当時を
しのぶことができます。
また、古河城

じょう

趾
し

には歴史博物館や古河文学館、街角美術館、篆
てん

刻
こく

美術館などがコンパクトに点在し、歴史散策にぴったりです。
四季折々にイベントがあり、春には桃まつり、夏には花火大会、
秋には菊まつり、冬には提

ちょう

灯
ちん

竿
さお

もみまつりなどが開催され、地域住
民と一体となり観光振興に取り組んでいます。

█古河提灯竿もみまつり
20㍍近い竹竿の先につけ
た提灯を激しく揉み合い
ながら、相手の提灯の火
を消し合う「関東の奇祭」

█古河桃まつり
3月中旬～ 4月上旬に古河公方公園で開
催され、園内には 5種類約 1500 本のハ
ナモモが咲き誇る

█古河花火大会
三尺玉を含め約２万発の打ち上げは関東最
大級。渡良瀬遊水地の自然とともに大輪の
花火を楽しめる

█古河公方公園（古河総合公園）
ユネスコの「メリナ・メルクーリ国際賞」
を日本で初めて受賞。重要文化財などの
史跡が保存されている

█はなもものしずく
市民の手摘みから生まれたハナモモのミス
ト。春のやさしい香りをいつでも楽しむこ
とができる 

█鮒の甘露煮
古河市の魚である鮒

ふな
を使った川魚料理「鮒

の甘露煮」は伝統料理として古くから親
しまれている

█杉並通り
赤レンガと雪華をイメージして造られた道
で、武家屋敷の面影を残す街並みと調和し
て景観を醸し出す

歴
史
と
華
の
あ
る
都ま

ち市
古こ

が河
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福
島
県
は
、
全
国
で
３
番
目
に
広
い
面
積
を
有
し
、
雄
大
な
自

然
を
は
じ
め
、
奥
深
い
歴
史
や
伝
統
文
化
、
き
れ
い
な
水
と
肥ひ

沃よ
く

な
大
地
が
育
む
農
産
物
、
心
温
か
で
実
直
な
県
民
性
な
ど
、
誇
る

べ
き
魅
力
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に

よ
り
、
本
県
は
地
震
、
津
波
に
加
え
、
原
子
力
災
害
と
い
う
未
曽

有
の
複
合
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
９
年
余
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
懸
命
な
ご
努
力
と
国
内
外
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
福
島
県
は
一
歩
ず
つ
復
興
の
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
伴
っ
て
設
定
さ
れ
た
避
難
指
示
区
域
も
、
震
災
直

後
は
県
面
積
の
約
12
％
を
占
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
や
除
染
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

等
に
よ
っ
て
避
難
指
示
の
解
除
が
進
み
、

現
在
は
約
２
・
４
％
に
ま
で
縮
小
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
今
も
な
お
約
４
万
人
の
方
々
が
県
内
外
で
避
難
生
活

を
続
け
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
根
強
く
残
る
風
評
と
加
速
す
る
震
災

の
記
憶
の
風
化
、急
速
な
人
口
減
少
な
ど
、本
県
は
、い
ま
だ
様
々

な
重
い
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
福
島
県
は
、
復
興
に
向
け
て
輝
き
を
増

し
て
き
た
「
光
」
の
部
分
と
、
様
々
な
分
野
で
困
難
に
直
面
し
て

い
る
「
影
」
の
部
分
が
混
在
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
い
か
に
し

て
、
こ
の
「
影
」
の
部
分
を
薄
め
、「
光
」
の
部
分
を
よ
り
大
き

く
す
る
か
、
日
々
、
挑
戦
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
で
も
、
最
優
先
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、「
避

難
地
域
の
復
興
・
再
生
」
で
す
。
本
県
で
は
、
古
里
に
帰
還
さ
れ

た
方
々
の
生
業
の
再
生
、
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
構
築
な
ど
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
被
災
地
域
に
お
け
る
産
業
基
盤
の
再
構
築
を
図
る
た

め
、国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

既
に
、
陸
・
海
・
空
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト
を
主
な
対
象
と

し
て
、
実
際
の
使
用
環
境
を
再
現
し
な
が
ら
、
研
究
開
発
や
実
証

試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
一
大
拠
点
、「
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
本
年
３
月
に
全
面
開
所
し
た
ほ
か
、
今
夏
に

は
、世
界
最
大
の
水
素
製
造
拠
点
と
な
る「
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
本
格
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
こ
う

し
た
新
た
な
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
新
産
業
の
創
出
を
積
極
的
に
推

進
し
、
福
島
復
興
の
要
で
あ
る
成
長
産
業
の
育
成
・
集
積
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
県
が
抱
え
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
が
「
地
方

創
生
」、
人
口
減
少
対
策
で
す
。
福
島
県
は
、
震
災
と
原
発
事
故

に
よ
り
、
国
内
の
他
地
域
に
先
行
し
て
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
困
難
に
も
屈
す
る
こ
と
な

く
、
ひ
た
す
ら
挑
戦
を
続
け
る
県
民
の
姿
を
見
て
、「
福
島
に
行

け
ば
何
か
新
し
い
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
」「
一
緒
に
新

し
い
福
島
を
創
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
挑
戦
の
機
運
が
醸
成
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
加
え
、
震
災
以
降
、
本
県
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
多
く
の
企
業
や
団
体
の
方
々
と
様
々
な
「
共
働
」
を
重
ね
て

き
た
こ
と
や
、
首
都
圏
と
の
近
接
性
、
魅
力
あ
る
地
域
資
源
、
温

か
な
県
民
性
な
ど
、
福
島
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
い
か
し
た
地

方
創
生
を
図
る
た
め
、
今
年
度
、
新
た
に
策
定
し
た
「
ふ
く
し
ま

創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
当
該
戦
略
の
下
、「
ひ
と
」「
し
ご
と
」「
暮
ら
し
」「
人
の
流

れ
」
の
４
本
柱
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
強
力
に
押
し
進
め
、
地
域

づ
く
り
や
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
、「
挑
戦
県
ふ
く
し
ま
」
な

ら
で
は
の
地
方
創
生
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

日
本
中
、
世
界
中
が
前
例
の
な
い
困
難
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
思
い
返
し
た
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
私
た
ち
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
自
分
自

身
。
も
う
一
つ
は
未
来
だ
」

こ
れ
は
、
本
県
が
生
ん
だ
世
界
的
医
学
者
、
野
口
英
世
博
士
の

言
葉
で
す
。

福
島
県
は
、
未
曽
有
の
複
合
災
害
を
始
め
、
昨
年
秋
の
台
風
災

害
、
さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
、
二
重
三
重
の

困
難
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
博
士
の
言
葉
を
胸
に
、
将
来
世

代
が
誇
り
に
思
え
る
未
来
を
創
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、「
挑
戦
県
ふ
く
し
ま
」
へ

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内堀　雅雄福島県知事

「福島ならでは」の地域づくりに向けて
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特 集
は
じ
め
に

家
庭
（
第
１
の
場
）
で
も
職
場
（
第
２
の
場
）
で
も
な

い
第
３
の
居
心
地
の
良
い
場
所
で
あ
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

の
、
地
域
に
お
け
る
役
割
と
効
果
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
地
域
の
中
に
お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
な
ぜ
注
目
が
集
ま
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
役
割
と
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
自
ら
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
地
域
で
の
生
き
方
・
暮

ら
し
方
と
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考

え
て
み
た
い
。

効
率
優
先
社
会
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
で
あ
る
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
に
よ

っ
て
、
１
９
８
０
年
代
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
提
唱
さ
れ

た
。
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
都
市
化

に
よ
る
、
人
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
を
懸
念
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
都
市
化
と
は
、
同
時
に
自
動
車
に
依
存
す
る

社
会
の
進
展
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
人
々
の
生
活

は
車
で
家
庭
（
第
１
の
場
）
と
職
場
（
第
２
の
場
）
を
往

復
す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
見
、
そ
う
し
た
暮
ら

し
は
効
率
的
に
思
え
る
。
ま
た
、
車
通
勤
は
都
市
の
治
安

の
悪
さ
を
回
避
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
効
率
的
な
社
会
か
ら
は
、
憩
い

と
居
心
地
の
良
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
イ

ギ
リ
ス
の
パ
ブ
や
フ
ラ
ン
ス
の
カ
フ
ェ
で
は
顔
な
じ
み
の

メ
ン
バ
ー
、
ま
た
新
し
く
出
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
間
で
談

論
風
発
が
生
じ
、
知
識
生
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ

う
し
た
人
々
の
つ
な
が
り
の
場
こ
そ
が
、
ス
ト
レ
ス
の
多

い
現
代
社
会
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
人
生
の
潤
滑
油
の
役

割
を
果
た
す
と
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
考
え
た
の
だ
。

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
特
徴
と
し

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
結
節
点

―
目
的
交
流
型
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
役
割
と
効
果
―

石
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て
、
次
の
八
つ
を
挙
げ
る
。

中
立
性
、
社
会
的
平
等
性
の
担
保
、
会
話
が
中
心
に
存

在
す
る
こ
と
、
利
便
性
が
あ
る
こ
と
、
常
連
の
存
在
、
目

立
た
な
い
こ
と
、
遊
び
心
が
あ
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
の

わ
が
家
、
で
あ
る
。

こ
の
八
つ
の
特
徴
の
も
と
で
は
、
多
様
で
異
質
な
人
々

が
、
自
分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に
集
ま
り

交
流
で
き
る
の
で
、
憩
い
も
生
ま
れ
る
し
、
ま
た
異
質
性

の
交
流
か
ら
新
し
い
知
識
の
創
造
も
期
待
で
き
る
。

他
方
、
こ
の
特
徴
は
、
階
層
的
な
組
織
と
対
を
な
す
も

の
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、日
本
の
職
場
（
第
２
の
場
）

は
上
下
関
係
も
あ
り
、
業
務
上
の
緊
張
状
態
も
あ
り
、
個

人
は
自
分
の
立
場
を
気
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
た
め
、
た
と
え
居
酒
屋
と
い
う
気
楽
な
場
に
行
っ
た

と
し
て
も
、
職
場
近
く
の
居
酒
屋
に
、
職
場
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
行
く
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
セ
カ
ン
ド
プ
レ

イ
ス
と
し
て
の
職
場
の
延
長
で
し
か
な
い
。
地
域
に
お
い

て
、
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
す
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、
職

場
や
、
職
場
近
く
の
居
酒
屋
と
は
大
き
く
異
な
る
性
質
の

も
の
な
の
だ
。

地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
は

で
は
、
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
図
１
は
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
分
類
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
分
類
の
中
で
、
地
域
の

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た

い
。図

１
は
、「
目
的
VS
癒
や
し
、
憩
い
」
と
い
う
軸
と
「
義

務
的
VS
自
発
的
」と
い
う
軸
で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
い
、
地
域
の
従
来
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
考
え
て
み
よ
う
。従
来
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

「
目
的
×
義
務
的
」
の
象
限
に
該
当
し
、
こ
こ
で
は
義
務

的
共
同
体
（
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
と
呼
ぶ
。
図
１
で
こ

の
象
限
に
例
示
さ
れ
て
い
る
自
治
会
や
消
防
団
は
、
地
域

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
須
の
存
在
で
あ
り
、
防

災
の
重
要
性
が
増
す
今
日
に
お
い
て
は
、
よ
り
そ
の
役
割

を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
こ
の
象
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
地
域
の
機
能
維

持
の
観
点
か
ら
実
態
と
し
て
そ
の
参
加
が
義
務
的
で
あ
る

こ
と
が
多
く
（
建
前
は
自
発
的
な
参
加
で
あ
っ
て
も
）、

む
し
ろ
職
場
の
よ
う
な
第
２
の
場
に
近
い
。
参
加
す
る
個

人
は
自
分
の
立
場
を
気
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
っ
た
り
と

気
楽
に
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
職
場
が
存

在
し
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
と
同
様
に
、「
目
的
×

義
務
的
」
の
象
限
に
あ
る
従
来
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
選
択
肢
は
、
も
っ
と
多
様
で
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
こ
で
、
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
出
番
と
な
る
。

地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、
マ
イ
プ
レ
イ
ス
型
、
社
交

交
流
型
、
目
的
交
流
型
の
３
種
類
に
分
類
で
き
る
。（
※
）

「
癒
や
し
、
憩
い
×
自
発
的
」
と
い
う
象
限
に
は
、
マ
イ

プ
レ
イ
ス
型
と
社
交
交
流
型
が
該
当
す
る
。
マ
イ
プ
レ
イ

ス
型
と
は
、常
連
客
同
士
の
交
流
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

本
を
読
む
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
操
作
す
る
な
ど
、
個
人
が
思
い
思
い
に
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
す
タ
イ
プ
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
が
典
型

例
で
あ
る
。

も
と
も
と
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
思
い
描
い
て
い
た
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
は
、人
々
が
交
流
す
る
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

マ
イ
プ
レ
イ
ス
型
は
、
も
と
も
と
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の

想
定
と
は
異
な
る
性
質
の
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
忙
し
い

日
常
の
中
で
、
ひ
と
り
で
過
ご
す
場
が
地
域
に
あ
る
こ
と

は
貴
重
で
あ
り
、
個
人
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
マ
イ
プ
レ

イ
ス
型
を
拡
張
的
な
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
含
め
る
こ
と
は

妥
当
で
あ
ろ
う
。

社
交
交
流
型
と
は
、
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
も
と
も
と
提

唱
し
て
い
た
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
の
パ

ブ
や
フ
ラ
ン
ス
の
カ
フ
ェ
に
あ
た
る
場
を
意
味
す
る
。
日

本
で
い
え
ば
地
元
の
居
酒
屋
だ
ろ
う
。
職
場
近
く
の
居
酒

屋
と
異
な
り
、同
じ
会
社
の
者
同
士
が
飲
む
の
で
は
な
く
、

地
元
の
な
じ
み
の
常
連
が
に
ぎ
や
か
に
交
流
す
る
社
交
の

場
で
あ
る
。

図１　サードプレイスとコミュニティの分類
（石山恒貴編著「地域とゆるくつながろう－サードプレイスと関係人口の時代」2019、
静岡新聞社）

特 集
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第
３
の
分
類
は
、「
目
的
×
自
発
的
」
と
い
う
象
限
に

位
置
す
る
目
的
交
流
型
で
あ
る
。
筆
者
が
最
も
注
目
し
て

い
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
こ
の
目
的
交
流
型
で
、
い
わ
ば

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
提
唱
し
て
い
た
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を

進
化
・
拡
張
さ
せ
た
概
念
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
具

体
的
に
は
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
の
読
書
会
・
勉
強
会
、

地
域
で
行
う
プ
ロ
ボ
ノ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
生
か
し
て

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
こ
ど
も
食
堂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
な
ど
が
該
当
す
る
。

こ
う
し
た
場
で
は
、
個
人
が
自
発
的
に
、
自
分
の
興
味
、

や
り
た
い
こ
と
の
実
現
を
目
的
と
し
て
集
ま
っ
て
く
る
の

だ
が
、
同
時
に
そ
こ
に
は
楽
し
さ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
個

人
の
や
り
た
い
こ
と
と
楽
し
さ
が
、何
ら
か
の
社
会
貢
献
、

地
域
貢
献
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
楽
し
さ
と
他
者
へ
の

貢
献
の
両
立
は
得
が
た
い
達
成
感
を
生
む
と
思
わ
れ
る

が
、
実
は
そ
の
よ
う
な
達
成
感
こ
そ
が
人
生
の
潤
滑
油
か

も
し
れ
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
目
的
交
流
型
こ
そ
が
、
オ
ル

デ
ン
バ
ー
グ
の
想
定
す
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
本
質
を
実

現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

目
的
交
流
型
が
地
域
の
結
節
点
と
な
る

で
は
、
目
的
交
流
型
は
、
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

役
割
と
効
果
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
目
的
交

流
型
の
重
要
な
特
徴
は
、
楽
し
さ
と
他
者
へ
の
貢
献
の
両

立
に
よ
り
達
成
感
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
見
逃

し
て
な
ら
な
い
の
は
、
先
述
し
た
、
多
様
で
異
質
な
人
々

が
、
自
分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に
集
ま
り

交
流
で
き
る
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
が
あ
い
ま
っ
て
目
的
交
流
型
は
、
地
域
に

お
け
る
多
様
な
人
同
士
の
つ
な
が
り
を
形
成
し
、
地
域
の

結
節
点
と
な
る
。

目
的
交
流
型
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
事
例
と
し
て
、
神
奈

川
県
茅
ケ
崎
市
の
茅
ケ
崎
駅
か
ら
ほ
ど
近
く
に
位
置
す
る

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
チ
ガ
ラ
ボ
」
を
挙
げ
た
い
。

チ
ガ
ラ
ボ
は
い
か
に
し
て
地
域
の
多
様
な
人
々
の
つ
な
が

り
を
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

チ
ガ
ラ
ボ
は
物
理
的
な
場
と
し
て
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、
め
ざ
す
姿
は
「
人
が
つ
な
が
り
、
た

く
ら
み
が
う
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
る
。「
た
く

ら
み
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

チ
ガ
ラ
ボ
で
は
、「
多
様
で
愉
快
な
人
た
ち
の
出
会
い

と
つ
な
が
り
で
あ
ふ
れ
、
そ
の
結
果
、
社
会
や
地
域
が
す

こ
し
で
も
よ
い
方
向
に
向
か
う
」
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
出
会
っ
た
人
々
の
「
ひ

と
と
な
り
を
知
り
、
オ
ー
プ
ン
に
違
い
や
変
化
を
楽
し
む

こ
と
」
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
同
時
に
や
り
た
い
こ
と

を
「
広
く
大
き
く
長
く
描
く
」
の
だ
が
、「
ま
ず
は
小
さ

く
や
っ
て
み
る
」
が
始
め
や
す
い
。
そ
の
小
さ
く
始
め
て

み
る
こ
と
が
「
た
く
ら
み
」
な
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、「
た
く
ら
み
」
と
は
年
代
も
職
種
も
多

様
な
約
１
０
０
人
の
チ
ガ
ラ
ボ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー

が
、
主
体
的
に
実
施
す
る
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
図

２
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
の
一
覧
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
実
に
幅
広
く
、
だ

か
ら
こ
そ
気
軽
に
メ
ン
バ
ー
が
主
催
で
き
る
し
、
参
加
者

も
何
気
な
く
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
テ
ー
マ
に

あ
る
食
、
酒
、
キ
ャ
リ
ア
な
ど
は
、
茅
ケ
崎
周
辺
の
農
園
、

商
店
街
、
事
業
と
協
働
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
自

然
と
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
周
辺
の
人
々
も
チ
ガ
ラ
ボ
に
集

う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
先
述
の
と
お
り
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
と

な
り
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
だ
が
、
そ

こ
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
あ
る
。
写
真
１
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
こ
の
写
真
は
、
筆
者
の
研
究
室
で
チ
ガ
ラ

ボ
を
訪
問
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
が
、
背
景
に
写
っ
て
い

る
の
は
「
Ｍ
ｙ
本
棚
」
で
あ
る
。
棚
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
メ

ン
バ
ー
の
自
己
紹
介
の
場
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
自
分
の

個
性
が
現
れ
る
よ
う
に
、
思
い
思
い
の
本
や
小
物
を
置
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
人
が
そ
の
場
に
い
な
く
と

も
、
そ
の
人
を
知
り
、
つ
な
が
る
た
め
の
ち
ょ
っ
と
し
た

仕
掛
け
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、チ
ガ
ラ
ボ
が
大
事
に
し
て
い
る
考
え
方
は
、「
や

り
た
い
こ
と
・
ア
イ
デ
ア
を
自
由
に
言
え
る
安
心
安
全
な

場
」
で
あ
る
こ
と
だ
。
安
心
安
全
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が

図２　チガラボの多様なイベントのテーマ（チガラボ資料）
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新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
代

表
の
清
水
謙
氏
は
、
チ
ガ
ラ
ボ
を
「
ま
ち
の
非
武
装
地
帯
」

と
呼
ぶ
。
具
体
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
が
失

敗
を
恐
れ
て
、
自
分
の
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
諦
め
な
い

よ
う
に
、
い
き
な
り
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
の
で
は
な
く
、

「
登
れ
る
サ
イ
ズ
の
階
段
（
参
加
す
る
↓
整
理
し
て
発
信

す
る
↓
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
↓
活
動
を
始
め
る
）
を
つ

く
る
」
な
ど
の
仕
組
み
も
整
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
が
功
を
奏
し
、
チ
ガ
ラ
ボ
の
３
周
年
に
は
、
多
世
代

で
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
写
真
２
の
よ
う
に
集
結
し
た
。

チ
ガ
ラ
ボ
に
お
い
て
は
、
多
様
で
異
質
な
人
々
が
、
自

分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に
集
ま
り
交
流
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
結
節
点
と
な
る
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
の
特
徴
が
、
ま
さ
に
具
現
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
特
徴
と
、
都
心
の
通
勤
圏
で
あ
る
が

適
度
な
距
離
も
あ
り
、
海
も
山
も
あ
り
自
然
豊
か
で
、
自

分
ら
し
く
ゆ
っ
た
り
と
生
き
る
雰
囲
気
に
満
ち
た
茅
ケ
崎

の
環
境
が
相
ま
っ
て
、
チ
ガ
ラ
ボ
で
過
ご
す
時
間
で
は
、

忙
し
い
日
常
か
ら
解
放
さ
れ
、
身
体
性
・
精
神
性
が
回
復

し
て
い
く
こ
と
を
実
感
で
き
る
と
筆
者
は
思
う
。

今
後
の
展
望
―
目
的
交
流
型
と

地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
融
合

冒
頭
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
地
域
で
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る

と
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
に
よ
る
つ
な
が
り
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
自
宅
待
機
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
高
知
市
に
お
い

て
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
地
域
と
日
本
全
国
の

人
々
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
事
務
局
長
の

吉
冨
慎
作
氏
は
、
和
紙
の
現
場
で
余
っ
て
困
っ
て
い
る
楮

こ
う
ぞ

の
木
を
地
元
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
し
て
も
ら

い
、
そ
の
焚た

き
火
を
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
対

話
の
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
が
、
全
国
に
拡
張
し
た
取
り
組
み
と
評
価
で
き
よ
う
。

ま
た
、
土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー
の
共
同
設
立
者
で
、
高
知

市
で
防
災
に
取
り
組
む
山
中
晶
一
氏
は
、
実
は
地
縁
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
こ
そ
、
目
的
交
流
型
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
要
素

を
取
り
入
れ
、
多
様
な
人
々
と
「
ゆ
る
く
つ
な
が
る
」
こ

と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。
山
中
氏
は
、
中
山
間
地
域
で

は
、
従
来
は
自
然
を
う
ま
く
暮
ら
し
に
活
用
で
き
た
が
、

近
年
で
は
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
河
川
の
下
流
域
に
あ
た
る

都
市
部
の
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
問

題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
自
然
と
人
、
人
と
人
と
の
関

係
を
再
構
築
し
、
中
山
間
地
域
か
ら
都
市
部
ま
で
が
一
体

と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

そ
こ
で
山
中
氏

は
、
鏡
川
清
流
保

全
審
議
会
に
お
い

て
、
何
度
も
限
界

集
落
に
近
い
状
況

の
鏡
川
上
流
地
域

を
リ
サ
ー
チ
し
、

そ
の
結
果
と
し

て
、
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い

う
考
え
方
を
導
入

し
て
中
山
間
地
域
の
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
性
を
強

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
多
様
な
人
々
（
都
市
部

も
含
め
た
）
を
つ
な
げ
る
た
め
の
ハ
ブ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
幸
福
に
も
２
種
類
あ
り
、
快
楽

を
追
求
す
る
幸
福
と
、「
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア
」
と
呼
ば
れ
、

意
義
あ
る
目
的
に
向
か
っ
て
自
己
実
現
し
て
い
く
幸
福
が

あ
る
と
述
べ
た
。
暮
ら
し
方
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
今
、

多
様
で
異
質
な
人
々
が
、
自
分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ

ず
、
気
軽
に
集
ま
り
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
結
節
点

と
な
る
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
特
徴
は
、
ユ
ー
ダ
イ

モ
ニ
ア
に
つ
な
が
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
、
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
融
合
と

い
う
拡
張
性
も
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
片
岡
亜
紀
子
・
石
山
恒
貴
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
役
割
と
効
果
」『
地
域
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』 2016, N

o. 9, pp. 73 86.

写真２　チガラボ３周年の記念写真
（チガラボ提供）

写真１　「My本棚」

土佐山アカデミーのオンライン焚き火イベント
（土佐山アカデミー提供）
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特 集
２
０
０
９
年
、
秋
田
県
内
で
若
者
会
議
が
始
ま
っ
て
か

ら
10
年
が
た
ち
ま
し
た
。
当
初
か
ら
若
者
会
議
に
関
わ
っ

て
き
た
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、秋
田
版
若
者
会
議
と
い
う「
若

者
の
共
創
の
場
」
で
得
ら
れ
た
学
び
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
田
版
若
者
会
議
と
は

秋
田
版
若
者
会
議
は
「
普
通
の
若
者
」
が
、
自
分
の
住

む
地
域
に
つ
い
て
考
え
、話
し
合
い
、行
動
す
る
中
で
「
仲

間
」
や
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
見
つ
け
、
自
分
が
活
躍
で

き
る
役
割
を
探
し
求
め
る
場
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
。「
地
元
を
良
く
し
た
い
！
」
と
い
う
熱
い
思
い
の
あ

る
若
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
に
興
味
が
な
い
若
者
が
地

域
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

当
初
は
、秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
提
案
を
受
け
、

県
が
国
の
基
金
を
活
用
し
て
事
業
化
し
た
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
若

者
会
議
を
運
営
す
る
伴
走
型
支
援
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
延
べ
７
０
０
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

そ
の
後
、
各
地
の
若
者
会
議
を
緩
や
か
に
つ
な
ぐ
全
県

規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
県
と
し
て
の
事
業
が

終
了
し
た
現
在
も
、
各
地
で
若
者
会
議
メ
ン
バ
ー
が
主
体

的
な
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

秋
田
版
若
者
会
議
の
成
果

「
普
通
の
若
者
」
が
仲
間
や
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、若
者
会
議
と
い
う
場
が
安
全
・

安
心
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
当
時
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
を
活
用
し
た
話
し
合
い
・
学
び
合
い
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
課
題
で
も
あ
っ
た
冬
の
除
雪
を
楽
し

み
な
が
ら
解
決
す
る「
ス
ポ
ー
ツ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｅ（
雪

よ
せ
）
世
界
大
会
」、
地
域
に
進
学
・
就
職
・
転
勤
し
た

若
者
を
歓
迎
す
る
「
勝
手
に
若
者
歓
迎
会
」
の
開
催
な
ど
、

若
者
視
点
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
「
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
地
元
の
良
さ

◆◆◆

に
気
づ
き
、
愛
着
を
持
っ
た
」「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
っ
た
」「
成
長
し
合
え
る
仲
間
が
で
き
た
」
な

ど
の
変
化
が
あ
り
、
職
場
や
団
体
な
ど
所
属
す
る
組
織
で

若
者
会
議
か
ら
得
た
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は

大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当

初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
各
組
織
で
中
堅
ク
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
若
者
会
議
の
成
果
が
広
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
田
版
若
者
会
議
の
課
題

し
か
し
、
若
者
会
議
に
も
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

最
も
大
き
い
課
題
は
「
若
者
会
議
を
次
代
に
受
け
継
ぐ
仕

組
み
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
」
こ
と
で
す
。
若
者
会
議
の
参

加
者
は
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
異
動
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
の
変
化
が
あ
り
、
始
め
た
と
き
と
同
じ
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
若
者
会
議

の
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
規
メ
ン
バ
ー
の
リ

ク
ル
ー
ト
と
役
割
の
新
陳
代
謝
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

そ
こ
を
「
仕
組
み
化
」
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆◆◆

秋
田
県

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

秋田の若者に勝手にありがとうを伝える
「勝手に若者歓迎会」

―
秋
田
版
若
者
会
議
に
学
ぶ
―

中
嶋
　
結
也

秋
田
県
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー

共
創
の
場
づ
く
り
で
避
け
る
べ
き
「
３
密
」

7 2020・7月号 地域づくり 本編 2020・7月号地域づくり 本編 6



特 集

避
け
る
べ
き
「
３
密
」
と
は

こ
こ
で
、
若
者
の
共
創
の
場
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
も

ら
う
た
め
、
若
者
会
議
の
課
題
で
あ
る
「
若
者
会
議
を
次

代
に
受
け
継
ぐ
」
際
に
避
け
る
べ
き
「
３
密
」
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

な
ぜ
「
実
践
す
べ
き
こ
と
」
で
は
な
く
「
避
け
る
べ
き

こ
と
」
を
紹
介
す
る
の
か
と
い
う
と
、
成
功
に
は
偶
然
の

要
素
も
あ
り
、
そ
の
要
因
が
わ
か
り
に
く
い
の
に
対
し
、

失
敗
は
再
現
性
が
あ
る
た
め
で
す
。
10
年
間
で
蓄
積
さ
れ

た
失
敗
事
例
集
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

̍
⁒
਌
ີ
ա
͗
Δ
場

「
親
密
な
場
」
そ
の
も
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
が
、
そ
の
副
作
用
と
し
て
起
き
が
ち
な
の
が
「
古
参
が

の
さ
ば
る
」こ
と
で
す
。
活
動
に
貢
献
し
て
く
れ
た
人
が
、

実
は
一
番
場
を
衰
退
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
で
も
長
年
所
属
し

て
い
る
長
老
が
い
る
と
、
新
し
い
人
が
入
り
に
く
く
な
っ

◆◆◆

て
し
ま
い
ま
す
。
大
学
は
卒
業
と
い
う
節
目
が
あ
る
の
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
節
目
が
な
い
と
新
陳
代
謝
が
起
き
に

く
い
構
造
に
な
り
が
ち
で
す
。
若
者
会
議
で
も
古
参
メ
ン

バ
ー
の
私
が
の
さ
ば
る
こ
と
で
、
次
代
の
メ
ン
バ
ー
の
可

能
性
の
芽
を
摘
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
反
省
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
規
メ
ン
バ
ー
が
活
躍
で
き
る
よ

う
古
参
メ
ン
バ
ー
の
影
響
力
を
そ
ぎ
落
と
す
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

̎
⁒
ݫ
ີ
ա
͗
Δ
場

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
際
に
は
、
自
分
の
居
場
所
が
あ
り
そ
う
か
ど

う
か
で
判
断
し
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
厳
密
な
役
割

分
担
が
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
は
そ
こ

に
自
分
が
入
る
必
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

目
指
す
方
向
性
や
目
標
は
設
定
す
る
べ
き
で
す
が
、
そ
こ

に
は
一
定
の
役
割
の
余
白
（
運
営
は
で
き
な
い
け
ど
友
人

に
声
を
か
け
て
み
る
人
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア
は
し
て
く
れ

る
人
）
を
設
け
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
状
況
に
応
じ
た
多

様
な
関
わ
り
方
を
担
保
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

̏
⁒
ա
ີ
ա
͗
Δ
場

若
者
会
議
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
た
め
に
深

夜
ま
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
で
は
新
し
い
メ
ン
バ

ー
は
引
い
て
し
ま
い
、
フ
ル
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
メ
ン
バ
ー

し
か
残
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
可
処
分
時
間
や
熱
意
に
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
や
難
易
度
を
バ

ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

終
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
偉
そ
う
な
こ
と
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
私

自
身
、
10
年
前
は
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
な
い
「
普
通
の

若
者
」
で
し
た
。
そ
ん
な
私
が
本
誌
で
原
稿
を
執
筆
さ
せ

て
い
た
だ
く
に
至
っ
た
の
も
、
若
者
会
議
と
い
う
共
創
の

場
が
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

若
者
会
議
で
の
最
大
の
学
び
は
「
人
は
一
人
で
は
何
も

で
き
な
い
け
ど
、
仲
間
が
い
れ
ば
何
か
が
で
き
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
実
は
こ
の
原
稿
も
若
者
会
議
の
仲
間
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
相
談
し
な
が
ら
書
き
上

げ
ま
し
た
。

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
」
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
な
ど
、
共
創
の
場
づ

く
り
で
も
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
対

応
も
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。し
か
し
、

秋
田
版
若
者
会
議
と
し
て
大
切
に
し

た
い
「
普
通
の
若
者
」
が
活
躍
で
き

る
場
を
今
後
も
つ
く
り
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

横手若者会議主催の交流イベント

地域の若者が企画したスポーツ交流会

「地域おこし 100人プロジェクト」打ち合わせ

由利本荘若者会議定例会（わちゃ会）
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特 集
全
員
平
成
生
ま
れ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

人
口
約
３
万
人
の
山
梨
県
韮
崎
市
で
私
た
ち
「
河
原
部

社
」
は
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
、
中
高
生
の
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
「
Ｍミ

ア

キ

ス

ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
」
や
、
ロ
ー
カ
ル
メ
デ

ィ
ア「
に
ら
レ
バ
」の
運
営
。
最
近
で
は
次
世
代
型
の「
し

き
ん
と
ひ
と
の
あ
る
地
域
の
し
く
み
づ
く
り
」
も
始
め
ま

し
た
。
特
徴
と
し
て
は
、
全
員
平
成
生
ま
れ
の
若
者
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
こ
と
と
、
全
員
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
×
○
○
の
働
き
方
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

地
域
の
最
前
線
で
中
高
生
と
日
々
接
し
て
い
る
身
近
な

大
人
、
そ
れ
も
少
し
先
輩
く
ら
い
の
人
た
ち
が
、
た
だ
施

設
の
運
営
を
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
ろ

い
ろ
な
事
業
や
経
験
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
高
生
に
と

っ
て
結
構
良
い
作
用
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
テ
ー
マ
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
を
中
心
に
活
動
や
考
え
、
こ

◆◆◆

れ
か
ら
に
つ
い
て
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
は
生
き
物

施
設
名
の
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
は
、
約
６
５
０
０
万
年
前
に

生
息
し
て
い
た
動
物
の
名
前
で
す
。
同
じ
環
境
下
に
い
な

が
ら
も
、
木
の
上
か
ら
降
り
て
大
草
原
を
目
指
し
た
も
の

は
イ
ヌ
科
へ
、
そ
の
ま
ま
樹
上
に
残
り
生
活
を
続
け
た
も

の
は
ネ
コ
科
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
中
高
生
も
、
一
人
ひ
と
り
が
ミ
ア
キ
ス
の
よ
う
に

自
分
の
選
択
次
第
で
何
者
に
も
進
化
し
得
る
存
在
で
す
。

中
高
生
自
身
が
自
分
の
扉
を
開
く
カ
ギ
を
握
り
、
ま
だ

見
え
ぬ
そ
の
先
に
期
待
し
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

―
。
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
は
、
そ
ん
な
想
い
で
「
あ
な
た
は
何

に
進
化
す
る
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
行
政
の
委
託
を
受
け

運
営
し
て
い
ま
す
。
中
高
生
に
と
っ
て
は「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
」

で
あ
る
「
進
化
の
起
点
」
と
な
る
拠
点
施
設
で
す
。

韮
崎
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
立
地
に
あ
る
、
広
さ
約
２
５

０
平
方
㍍
の
空
間
の
使
い
方
は
中
高
生
次
第
。
過
ご
し
方

は
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
多
く
は
勉
強
を
し
た
り
、
友

◆◆◆

だ
ち
と
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
や
学
年
の
違
う

同
世
代
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
や
大
学
生

と
話
し
た
り
、
地
域
の
大
人
や
実
社
会
に
出
会
え
た
り
す

る
こ
と
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
勉
強
や
部
活
だ
け

で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
自

分
の
や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
気
軽
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

そ
ん
な
経
験
や
実
践
か
ら
自
分
に
対
す
る
気
づ
き
を
得

て
、
中
高
生
た
ち
が
主
体
的
に
自
分
の
選
択
肢
を
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ
の
き
っ
か
け
を
私
た

ち
は
日
々
生
み
出
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

い
ま
の
時
代
に
ハ
コ
モ
ノ
は
必
要
？

韮
崎
の
中
高
生
数
は
約
３
０
０
０
人
。
ミ
ア
キ
ス
に
来

る
生
徒
は
年
々
増
え
、
４
年
目
の
今
で
は
登
録
者
２
０
０

０
人
を
超
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
地
域
の
子
ど
も
３
人
に
２

人
が
利
用
し
て
い
る
の
で
、
単
純
に
こ
う
い
っ
た
場
所
、

す
な
わ
ち
中
高
生
に
と
っ
て
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
ニ
ー

ズ
は
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

た
だ
そ
の
形
は
必
ず
し
も
大
き
な
ハ
コ
モ
ノ
で
あ
る
必

要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
韮
崎
の
場
合
は
ま
ち
が
コ
ン
パ
ク

ト
な
の
で
、
中
心
に
つ
く
れ
ば
誰
で
も
自
力
で
来
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
大
き
な
施

設
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
本
来
は
家
か
ら
自
力
で
行
け
る

距
離
に
い
く
つ
か
点
在
し
て
い
て
、
そ
の
日
の
気
分
や
自

分
の
好
み
で
中
高
生
自
身
が
場
所
を
選
べ
る
と
い
う
形
の

方
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、よ
く
「
な
ぜ
中
高
生
が
そ
ん
な
に
集
ま
る
の
か
」

「
中
高
生
を
巻
き
込
む
工
夫
は
何
か
」
と
聞
か
れ
る
の
で

す
が
、
そ
も
そ
も
中
高
生
の
ニ
ー
ズ
を
ち
ゃ
ん
と
捉
え
る

◆◆◆

山
梨
県
韮
崎
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
中
高
生
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
市
民
提
案
か
ら
実
現
―

西
田
　
遙

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
原
部
社
理
事
長

地
元
の
子
が
地
元
に
い
る
う
ち
に
で
き
る
こ
と
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特 集

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
中
高
生
の
概
念
に
あ
る
言
葉

で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

名
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
中
高
生
が
体
験
し
た
こ
と
を
そ
の

中
に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
変
に
横
文
字
を
使
っ
た
り

し
な
い
方
が
参
加
者
が
多
く
な
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
誰
か
ら
誘
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
が
中
高
生
の

意
思
決
定
の
上
で
も
の
す
ご
く
大
事
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ

は
日
頃
か
ら
対
話
や
遊
び
を
通
し
て
中
高
生
と
関
係
性
を

築
い
て
お
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
か
ら
始
め
る
ま
ち
づ
く
り

中
高
生
に
と
っ
て
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
あ
る
こ
と
、

そ
こ
に
信
頼
で
き
る
「
第
三
の
大
人
（
親
と
教
師
以
外
の

大
人
）」
が
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
場
所
や
そ
こ
に

い
る
大
人
が
地
域
と
中
高
生
の
つ
な
ぎ
手
に
な
る
こ
と

で
、
中
高
生
は
自
然
と
地
域
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。「
自
分
に
対
し
て
の
満
足
度
と
、
地
元
に
対
し
て

の
満
足
度
が
高
い
ま
ち
」
と
い
う
の
は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
か
な
り
の
強
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

◆◆◆

地
元
の
子
ど
も
が
地
元
に
い
る
う
ち
に
、
地
元
へ
の
良

い
印
象
や
ふ
る
さ
と
愛
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

そ
れ
は
き
っ
と
若
者
の
転
出
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
と

え
一
度
出
て
行
っ
た
と
し
て
も
、き
っ
と
結
婚
や
子
育
て
、

就
職
の
段
階
で
地
元
に
帰
っ
て
来
て
く
る
こ
と
が
選
択
肢

の
ひ
と
つ
に
な
る
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
仮
説
か
ら
、
実
は
こ
の
事
業
は
「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ

ｂ
ａ
ｃ
ｋ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
人
口
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
の
教
育
課
で
は
な
く
総
合
政
策
課
が
メ
イ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
市
と
し
て
の
考
え
が
う
か

が
え
る
し
、
多
く
の
自
治
体
で
も
中
高
生
支
援
の
分
野

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、す
べ
て
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
の
が
「
や

る
人
で
や
る
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
た
と
え
専
門
家

で
あ
っ
て
も
ア
イ
デ
ア
や
意
見
だ
け
出
し
て
や
ら
な
い

人
は
最
初
か
ら
入
れ
ま
せ
ん
。
学
生
で
あ
れ
未
経
験
者
で

あ
れ
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
実
際
に
そ
れ
を
や
る
人
だ
け

を
集
め
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。
や
り
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
良

く
し
て
い
く
こ
と
で
後
進
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
物
事
が
進
ん
で
い
く
と
い
う
手
応
え

が
あ
り
ま
す
。

近
い
将
来
、
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
を
卒
業
し
た
人
が
運
営
側

と
し
て
帰
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
代
々
循
環
し
て
い
く
―
。

そ
ん
な
状
態
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

地域の人も一緒になって参加するイベントも多く行われている

扉の先、進化の可能性を表現した絵。
Miacis が鍵をくわえている

ツギテによって地域と中高生が関わっているシーンにあふれる風景イメージ
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特 集
花
咲
爺
会
の
発
足

私
た
ち
が
住
む
大
城
（
沖
縄
県
北
中
城
村
）
に
は
、
国

指
定
重
要
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」
が
あ
り
、
世
界
遺
産

「
中
城
城
跡
」
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
人
口
３
６
０
人
ほ

ど
の
小
さ
な
集
落
で
す
。戦
争
の
被
害
は
比
較
的
少
な
く
、

昔
の
面
影
を
多
く
残
す
地
域
で
し
た
が
、
そ
の
風
景
は
昭

和
47
年
の
日
本
復
帰
前
後
の
生
活
基
盤
整
備
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

車
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
道
路
拡
幅
や
台
風
に
強
い

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
住
宅
建
築
に
伴
い
、
屋
敷
囲
い
が
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
屋
敷
林
や
石
垣
が
壊
さ

れ
ま
し
た
。
赤
瓦
ぶ
き
の
木
造
住
宅
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

今
の
活
動
に
つ
な
が
る
の
は
、
村
に
よ
る
「
古
城
周
辺

歴
史
的
景
観
整
備
事
業
」の
実
施
で
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

中
城
城
下
の
大
城
・
荻
道
地
区
を
対
象
に
平
成
６
年
度
か

ら
14
年
度
ま
で
住
民
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
共
同
井
戸
（
湧
水
）
や
池
を
取
り
込
ん
だ

複
数
の
ミ
ニ
公
園
が
で
き
、
琉
球
赤
瓦
で
ふ
か
れ
た
公
民

◆◆◆

館
の
建
設
と
多
目
的
広
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
９
年
に
は
村
の
「
観
光
地
修
景
緑
化
事
業
」

に
よ
り
４
０
０
０
本
余
の
ラ
ン
の
苗
が
提
供
さ
れ
区
民
総

出
で
道
路
沿
い
に
植
栽
し
ま
し
た
。
平
成
11
年
10
月
１
日

に
は
村
長
と
自
治
会
長
の
間
で
「
古
城
周
辺
景
観
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
行
政
の
仕
掛
け
が
、
地
域
美
化
に
対
す

る
住
民
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

自
治
会
や
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
既
存
の
組
織
は
日

常
的
に
地
域
美
化
活
動
に
手
が
回
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
あ
る
酒
座
で
地
域
の
美
化
活

動
が
話
題
に
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
居
酒
屋
談
義
に
終
わ
ら
せ
な
い
知
恵
者
が
い
て
、

後
日
企
画
書
を
配
っ
て
相
談
し
、55
歳
以
上
の
男
性
で「
花

咲
爺
会
」
を
平
成
11
年
10
月
24
日
に
結
成
し
ま
し
た
。

花
咲
爺
会
の
活
動
は
、
男
性
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と

居
場
所
づ
く
り
と
い
う
隠
れ
た
目
的
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

花
咲
爺
会
の
活
動

◆◆◆

花
咲
爺
会
の
主
な
活
動
は
、
道
路
の
草
刈
り
清
掃
、
草

花
・
ラ
ン
・
樹
木
の
植
栽
管
理
、
造
形
作
品
の
設
置
な
ど

で
す
。
定
例
活
動
日
は
月
２
回
、
第
１
・
３
日
曜
日
の
午

前
中
で
す
が
、
個
別
に
活
動
し
て
い
る
会
員
が
数
人
い
ま

す
。
管
理
す
る
場
所
は
、
集
落
を
通
る
県
道
１
４
６
号
９

０
０
㍍
の
区
間
と
村
道
の
一
部
、
村
が
造
っ
た
ミ
ニ
公
園

な
ど
で
す
。

緑
を
増
や
す
た
め
に
、
公
用
地
だ
け
で
な
く
個
人
の
土

地
や
屋
敷
に
も
木
を
植
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
や
ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ

の
食
草
を
随
所
に
植
え
、
多
く
の
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

露
地
栽
培
の
ラ
ン
が
道
路
沿
い
に
咲
い
て
い
る
の
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、
散
策
し
て
い
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
の
里
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
シ
ー
サ
ー
や
陶
芸
家
と
彫
刻
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
造
形
作
品
を
設
置
し
て
道
路
の
景
観
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

作
業
後
の
楽
し
み
は
ビ
ー
ル
で
す
。「
大
城
喫
茶
店
」

と
名
づ
け
た
東
屋
に
集
ま
り
、
中
城
城
跡
を
眺
め
な
が
ら

飲
む
ビ
ー
ル
は
格
別
に
う
ま
い
。
２
、
３
本
の
缶
ビ
ー
ル

で
盛
り
上
が
り
ホ
ラ
を
吹
い
て
英
気
を
養
い
、
次
の
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

大
城
の
地
域
づ
く
り
構
想
の
策
定

花
咲
爺
会
の
活
動
は
、
花
好
き
の
男
た
ち
が
勝
手
に
始

め
た
の
で
、区
民
の
認
知
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

自
治
会
役
員
会
に
「
大
城
の
地
域
づ
く
り
構
想
」
を
提
案

し
、平
成
13
年
の
区
民
総
会
で
決
定
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◆◆◆

沖
縄
県
北
中
城
村

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
大
城
花
咲
爺
会
の
取
り
組
み
―

外
間
　
裕

大
城
花
咲
爺
会
長

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
芸
術
の
里
づ
く
り
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大
城
の
地
域
づ
く
り
構
想
は
、「
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
芸

術
の
里
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
県
や
村
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
、
自
治
会
お
よ
び
諸
団
体
や
区
民
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。
県
道
沿
い
に
は

彫
刻
を
設
置
し
て
新
し
い
景
観
を
つ
く
り
出
す
こ
と
、
わ

が
家
は
芸
術
品
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
花
咲
爺
会
も
そ
の
一
翼
を
担
う
べ
く
区
民
の

共
通
認
識
が
得
ら
れ
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
大
城
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
梅
雨
明
け
後

の
満
月
の
頃
に
開
催
し
て
い
る
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
コ
ン
サ

ー
ト
」（
平
成
14
年
〜
）
と
、
地
域
全
体
を
美
術
館
と
見

立
て
て
芸
術
の
秋
に
開
催
し
て
い
る「
ス
ー
ジ
グ
ヮ
ー（
路

地
）
美
術
館
」（
平
成
15
年
〜
）
も
花
咲
爺
会
の
ア
イ
デ

ア
か
ら
生
ま
れ
、
平
成
19
年
ま
で
は
自
治
会
と
の
共
催
で

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
20
年
か
ら
は
自
治
会
の
単
独
開
催

に
な
っ
て
い
ま
す
。

美
の
中
を
歩
く

大
城
の
地
域
づ
く
り
は
応
援
団
の
協
力
に
よ
る
も
の
が

多
い
。
芸
術
家
、
学
者
、
文
化
人
、
地
域
づ
く
り
関
係
者
、

園
芸
業
者
な
ど
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
特
に
、
平

成
16
年
か
ら
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
に
も
地
域
づ
く
り
支
援

に
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
区
内
の
彫
刻
数
は
45
に
増
え
ま
し

た
。
地
域
づ
く
り
構
想
で
目
標
と
し
た
彫
刻
の
あ
る
景
観

が
形
づ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
は
区
民
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
地
域

づ
く
り
構
想
に
基
づ
く
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
づ
く
り
の
進
展

◆◆◆

が
区
民
の
地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
を
醸
成
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
男
性
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
居
場
所
づ

く
り
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
て
20
年
が
た
ち
、
大
城
は
地
域
全
体
が
オ

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
野
外
美
術
館
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
沖
縄
ふ
る
さ
と
百
選
第
１
号
（
沖
縄
県
）、
日
本
の

歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選（
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
）、

新
日
本
歩
く
道
紀
行
「
文
化
の
道
」（
新
日
本
歩
く
道
紀

行
百
選
選
考
委
員
会
）、
第
６
回
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
賞

（
住
宅
生
産
振
興
財
団
）、
美
ら
島
お
き
な
わ
花
と
緑
の
名

所
１
０
０
選
（
沖
縄
県
）
な
ど
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
先
住
民
ナ
バ
ホ
の
人
た
ち
に「
美
の
中
を
歩
く
」

と
い
う
美
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
地
域
づ
く
り
の

合
言
葉
に
加
え
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。道端に咲くランの植栽

県道沿いに設置された彫刻

大城花咲爺会のメンバーら
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は
じ
め
に

街
中
の
カ
フ
ェ
で
人
々
が
集
い
刺
激
や
新
し
い
学
び
を

得
る
。
住
宅
街
の
中
に
あ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で

テ
レ
ワ
ー
ク
に
い
そ
し
む
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
い
る
。
大
学
に
は
ラ

ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
が
設
け
ら
れ
、
学
生
が
地
域
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
人
た
ち
や
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と
と
も

に
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

図
書
館
が
、
繁
華
街
の
ス
ナ
ッ
ク
が
、
駅
ナ
カ
の
片
隅
に
、

と
生
活
の
中
に
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
「
都
市
の
装
置
」

が
機
能
し
つ
つ
あ
る
。
都
市
の
中
で
何
気
な
く
設
け
ら
れ

る
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
が
、
行
き
交
う
人
の
ハ
ブ
と
な
り
新

し
い
交
流
や
出
会
い
を
生
み
出
す
、
さ
ら
に
は
自
己
の
能

力
を
高
め
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

場
で
あ
り
機
能
で
あ
り
、そ
の
魅
力
は
一
様
で
は
な
い
。

た
だ
始
ま
り
は
そ
こ
で
何
か
が
起
こ
る
、
何
か
が
始
ま
る

と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
や
、
自
分
が
そ
こ
に
居
て
く
つ
ろ
い

で
い
い
と
い
う
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
感
覚
で
あ
る
。
そ

の
場
が
人
々
の
取
り
組
み
に
よ
り
新
た
な
求
心
力
を
得

て
、
別
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
立
ち
上
が
る
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
と
い
う
の
は
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
、
し
か
し
現
在
の

都
市
に
お
け
る
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
場

の
出
現
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
。

本
稿
で
は
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
都
市
的
側
面
を
考
察

す
る
と
と
も
に
、
今
日
的
な
課
題
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
状
況
も
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
末
尾
に
て
そ
の

部
分
に
触
れ
な
が
ら
「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
い
。

国
土
計
画
に
お
け
る

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
意
味

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
都
市
や
国
土
の
姿
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
国
土
交
通
省
の「
国
土
形
成
計
画
」で
は「
知

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
都
市
的
側
面
と
今
日
的
課
題

―
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
乗
り
越
え
て
―

小
笠
原
　
伸

白
鴎
大
学
経
営
学
部
教
授

筆者プロフィール

小笠原 伸氏
（おがさわら・しん）

早稲田大学政治経済学部経済学科卒業、同大学院理工学研究
科建設工学専攻修士課程修了。武蔵野美術大学助手などを経て
現職。専門は都市戦略、地方創生、新産業創造。中部圏のロボッ
ト産業振興プログラムに携わり、国土形成計画に知恵の場や知
的対流拠点等「熱源」の必要性を指摘。茨城県結城市まち・ひ
と・しごと創生推進会議などで助言を行う。論文に「サードプ
レイスと都市との関係」（アーバンアドバンス）、共著に「ソー
シャルメディア論」（青弓社）など。 
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的
対
流
拠
点
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
様
々
な
政
策
や

市
民
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
地
方
創
生
な
ど
の
多
様

な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
２
０

１
７
年
に
国
土
交
通
省
国
土
政
策
局
が
発
表
し
た
「
ロ
ー

カ
ル
版
『
知
的
対
流
拠
点
』
づ
く
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、

知
的
対
流
拠
点
と
は
「
地
域
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出

す
る
た
め
に
は
、
活
用
す
る
地
域
資
源
や
そ
の
取
組
内
容

に
応
じ
て
、
自
治
体
や
地
域
内
の
事
業
者
、
住
民
、
大
学
、

研
究
機
関
、
金
融
機
関
等
を
中
心
と
す
る
多
様
な
関
係
主

体
が
連
携
し
、
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
実
際

の
活
動
に
昇
華
さ
せ
る
『
場
』」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま

さ
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
知
的
対
流
拠
点
に
新
し
い

施
設
を
整
備
す
る
必
要
は
な
く
、
既
に
あ
る
施
設
や
空
き

ビ
ル
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
が
指
摘
さ
れ
、
活
動

主
体
に
よ
る
会
合
等
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
合
も

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
知
的
対
流
拠
点
づ
く
り
は
地
方
自

治
体
が
主
導
し
て
行
う
必
要
も
な
く
、
多
様
な
活
動
主
体

の
お
の
お
の
が
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
活
動
に
価

値
を
見
い
だ
し
、
そ
の
活
動
が
継
続
さ
れ
る
地
域
づ
く
り

で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
が
取
り
組
み
を
先

導
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
が
事
業
者
、
大
学

等
の
活
動
を
側
面
的
に
支
援
す
る
場
合
も
あ
り
、
ど
ち
ら

の
場
合
に
も
活
動
主
体
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
が
期
待

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、場
の
形
式
や
運
営
の
ス
タ
イ
ル
を
問
わ
ず
、

知
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
自
由
闊か

っ

達た
つ

な
議
論
や
活
動
が

行
わ
れ
る
実
質
的
な
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
７
月
に
は
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
サ

ミ
ッ
ト
」
を
国
土
交
通
省
、
ヤ
フ
ー
と
白
鴎
大
学
が
共
催

し
、
全
国
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
運
営
す
る
多
様

な
セ
ク
タ
ー
の
経
営
者
か
ら
直
接
的
な
意
見
を
多
数
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。

２
０
１
９
年
３
月
の
国
土
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１

９
「T

okyo-O
saka-F

ukuoka IN
N
O
V
A
T
IO
N
 

R
ELA

Y
」
で
は
、「
国
土
計
画
に
お
け
る
知
的
対
流
拠

点
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
都
市
に
お
け

る
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
交
流
機
能
を
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
が
担
う
と
い
う
理
念
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
と
討
議

し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
国
土
計
画
に
お
い
て
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
が
地
方
都
市
の
新
し
い
能
力
を
発
揮
し
て
ゆ
く
拠

点
と
し
て
稼
働
し
始
め
る
と
い
う
提
言
で
あ
る
。

知
的
対
流
拠
点
の
概
念
が
都
市
や
国
土
を
変
え
よ
う
と

す
る
中
で
、
自
ら
動
く
人
々
を
地
域
が
長
い
時
間
を
か
け
て

ど
の
よ
う
に
育
成
し
、
持
続
的
な
仕
組
み
に
昇
華
で
き
た

か
は
、こ
れ
ま
で
の
各
地
域
の
取
り
組
み
の
結
果
で
も
あ
る
。

都
市
の
魅
力
的
な
風
景
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
尊
重
し

多
様
性
を
愛め

で
る
文
化
に
依
存
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
事
例
と

多
様
な
主
体
が
取
り
組
む
共
創
の
場
づ
く
り

２
０
１
７
年
に
茨
城
県
結
城
市
と
結
城
商
工
会
議
所
、

ヤ
フ
ー
と
白
鴎
大
学
が
連
携
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城
に
よ
り

「Cow
orking &

 Café yuinow
a

」
を
結
城
市
中
心
部
の

呉
服
店
跡
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
設
置
し
た
。ｙ
ｕ
ｉ

ｎ
ｏ
ｗ
ａ
の
ウ
ェ
ブ
に
は
「
住
む
場
所
や
働
き
方
、
暮
ら
し

方
も
様
々
な
人
が
日
常
的
に
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
。

考
え
や
立
場
が
異
な
る
人
を
結
び
繋つ

な

げ
る
こ
と
で
、
新
た

な
ア
イ
デ
ア
を
見
つ
け
た
り
、
地
域
に
必
要
な
仕
事
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
地
元
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ら
が
中
心
と
な
り
「
結
い
市
」
な
ど
の
取

り
組
み
で
北
関
東
で
も
注
目
を
集
め
て
き
た
「
結
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
メ
ン
バ
ー
が
運
営
者
と
し
て
重
な
っ
て
く
る
。

か
つ
て
は
結
城
紬つ

む
ぎの
生
産
で
知
ら
れ
た
結
城
市
も
、
現

在
は
街
中
に
活
況
感
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の

中
で
、
街
中
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
人
々
が
集
い
交

流
す
る
こ
と
で
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。ｙ
ｕ
ｉ

ｎ
ｏ
ｗ
ａ
は
、
自
治
体
が
地
方
創
生
予
算
を
得
て
設
置
す

る
も
、
基
本
的
な
運
営
は
地
元
の
市
民
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
様
々
な
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
得
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
は
、
白
鴎
大
学
小
笠
原
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

学
生
と
と
も
に
地
元
高
校
生
と
看
護
専
門
学
校
生
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
結
城
市
総
合
計
画
市
民
会
議
を
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ

ｏ
ｗ
ａ
に
て
開
催
し
た
。
市
役
所
の
会
議
室
や
地
元
の
公

民
館
は
多
く
の
若
者
に
と
っ
て
決
し
て
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
環
境
で
は
な
い
。
地
域
が
多
様
性
を
保
ち
な
が
ら
若
者

の
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
に
は
、
こ
う
い
う
地
域
の
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
に
市
役
所
関
係
者
が
出
向
い
て
行
く
く
ら
い
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の
発
想
の
転
換
を
行
わ
ね
ば
難
し
い
時
代
で
あ
る
。
そ
の

点
で
は
、
年
齢
や
そ
の
他
の
属
性
、
利
害
関
係
を
超
え
た

人
々
が
集
え
る
場
が
あ
る
の
は
地
域
的
に
は
大
変
頼
も
し

い
も
の
で
あ
る
。

ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
の
よ
う
な
活
動
事
例
が
出
て
く
る
一
方

で
、
現
実
に
は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
自
称
す
る
も
の
の
、

人
の
集
わ
ぬ
空
き
室
同
然
の
「
が
ら
ん
ど
う
」
と
い
う
空

間
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
と
聞
く
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
い
自
治
体
か
ら
助
言
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
再
開
発
ビ
ル
の
一
部
を
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
銘
打
っ
た
か
ら
交
流
が
生
ま
れ
る
と
す
る
の
は
軽
率
で

あ
る
、
と
返
答
し
て
い
る
。
交
流
の
場
で
あ
り
共
創
の
空

間
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、
運
営
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

難
儀
す
る
事
業
者
も
出
て
き
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

都
市
の
場
づ
く
り
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
を
都
市
内
に
設
け
る
例
と
し

て
、
大
手
民
鉄
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
設
置
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
み

な
ら
ず
、
改
札
内
外
の
小
さ
な
ハ
コ
型
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
首
都
圏
の
通
勤
通
学

需
要
に
応
え
る
べ
く
輸
送
力
増
強
に
努
め
て
き
た
大
手
民

鉄
や
Ｊ
Ｒ
が
、
ど
う
し
て
新
し
い
都
市
の
場
づ
く
り
に
関

与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
オ
フ

ピ
ー
ク
を
図
る
こ
と
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

た
だ
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
社
会
に
お
け
る
多
様
な
働
き
方

の
実
現
と
い
う
側
面
が
大
き
い
。
働
き
方
改
革
が
進
む
中

で
、
通
勤
列
車
に
揺
ら
れ
て
都
心
ま
で
通
う
習
慣
が
変
わ

る
可
能
性
が
出
て
く
る
な
ら
ば
、
鉄
道
会
社
が
そ
の
価
値

を
見
い
だ
す
べ
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
途
中
駅
に
新
し
い
役
割

と
し
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
設
け
る
の
は
理
解
で
き
る
。

鉄
道
会
社
の
取
り
組
み
が
事
業
者
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
さ
を
伴
っ
て
い
る
の
は
、
気
づ
き
と
行
動
の
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
鉄
道
は
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
利
用
客
に
何
を
求
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
か
を
考
え
る
と
、

人
々
の
交
流
や
出
会
い
、
価
値
創
造
の
役
割
や
場
所
と
し

て
活
か
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
の
社
会
が
多
様
性
や
寛
容

性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
見
る
と
、
若
者
が
大
都
市
へ
流
出

す
る
中
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
ら
れ
な
い
地
域
に
は
耳
の

痛
い
話
で
あ
ろ
う
。
街
中
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
多
様
な

人
々
の
交
流
を
自
ら
創
出
で
き
な
い
な
ら
ば
、
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
を
設
け
て
地
域
振
興
を
す
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
自

体
が
陳
腐
な
も
の
と
な
る
。
変
わ
る
べ
き
は
そ
の
地
域
の

体
質
や
思
想
そ
の
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
銘

打
っ
て
様
々
な
交
流
施
設
を
設
置
し
て
も
、
地
域
と
し
て

新
し
さ
や
利
発
さ
に
価
値
を
置
け
な
け
れ
ば
実
際
に
は
そ

の
機
能
は
活
か
し
き
れ
ず
に
閑
古
鳥
が
鳴
く
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
８
に
お
い

て
は
、
そ
の
運
営
主
体
は
様
々
で
あ
り
そ
の
目
的
す
ら
組

織
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
と
い
う
話
題
が
出
て
き
た
。
自

治
体
が
地
域
振
興
を
狙
っ
て
設
け
た
り
、
大
都
市
部
で
あ

れ
ば
民
間
事
業
者
が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
経
営
に

つ
い
て
交
流
を
高
め
つ
つ
黒
字
化
を
目
指
せ
る
な
ど
、
多

く
の
事
業
者
が
参
加
し
て
多
様
な
空
間
が
出
現
し
て
き
て

い
た
の
が
、
こ
こ
最
近
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
め
ぐ
る
状

況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
を
激
変
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が

り
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
時
代
と 

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
都
市

在
宅
勤
務
が
強
い
ら
れ
た
こ
と
で
結
果
的
に
テ
レ
ワ
ー

ク
を
実
現
し
て
し
ま
っ
た
一
方
、「
３
密
」
を
引
き
起
こ

し
か
ね
ぬ
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
利
用
が
各
地
で
難
し
く
な

り
制
限
さ
れ
る
事
態
に
陥
り
、
地
域
や
自
治
体
は
大
変
化

を
急
激
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
後
に
地
方
の
時
代
が
来
る
と
い
う
待
望
論
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
状
況
は
そ
う
甘
く
な
い
。
敵
失
は
永
続
す
る

JR 東日本によるSTATION_WORKの
取り組み（JR新宿駅新南口）
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も
の
で
は
な
い
。

「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
生
活

様
式
を
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
近

未
来
に
編
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
創
造
都

市
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
都
市
の
多
様
性
は
重
要
性
を
増

し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
る
時

期
に
、
我
々
は
ど
こ
ま
で
寛
容
な
社
会
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
か
を
愚
直
に
考
え
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
。そ
の
解
は
カ
タ
ロ
グ
に
載
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

我
々
が
一
か
ら
そ
の
関
係
性
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
と
場
を
都
市
に
設
け
る
重

要
さ
は
持
続
し
つ
つ
、
都
市
に
暮
ら
す
人
間
像
の
再
構
築

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
思
慮
な
し
に
は

安
易
に
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
に
お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
都
市
を
語
る
こ
と
は
難
し
い
。

ひ
と
つ
の
安
心
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
お
き
た
い
。
鍵

は
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
×
３
密
回
避
」
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
私
た
ち
の
社
会
の
進
む
方
向
性
は
む

や
み
に
転
換
す
る
わ
け
で
は
な
い
。Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
に
き
ち
ん
と
向
か
い
合
お
う
と
い
う
人
々
は
こ
れ
ま
で

多
く
な
か
っ
た
。パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
社
会
の
混
乱
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
切
に
用
い
て
都
市
の
交
流
や
多
様
性

を
持
続
し
て
ゆ
け
ば
十
分
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
刺
激
的
で
あ
り
気
軽
さ
や
楽
し
さ
を
伴
う
都
市
生
活

や
そ
の
交
流
は
こ
れ
か
ら
も
重
要
さ
を
増
し
て
ゆ
く
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
や
つ
な
が
り
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
機
能
で
代
替
的
経
験
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
使
い
つ
つ
交
流
機
能

を
確
保
し
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
持
つ
魅
力
と
自
由
闊
達

に
議
論
で
き
る
機
能
を
適
切
に
発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
多

様
な
出
会
い
や
交
流
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
ヤ
フ
ー
本
社
内
の
オ
ー
プ
ン

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
「
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
」
で
は
Ｖ

Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
整
備
す

る
試
み
を
始
め
て
い
る
（「
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
を

作
っ
て
公
開
し
ま
し
た
」https://note.com

/lodge/
n/nfa4a40c057b1

）。
素
早
い
知
的
対
流
拠
点
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
活
用
で
多
く
の
対
応
に
動
い
て
い
る
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
顔
を
合
わ
せ
て
出
会
い
や
交
流

を
図
る
も
の
と
思
い
込
む
方
々
も
お
い
で
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
は
可
能
性
の
一
部
で
あ
る
。

交
流
や
知
的
対
流
を
創
出
す
る
精
神
こ
そ
が

必
要
で
あ
り
、
都
市
に
お
け
る
新
し
い
交
流

を
生
み
出
す
人
々
に
と
っ
て
リ
ア
ル
で
も
ネ

ッ
ト
上
で
も
す
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
し
ま

う
ほ
ど
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
や
わ
で
は
な
い

の
だ
。

本
稿
を
お
読
み
の
方
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
が
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
都
市
を
変
え

る
と
お
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
実
際
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
徹
底
し
て
継
続
し
改
善
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
リ
ア
ル
か
ネ

ッ
ト
か
で
は
な
く
、
理
念
は
そ
の
ま
ま
で
ど
ち
ら
も
重
視

し
、求
め
ら
れ
る
こ
と
を
適
切
に
対
応
し
て
ゆ
け
ば
い
い
。

そ
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
恩
恵
が
薄
い
仕
事
の
領
域
ま
で

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
で
ど
う
支
援
し
て
ゆ
く
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
社
会
を
支
え
る
存
在

意
義
で
あ
る
と
考
え
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
よ
る
新
し
い

場
の
創
出
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

前
述
の
結
城
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
の
地
元
飲
食

店
を
支
援
す
べ
く
「
結
城
む
す
び
め
し
」
と
い
う
仕
組
み

を
設
け
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
ラ
ン
チ
の
共
同
販
売
を
始
め
た
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
集
う
人
々
が
課
題
解
決
に
動
き
地
域

を
持
続
さ
せ
る
事
例
で
あ
る
。
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
に
て
弁

当
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
盛
況
で
客
が
あ
ふ
れ
た
た
め
、
結

城
商
工
会
議
所
に
場
所
を
移
し
規
模
を
拡
大
、
さ
ら
に
ネ

ッ
ト
で
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
立
ち
上
げ
、
５

月
末
ま
で
活
動
を
行
っ
た
。

「
仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を
呼
ぶ
」
と
い
う
の
は
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
の
名
言
で
あ
る
が
、
こ
う

い
う
事
例
を
見
る
と
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
人
と
の
好
循
環

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
る
。
地
域
の
人
材
育
成
や
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
に
補
助
金
を
出
し
て
ゆ

く
よ
り
は
、
む
し
ろ
雑
多
な
議
論
の
で
き
る
場
を
整
備
し
、

そ
こ
に
集
っ
て
行
動
に
結
び
つ
け
て
も
ら
う
重
要
さ
が
伝

わ
る
。
新
た
な
知
恵
を
生
み
出
す
、
稼
働
性
の
高
い
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
の
あ
る
街
の
風
景
が
日
常
を
書
き
換
え
つ
つ
あ

る
。「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
は
未
来
の
預
言
書
の

よ
う
な
難
解
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
す
で
に

地
域
の
中
に
そ
の
文
脈
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

yuinowaにて行われる「結城むすびめし」の取り組み
（画像提供：結城商工会議所）

特 集
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ア
と
し
て
の
魅
力
を
感
じ
る
機
会
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。

「
美
肌
・
姫
神
の
湯
」
と
称
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
あ
る
個
人
旅
行
の
女
性
客
に
訪

れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
旅
館
だ
け
で
な

く
温
泉
街
全
体
の
魅
力
向
上
が
不
可
欠
だ

と
考
え
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
歩

き
事
業
を
開
始
し
た
。

ま
ち
歩
き
事
業
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
出
雲
国
風
土
記
に
も
記
さ
れ
た
由
緒

あ
る
古
社
・
玉
作
湯
神
社
の
「
お
守
り
作

り
体
験
」
が
あ
る
。
こ
の
神
社
に
江
戸
時

代
か
ら
「
石
の
神
様
の
ご
神
体
」
と
し
て

祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
丸
い
石
を
「
願
い
石
」
と

呼
び
、
こ
の
石
に
関
す
る
伝
承
を
活
用
し

た
お
守
り
作
り
で
、
多
く
の
女
性
観
光
客

の
人
気
を
集
め
て
い
る
。
平
成
20
年
ご
ろ

ま
で
は
地
元
の
参
拝
者
が
年
に
１
０
０
人

ほ
ど
訪
れ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
で
は
年

間
16
万
人
が
訪
れ
る
一
大
観
光
地
と
な
っ

て
い
る
。

温
泉
街
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
手
湯
」

で
は
、「
美
肌
温
泉
ボ
ト
ル
」（
２
０
０
円

／
本
）
を
無
人
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

美
肌
の
湯
を
手
軽
に
持
ち
帰
り
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
考
え
出
し
た

も
の
だ
。
美
肌
温
泉
ボ
ト
ル
の
販
売
数
は

年
間
３
万
５
０
０
０
本
に
も
上
っ
て
い
る
。

ま
ち
歩
き
事
業
の
成
功
は
、
長
ら
く
埋

も
れ
て
い
た
地
域
資
源
の
新
た
な
視
点
で

見
直
し
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
る

た
め
に
観
光
客
の
行
動
を
観
察
す
る
な

ど
、
細
か
な
創
意
工
夫
の
積
み
重
ね
の
お

か
げ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

き
ら
し
い
」
と
い
う
記
述
を
発
見
し
た
。

「
か
た
ち
き
ら
き
ら
し
い
」
と
は
、
美

肌
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
玉
造

温
泉
は
１
３
０
０
年
も
前
か
ら
美
肌
に
効

果
が
あ
る
温
泉
と
し
て
地
域
の
人
々
に
知

ら
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
、観
光
テ
ー
マ
を
「
美
肌
・

姫
神
の
湯
」
に
決
め
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
集
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
団
体
旅
行
客
か

ら
個
人
旅
行
の
女
性
客
に
改
め
た
。

②
࣮
ࢪ
ମ
੍
の
改
革

玉
造
温
泉
復
活
の
起
点
と
な
っ
た
の

は
、
観
光
協
会
な
ど
の
既
存
組
織
の
改
革

と
、
民
間
資
本
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
玉

造
温
泉
ま
ち
デ
コ
」
の
設
立
だ
。

組
織
改
革
で
は
観
光
協
会
が
主
導
し
て

観
光
振
興
の
実
施
体
制
、事
業
、イ
ベ
ン
ト
、

予
算
な
ど
を
精
査
し
、
組
織
ご
と
に
役
割

を
整
理
。
限
ら
れ
た
人
員
・
予
算
な
ど
を

効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。ま
た
、玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ
の
設
立
は
、

既
存
の
組
織
改
革
だ
け
で
は
温
泉
の
存
続

は
難
し
い
と
考
え
た
旅
館
社
長
５
人
が
出

資
し
て
実
現
し
た
。
こ
の
会
社
の
設
立
が
、

後
述
す
る
「
姫
ラ
ボ
」
な
ど
様
々
な
収
益

事
業
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ᶅ‌

஍
Ҭ
の
ັ
ྗ
Λ
޲
্
͞
ͤ
Δ‌

ủ
·
ͪ
า
͖
ࣄ
ۀ
Ứ

改
革
前
の
玉
造
温
泉
で
は
、
飲
食
や
土

産
物
販
売
を
旅
館
内
で
行
い
、
各
旅
館
が

観
光
客
を
囲
い
込
ん
で
い
た
。そ
の
た
め
、

温
泉
街
を
歩
く
観
光
客
が
少
な
く
、
エ
リ

ۄ
଄
Թ
ઘ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ

玉
造
温
泉
は
、
国
内
７
番
目
の
広
さ
を

誇
る
湖
・
宍
道
湖
の
南
岸
に
面
し
、
１
３

０
０
年
前
の
出
雲
国
の
風
土
や
産
物
を
書

い
た
「
出
雲
国
風
土
記
」
に
も
記
さ
れ
た

同
県
を
代
表
す
る
温
泉
地
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、
平
成
20
年
ご
ろ
ま
で
、
団
体
旅
行

か
ら
個
人
旅
行
に
変
化
す
る
旅
行
形
態
や

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ず
、
宿
泊

者
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

こ
の
時
期
、
老
舗
旅
館
４
軒
が
経
営
破
た

ん
す
る
な
ど
温
泉
街
は
存
続
の
危
機
に
直

面
し
て
い
た
。

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
玉
造

温
泉
で
は
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
が
温
泉

街
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

①‌

஍
Ҭ
ʹ
ࠜ
ࠩ
し
ͨ‌

Թ
ઘ
֗
の
ς
ồ
Ϛ
બ
ఆ

玉
造
温
泉
で
は
、
新
た
な
観
光
テ
ー
マ

を
決
定
す
る
た
め
、
関
係
者
に
よ
る
会
議

を
何
度
も
重
ね
た
。
当
初
は
、「
大
正
ロ

マ
ン
溢あ

ふ

れ
る
温
泉
街
」「
昭
和
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
漂
う
温
泉
街
」
と
い
っ
た
玉
造
温
泉

と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
テ
ー
マ
ば
か
り

提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
観
光
客
に
選
ば

れ
る
に
は
、
他
の
地
域
に
な
い
独
自
の
テ

ー
マ
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
、
関
係
者
は
玉

造
温
泉
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
直
し
た
と

こ
ろ
、
出
雲
国
風
土
記
に
「
か
た
ち
き
ら

２
０
１
９
年
度
国
内
調
査
報
告

島
根
県
松
江
市

―女性惹きつけるテーマを選択―
「ビューティー」で観光地再興

ۙ年、国内֎で݈߁΍ඒ༰΁のҙࣝが高まり、日本のԹઘによる݈߁ɾඒ༰ޮՌが注目されている。
玉଄Թઘ（ౡࠜ県দࢢߐ）は、Թઘによるඒ༰ޮՌにண目し、λーήット૚΍活ಈ内༰をվΊたことに
よって、ऐれたԹઘ֗の෮活に成ޭした。ঁੑをऒ

ㆲ

͖ͭけ、ͻいては、ଟくの観光٬をݺびࠐΉことに
成ޭしたςーϚのબ୒΍取り組みํ๏にͭいて、玉଄Թઘのྫࣄを通͡て考࡯する。
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て
特
筆
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
島
根
県
が
掲
げ
て
い
る
「
ご
縁

の
国
」
や
「
神
話
の
国
」
と
い
う
県
内
統

一
の
観
光
テ
ー
マ
は
、
玉
造
温
泉
の
雰
囲

気
に
重
な
る
。「
美
肌
・
姫
神
の
湯
」
の
効

能
と
相
ま
っ
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る

観
光
地
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

南 

義
泰（
埼
玉
県
小
鹿
野
町
か
ら
派
遣
）

石
原 

歩
美（
岡
山
県
真
庭
市
か
ら
派
遣
）

原 

良
輔
（
長
野
県
か
ら
派
遣
）

無
川 

未
来
也

 

（
島
根
県
江
津
市
か
ら
派
遣
）

ン
ジ
を
施
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
た
こ
と

だ
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た

様
々
な
事
業
は
、「
美
肌
・
姫
神
の
湯
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
温
泉
街
の
統
一
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
つ
く
ら
れ
、
観
光
客
の
ま
ち
歩
き
に

つ
な
が
っ
た
。

２
点
目
は
、
地
域
を
復
活
さ
せ
る
と
い

う
大
き
な
目
的
が
、
玉
造
温
泉
ま
ち
デ
コ

や
観
光
協
会
、
旅
館
組
合
と
い
う
民
間
主

導
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
だ
。
行
政
に
一
方

的
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
観
光
客
が
求
め

て
い
る
こ
と
を
地
域
が
自
発
的
に
考
え
、

事
業
展
開
し
た
こ
と
も
再
生
の
要
因
と
し

泉
に
来
た
こ
と
が
な
い
人
が
、
姫
ラ
ボ
の

商
品
を
き
っ
か
け
に
温
泉
を
訪
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。

ま
と
め

玉
造
温
泉
で
は
、「
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
に
し
た
こ
と
に
加
え
、
地
域
独
自
の

テ
ー
マ
を
選
定
し
て
進
む
べ
き
道
を
１
本

に
絞
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
観
光

客
を
呼
び
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の

成
功
の
要
因
と
し
て
次
の
２
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

１
点
目
は
、
地
域
に
残
る
資
源
や
伝
承

を
、
新
し
い
視
点
に
よ
る
現
代
風
な
ア
レ

ᶆ
ủ
ඣ
ϥ
Ϙ
Ứ
の
੒
Ռ

玉
造
温
泉
の
美
肌
研
究
所
「
姫
ラ
ボ
」

で
は
、
温
泉
の
美
肌
効
果
を
温
泉
に
来
ら

れ
な
い
人
に
も
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
温

泉
水
を
配
合
し
た
コ
ス
メ
商
品
を
販
売
し

て
い
る
。
姫
ラ
ボ
商
品
は
玉
造
温
泉
を
代

表
す
る
土
産
品
と
な
り
、
そ
の
品
質
の
高

さ
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

通
信
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
全
国
各
地
で

継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
通

信
販
売
利
用
者
に
は
、
コ
ス
メ
商
品
の
使

い
方
や
玉
造
温
泉
の
観
光
情
報
が
書
か
れ

た
ス
タ
ッ
フ
の
手
書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
が
同
封
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
玉
造
温

願い石

温泉ボトルの無人販売

美肌温泉ボトル
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し
い
ま
ち
の
実
現
を
目
的
と
し
て
お
り
、

子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
実
施
、
こ
ど
も
審
査
員
に

よ
る
助
成
決
定
な
ど
、
事
業
の
過
程
す
べ

て
に
子
ど
も
が
参
画
す
る
。

助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
①
高
知
市

内
に
在
住
ま
た
は
通
学
・
通
勤
し
て
い
る

18
歳
以
下
の
子
ど
も
３
人
以
上
（
複
数
世

参
加
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、
納
税
や
選
挙
、
税
金

の
使
い
道
な
ど
ま
ち
の
運

営
に
必
要
な
仕
組
み
を
学

ぶ
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、

良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
市
民
と
し
て
ど
の
よ
う

に
行
動
し
た
ら
よ
い
か
を

考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
活
動
の
中
で
高

校
生
や
大
学
生
、
社
会
人

な
ど
多
世
代
の
人
た
ち
と

関
わ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育

む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の

ま
ち
で
出
会
っ
た
人
々
や

体
験
し
た
仕
事
を
通
じ

て
、
将
来
の
生
き
方
を
考

え
、
進
路
を
決
め
る
と
い

う
教
育
的
な
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。

͜
͏
ͪ
͜
Ͳ
΋ 

フ
ァ
ン
υ

高
知
市
で
は
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
子

ど
も
の
想
い
を
実
現
す
る
た
め
、
市
の
基

金
と
市
民
や
企
業
か
ら
の
寄
付
金
を
原
資

と
し
て
、
子
ど
も
の
自
発
的
な
活
動
を
支

援
す
る
「
こ
う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
」
を

設
け
て
い
る
。
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
活
性
化
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
人
材
の
育
成
、
子
ど
も
に
や
さ

と
͞
ỳ
ࢠ
λ
ウ
ン

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
は
、
と
さ
っ
子
タ
ウ

ン
実
行
委
員
会
と
高
知
市
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｐ

Ｏ
高
知
市
民
会
議
、
公
益
財
団
法
人
高
知

市
文
化
振
興
事
業
団
が
主
催
し
て
い
る
。

２
０
０
９
年
度
か
ら
毎
年
夏
休
み
期
間
中

に
２
日
間
開
催
さ
れ
、
小
学
４
年
か
ら
中

学
３
年
ま
で
が
参
加
し
て
い
る
。
11
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
２
０
１
９
年
度
は
３
８

０
人
が
参
加
し
た
。

架
空
の
ま
ち
に
は
、市
役
所
や
税
務
署
、

銀
行
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
約
50
種
の

仕
事
が
あ
る
。
模
擬
店
舗
の
中
で
地
域
の

大
人
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
働

き
、
給
料
を
も
ら
い
、
税
金
を
納
め
、
遊

ん
だ
り
、
起
業
を
し
た
り
自
由
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
市
長
や
議
員
も

い
て
選
挙
が
行
わ
れ
、
政
治
や
都
市
運
営

を
体
験
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
実
行
委
員
会
は
高
校

生
と
大
学
生
、
社
会
人
で
構
成
さ
れ
、
１

年
か
け
て
開
催
日
の
準
備
を
進
め
る
。
実

行
委
員
長
は
大
学
生
が
務
め
、
社
会
人
が

支
え
る
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
１
９

年
度
は
実
行
委
員
90
人
の
う
ち
60
人
を
学

生
が
占
め
、そ
の
３
割
は
高
校
生
だ
っ
た
。

事
務
局
は
高
知
市
民
会
議
が
担
い
、
参
加

者
の
取
り
ま
と
め
や
問
い
合
わ
せ
対
応
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

こどもファンドの仕組み

２
０
１
９
年
度
国
内
調
査
報
告

高
知
県
高
知
市

―「こどものまち」の取り組み―
子どもと共につくり上げる地域

「こどものまͪ」は、ࢠどもͩけで「まͪ」をͭくりあ͛る༡びとֶびのϓϩάラムͩ。Սۭのまͪ
のதでࣗらಇいて੫金を෷い、ࣾ ձでのࢧえ߹いの࢓組みを࣮ફする。このମݧは、ࢠどもたͪのコϛϡ
χέーγϣン力、考える力、اը力などを伸ばし、地Ҭ΁のѪண΍ࣗߠݾఆײを޲上さͤ、Ոఉ΍ֶߍ
Ҏ֎のୈ 3 のډ৔ॴをͭくるなど、༷ʑなҙٛがあると考えられる。

Սۭのまͪでࣾձの࢓組みを༡びながらֶ΂る「とさっࢠλウン」΍、࣮ࡏするまͪでࢠどもたͪが
ఏҊしたまͪͮくり活ಈをࢧԉする「こうͪこどもϑΝンド」を࣮ࢪし、ࢠどもたͪのࣾձੑをҭみ、
কདྷのまͪͮくりを୲う人材をҭ成している高஌ࢢのྫࣄを調ࠪした。
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く
っ
て
い
く
こ
と
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

中
村 

行
博

 

（
京
都
府
木
津
川
市
か
ら
派
遣
）

宮
崎 

真
菜

 

（
静
岡
県
牧
之
原
市
か
ら
派
遣
）

阿
部 

理
沙

 

（
山
形
県
小
国
町
か
ら
派
遣
）

会
の
担
い
手
と
な
り
、
次
世
代
に
人
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
の
循
環
が
引
き
継
が
れ

て
い
く
。
大
人
も
「
こ
ど
も
が
動
け
ば
地

域
が
動
く
」
と
い
う
確
信
と
「
こ
ど
も
の

力
を
信
じ
る
」
と
い
う
覚
悟
を
持
ち
、
社

会
へ
飛
び
出
す
子
ど
も
を
力
強
く
後
押
し

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も
が
暮
ら
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
子
ど
も

の
生
き
る
力
だ
け
で
な
く
地
域
の
持
続
性

も
育
ん
で
い
く
は
ず
だ
。
私
た
ち
は
、
子

ど
も
の
力
を
信
じ
、
共
に
良
い
社
会
を
つ

っ
子
タ
ウ
ン
で
の
経
験
か
ら
、
実
在
す
る

ま
ち
で
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
、
子

ど
も
の
意
見
や
施
策
を
社
会
に
反
映
さ
せ

る
流
れ
が
で
き
て
い
る
。

二
つ
の
事
業
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終
わ

ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
現
実
の
ま
ち
に
根

差
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
発
展
さ
せ
た

こ
と
は
全
国
で
も
類
を
見
な
い
。
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
の
活
動
を

支
え
る
た
め
の
機
運
を
醸
成
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
は
社

帯
）
②
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
20
歳
以
上

の
大
人
２
人
以
上
が
参
加
し
て
い
る
団
体
。

こ
れ
ら
は
子
ど
も
が
自
ら
考
え
提
案
し
た

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は

問
わ
な
い
。

こ
の
た
め
、
助
成
団
体
の
活
動
内
容
は

防
災
や
環
境
の
美
化
、
農
業
体
験
、
高
齢

者
と
の
交
流
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ

ら
の
団
体
に
は
、
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
の
経

験
者
も
参
加
し
て
お
り
、
架
空
の
ま
ち
で

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
実
在

す
る
ま
ち
で
実
際
に
活
動
す
る
と
い
う
流

れ
も
で
き
て
い
る
。

子
ど
も
が
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
携
わ
る

こ
と
で
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
良
く
す
る
」
と
い
う
主
体
性
を
醸
成

し
、
前
述
し
た
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
市
民
性
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
大
人
に
は
発
想
で
き
な
い
よ

う
な
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
市
の
施

策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も

に
優
し
い
ま
ち
を
築
き
上
げ
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
。

ま
と
め

高
知
市
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
が
社

会
の
仕
組
み
を
学
び
、
能
力
を
発
揮
す
る

場
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
の
経
験
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
た
子
ど
も
は
、

こ
う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
り
良
く
す
る
活
動
に

参
加
で
き
る
。
架
空
の
ま
ち
で
あ
る
と
さ

とさっ子タウンで働く（消防署）

とさっ子タウンで働く（病院）
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喜
界
町
の
概
要

喜
界
町
は
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島
に
属

し
、
鹿
児
島
市
か
ら
南
に
約
３
８
０
㌔
、

奄
美
大
島
か
ら
約
25
㌔
に
位
置
す
る
、
一

島
一
町
の
島
で
す
。
島
の
面
積
は
56
・
94

平
方
㌔
で
東
京
都
世
田
谷
区
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
人
口
は
約
７
０
０
０
人
で
世
田

谷
区
の
１
３
０
分
の
１
で
す
。

サ
ン
ゴ
礁
が
隆
起
し
て
で
き
た
島
で
、

今
で
も
年
間
平
均
約
２
㍉
の
速
度
で
隆
起

し
続
け
て
お
り
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
世
界

で
も
三
本
の
指
に
入
り
ま
す
。

町
の
基
幹
産
業
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を

中
心
と
し
た
農
業
と
畜
産
で
、
隆
起
サ
ン

ゴ
礁
が
も
た
ら
す
海
由
来
の
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
な
土
壌
が
お
い
し
い
作
物
を
育
ん
で

く
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
奄
美
群
島
で
し
か

製
造
が
許
さ
れ
て
い
な
い
黒
糖
焼
酎
を
は

じ
め
、
生
産
量
日
本
一
の
白
ゴ
マ
、
在
来

そ
ら
豆
で
作
っ
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の

し
ょ
う
油
や
加
工
品
な
ど
魅
力
あ
る
一
品

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

離
島
と
い
う
と
、
ア
ク
セ
ス
や
買
い
物

な
ど
が
不
便
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
本
土
と
奄
美

大
島
か
ら
飛
行
機
は
毎
日
、
船
は
週
５
日

運
航
し
て
お
り
、
鹿
児
島
本
土
と
も
１
時

間
ち
ょ
っ
と
の
フ
ラ
イ
ト
で
行
き
来
で
き

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小
売
店
や
飲
食

店
も
島
の
規
模
か
ら
み
る
と
多
く
、
意
外

に
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
い
住
み
や

す
い
島
で
す
。

喜
界
島
の
課
題

全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
喜
界
島
で
も
年
々
人
口
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
中
学
・
高
校
卒
業
後
に

進
学
な
ど
で
島
外
へ
の
転
出
人
口
が
多
い

半
面
、
20
代
に
お
け
る
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
で

の
転
入
が
少
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

す
。こ
れ
に
伴
い
地
域
内
の
消
費
の
減
少
、

伝
統
文
化
の
継
承
や
後
継
者
育
成
の
問
題

な
ど
、
他
の
過
疎
地
域
と
同
じ
よ
う
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
、「
知
名
度

の
低
さ
」
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
移

住
フ
ェ
ア
や
物
産
展
に
参
加
し
た
際
、
喜

界
島
を
知
っ
て
い
る
人
が
と
て
も
少
な
い

こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
地
域

に
い
る
と
喜
界
島
の
魅
力
を
知
っ
て
い
る

島
内
外
の
方
と
交
流
す
る
機
会
が
多
く
忘

れ
が
ち
に
な
る
の
で
す
が
、
自
分
の
島
が

世
間
か
ら
ど
の
程
度
認
知
さ
れ
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
島
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
で

実
際
に
感
じ
て
み
る
の
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

ど
ん
な
に
魅
力
の
あ
る
地
域
で
も
、
知

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
旅
行
に
行
く
こ
と
も

な
け
れ
ば
、
ま
し
て
や
移
住
の
候
補
地
と

し
て
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
知

ら
れ
す
ぎ
て
い
な
い
こ
と
が
島
の
魅
力
に

な
る
」「
外
向
け
の
Ｐ
Ｒ
は
あ
ま
り
し
な

い
方
が
い
い
」
と
い
う
意
見
も
耳
に
し
ま

す
が
、
縮
小
す
る
地
域
経
済
や
人
口
減
少

問
題
な
ど
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
観

光
振
興
や
移
住
促
進
な
ど
人
を
呼
び
込
む

Ｐ
Ｒ
活
動
や
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

と
は
い
え
、こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
島
は
、

農
業
を
は
じ
め
と
し
た
一
次
産
業
を
中
心

に
産
業
振
興
を
図
っ
て
き
た
経
緯
も
あ

り
、
観
光
や
移
住
を
軸
に
人
を
呼
び
込
む

コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
も
ほ
と
ん
ど
経
験
が
な

く
、
Ｐ
Ｒ
も
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
都
市
部
と
の
交
流

―
移
住
促
進
、
関
係
人
口
増
に
向
け
第
一
歩
―

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
令
和
元
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
鹿
児
島
県
喜
界
町
の
取
り
組
み
を
、

同
町
前
企
画
観
光
課
主
事
の
吉
住
広
夢
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。（
企
画
グ
ル
ー
プ
）

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
鹿
児
島
県
喜
界
町
）

吉
住
　
広
夢

鹿
児
島
県
喜
界
町
前
企
画
観
光
課 

主
事
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そ
こ
で
今
回
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業
を

活
用
し
、「
都
市
部
と
繋つ

な

が
る
き
っ
か
け
づ

く
り
」
と
「
喜
界
島
の
魅
力
と
移
住
生
活

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
の
創
出
」
を
目
的
に
、

島
へ
の
移
住
促
進
や
関
係
人
口
の
増
加
に

向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
ア
ウ
ト
ド
ア
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
」
と 

「
Ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

ま
ず
「
都
市
部
と
繋
が
る
き
っ
か
け
づ

く
り
」
で
は
、
島
内
へ
の
入
り
込
み
客
が

増
え
る
「
喜
界
島
マ
ラ
ソ
ン
」
と
連
携
す

る
こ
と
を
見
据
え
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
Ｙ
ｏ

ｇ
ａ
」
と
「
Ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
に
当

た
っ
て
は
、
関
東
や
関
西
に
店
舗
を
構
え

ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
運
動
指
導

や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を
得
意

と
す
る
株
式
会
社
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
協

力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
Ｐ
Ｒ
や
当
日
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
手
配
に
加
え
、
島
へ
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ツ
ア
ー
の
商
品
化
な
ど
に
つ
い
て
提
案
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
初
は
新
規
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち
上
げ
も

検
討
し
ま
し
た
が
、
既
に
島
内
で
の
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
が
数
多
く
あ
り
、
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
を
立
ち
上
げ
る
に
は
日
程
調
整
や
人
員

の
確
保
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
既
存
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
と
連
携
さ
せ
て
付
加
価
値
を
高

め
る
方
向
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
２
日
間
で
島
内
外
か

ら
52
人
の
参
加
が
あ
り
、
奄
美
大
島
に
沈

む
夕
日
を
眺
め
る
サ
ン
セ
ッ
ト
Ｙ
ｏ
ｇ

ａ
、
朝
日
を
浴
び
な
が
ら
体
を
目
覚
め
さ

せ
る
モ
ー
ニ
ン
グ
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
を
、
島
一
番

の
ビ
ー
チ
と
も
言
わ
れ
る
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ

で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
意
識
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
行
え
る
無
理

の
な
い
強
度
に
調
整
す
る
こ
と
で
、
参
加

者
同
士
の
会
話
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ン
セ
ッ
ト
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
終
了

後
に
は
交
流
会
を
催
し
、
参
加
者
同
士
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
同
じ
時
間
や
体
験

を
共
有
し
た
こ
と
で
、
見
知
ら
ぬ
人
同
士

で
も
活
発
な
交
流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見

る
と
、「
と
て
も
満
足
73
％
」「
満
足
27
％
」

と
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
内
だ
け
で
な
く
都
市
部

の
ニ
ー
ズ
や
需
要
を
理
解
す
る
企
業
に
協

力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
し
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「アウトドアYoga」と「Running」のプレイベント

ライブイベント終了後の参加者集合写真
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な
件
数
の
診
察
や
手
術
を
こ
な
し
経
験
を

積
む
医
師
も
い
る
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
は
国
際
基
準
を
満
た
し

て
お
り
、
２
０
０
７
年
に
国
際
的
な
第
三

者
評
価
認
証
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（Joint 

Com
m
ission International

）
に
よ
る

認
証
を
受
け
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
に
は
多
国
籍
の

専
門
職
員
約
60
人
を
配
置
し
て
い
る
。
米

Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ

て
Ｃ
Ｍ
を
流
し
て
い
る
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

っ
て
５
カ
国
語
で
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
と
め

本
調
査
の
結
果
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

実
現
の
た
め
に
は
、
国
際
基
準
に
則
っ
た

医
療
の
質
の
担
保
と
多
言
語
対
応
の
整
備

が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
後
に
市
場
調
査
を

踏
ま
え
た
富
裕
層
向
け
の
設
備
の
充
実
を

図
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
世
界
市
場
に
参

入
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
実
行
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き

な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
「
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
外
貨
を
稼
ぎ
、地
域
経
済
を
支
え
る
」

と
い
う
構
図
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。

米
子
市
は
、
市
内
の
病
院
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
既
に
日
本
を
訪
れ
て
い
る
外

国
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

元
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

 

副
参
事　

●
山
口 

拡
志

用
も
先
進
国
と
比
較
し
安
価
で
あ
る
。
中

東
諸
国
や
周
辺
国
の
富
裕
層
、
中
国
南
部

か
ら
の
利
用
者
も
多
い
。
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
消
費
額
は
通
常
の
観
光
の
３
倍
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。　

ớ
̎
Ờ‌‌

α
ϛ
ς
ỹ
ϰ
ỻ
ồ
τ
ප
Ӄ‌

ε
Ϋ
Ϝ
Ϗ
ỽ
τ

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
し
て
い
る
大

手
民
間
病
院
で
、
バ
ン
コ
ク
市
内
の
日
本

人
が
多
く
居
住
す
る
ス
ク
ム
ビ
ッ
ト
地
区

に
あ
る
。
１
日
に
約
４
０
０
人
の
日
本
人

が
訪
れ
る
。

病
院
の
医
師
は
個
人
事
業
主
で
あ
り
、

完
全
実
力
主
義
の
世
界
の
た
め
、
腕
が
確

か
な
医
師
は
高
額
の
報
酬
を
稼
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。
医
師
の
多
く
は
、
欧
米
の
大
学

を
卒
業
し
て
現
地
の
病
院
勤
務
を
経
験
し

て
い
る
た
め
、
英
語
が
堪
能
だ
。

６
８
８
人
い
る
医
師
の
う
ち
約
７
割
は

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
で
、
他
の
病
院
を
掛

け
持
ち
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
中
に
は

人
手
不
足
の
国
立
病
院
に
勤
務
し
、
膨
大

ҩ
ྍ
π
ー
リ
ζ
Ϝ
ͷ
ݱ
ঢ়

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
医
療
水
準
の

高
い
国
へ
行
き
、
治
療
や
検
診
な
ど
を
受

け
る
こ
と
だ
。
内
容
は
、
検
診
か
ら
心
臓

バ
イ
パ
ス
手
術
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
世

界
市
場
は
約
７
兆
６
０
０
０
億
円
で
、
今

後
も
成
長
が
続
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

国
内
で
は
、
２
０
１
１
年
に
医
療
滞
在
ビ

ザ
が
解
禁
と
な
り
、
２
０
１
６
年
に
は
訪
日

外
国
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
病

院
を
国
が
認
証
す
る
制
度
も
つ
く
ら
れ
た
。

一
方
で
、
医
療
を
産
業
と
捉
え
る
こ
と
に
対

す
る
否
定
的
な
意
見
も
い
ま
だ
根
強
い
。

ௐ
ࠪ
ઌ

ớ
̍
Ờ
λ
Π
ࠃ
؍
ޫ
ி

タ
イ
は
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
祥
の
地

と
い
わ
れ
て
い
る
。
周
辺
国
に
比
べ
て
非

常
に
高
い
水
準
の
医
療
技
術
を
持
ち
、
費

病院内の日本人相談窓口

病院内の 5カ国語相談窓口

タイ観光庁の応接室

海
外
調
査
報
告

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

―米子市での導入可能性探る―
タイに学ぶ医療ツーリズム

筆者の出身地であるถࢢࢠは、ௗ取県੢෦に位ஔする人ޱ໿ 1� ສ ��00 人（2020 年 2 ݄຤ࡏݱ）
の౎ࢢ。ͩࢢ内には、ௗ取େֶҩֶ෦෇ଐපӃをؚΉ࢛ͭのେن໛පӃがଘࡏし、人ޱ 10 ສ人あたり
のҩྍࢪઃ数は全国平ۉを上ճり、ৗۈҩࢣ数は全国平ۉの 2 ഒと極Ίてଟい。今ճ、ҩྍツーリズ
ム先進国であるλイのྫࣄを調ࠪし、ถࢢࢠでのಋ入Մೳੑを୳った。
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有
給
休
暇
や
副
業
制
度
を
設
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

②
新
し
い
議
論
の
場
の
設
置

よ
り
良
い
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ
う
に
住

民
の
意
見
を
く
み
上
げ
る
仕
組
み
が
必
要

だ
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
行
政
が
各
自
治
会

と
連
携
し
、
自
治
会
長
や
自
治
会
役
員
な

ど
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
。

議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加
者
の
納
得
感
が
高
ま
り
、
彼
ら
が

自
分
の
自
治
会
員
を
説
得
し
て
住
民
の
合

意
形
成
を
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。

元
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

 

副
参
事　

●
羽
田 

瞭
汰

機
会
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た

な
事
業
が
生
ま
れ
、
幸
福
で
暮
ら
し
や
す

い
と
感
じ
ら
れ
る
地
域
に
な
っ
て
い
く
。

ま
と
め

①
行
政
職
員
の
意
識
改
革

ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ラ
イ
ン
の
よ
う
に
行
政

と
住
民
の
対
等
な
関
係
を
築
く
た
め
に

は
、
行
政
職
員
が
住
民
と
同
じ
目
線
で
考

え
、
同
じ
立
場
で
問
題
に
向
き
合
う
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
そ
の
一
歩
と
し
て
行
政

職
員
が
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
趣

味
の
活
動
な
ど
に
参
加
し
、
住
民
と
接
す

る
時
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
徹
底
な
ど
に
よ

り
、
行
政
職
員
の
時
間
的
余
裕
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
参
加
の
た
め
の

フ
ỻ
ラ
イ
ン
と
͸

フ
ェ
ラ
イ
ン
と
は
ド
イ
ツ
語
で「
協
会
」

「
同
好
会
」
を
意
味
し
、
日
本
で
相
当
す

る
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
な
る
が
、
そ
の
活
動
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
よ
り
も
広
く
、
か
つ
多
彩
だ
。
ド

イ
ツ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
の
は

フ
ェ
ラ
イ
ン
と
い
う
認
識
が
強
く
、
フ
ェ

ラ
イ
ン
を
通
し
て
様
々
な
地
域
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
。
住
民
も
フ
ェ
ラ
イ
ン

に
所
属
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
力
で
ま

ち
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま

り
、
活
動
の
効
果
が
見
え
る
こ
と
で
ま
ち

へ
の
愛
着
や
誇
り
が
増
す
。
行
政
職
員
も

フ
ェ
ラ
イ
ン
に
属
し
、
住
民
と

同
じ
よ
う
に
地
域
の
課
題
に
向

き
合
っ
て
議
論
や
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

フ
Ỽ
ー
ラ
Ϝ
と
͸

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ち
の
計

画
を
住
民
が
決
議
す
る
場
だ
。

参
加
者
全
て
に
自
分
の
意
見
を

主
張
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
決
議
さ
れ

た
計
画
は
、
議
会
の
決
議
を
必

要
と
し
な
い
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
に
興
味
を
持
つ
住
民
が
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
住
民
に
発
信
す
る

アウクスブルク独日協会の方々と

ルール地方協会視察の様子

海
外
調
査
報
告

ド
イ
ツ

―ドイツに根付くフェラインとフォーラム―
地域への愛着を育むまちづくり

ドイツ人は、「஥ؒと一ॹにߦಈしたい」「ࣗ෼のॅΉまͪをྑくしたい」という気࣋ͪがڧく、国΍
地Ҭ΁のѪண౓が高いといΘれる。国ຽがこうしたѪண΍ތりを࣋ͭようになったഎܠには、人ؒؔ܎
ͮくり΍৘ใަ׵などを目的としたॅຽ組৫「ϑΣライン」と、ߦ੓がࡦఆするܭը΍ํੑ޲をॅຽが
ܾٞで͖る「ϑΥーラム」のଘࡏがڧくؔ܎している。ドイツにࠜ෇くೋͭの࢓組みにண目し、地Ҭ΁
のѪணをҭΉॅຽओମのまͪͮくりにͭいて考࡯した。
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代
、
70
年
代
、
80
年
代
、
90
年
代
、
２
０

０
０
年
代
の
５
種
類
の
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス

キ
ー
の
味
比
べ
が
で
き
る
ツ
ア
ー
で
、
通

常
ツ
ア
ー
の
料
金
が
１
人
７
・
５
ポ
ン
ド

（
約
１
０
５
０
円
）
な
の
に
対
し
、
こ
の

ツ
ア
ー
は
１
２
５
ポ
ン
ド
（
約
１
万
７
５

０
０
円
）と
決
し
て
安
く
は
な
い
も
の
の
、

人
気
を
博
し
て
い
る
。

④
グ
レ
ン
フ
ィ
デ
ィ
ッ
ク
蒸
留
所

グ
レ
ン
フ
ィ
デ
ィ
ッ
ク
蒸
留
所
（Glen 

fiddich D
istillery

）
は
、
１
９
６
３
年

に
他
に
先
駆
け
て
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
を
売

り
出
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
蒸
留
所
で

は
初
め
て
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

た
。
現
在
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ウ
イ
ス

ン
ス
（T

he Scotch 
W
h
isk
y
 E
x
p
eri 

ence 

以
下「
Ｓ
Ｗ
Ｅ
」）

は
、
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス

キ
ー
の
歴
史
や
製
造
方

法
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
だ
。

Ｓ
Ｅ
Ｗ
の
各
種
取
り

組
み
に
は
、
原
則
と
し

て
英
語
に
よ
る
案
内
や

説
明
が
付
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
事
前
に

申
し
出
れ
ば
無
料
で
多

言
語
対
応
端
末
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
。
利

用
者
は
こ
の
端
末
を
耳

に
当
て
る
こ
と
に
よ

り
、
希
望
す
る
言
語
で

案
内
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
グ
レ
ン
フ
ァ
ー
ク
ラ
ス
蒸
溜
所

グ
レ
ン
フ
ァ
ー
ク
ラ
ス
蒸
溜
所
（Glen 

farclas D
istillery

）
は
、
現
在
で
は
数

少
な
く
な
っ
た
創
業
者
一
族
に
よ
る
独
立

経
営
の
小
規
模
蒸
留
所
だ
。
昔
な
が
ら
の

伝
統
的
な
方
法
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
そ

の
味
わ
い
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

グ
レ
ン
フ
ァ
ー
ク
ラ
ス
蒸
留
所
は
、
観

光
客
の
多
く
が
昔
の
蒸
留
所
の
姿
を
想
起

し
た
り
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り
の
伝
統
を
感
じ

た
り
す
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
蒸
留
所
ま
で

足
を
運
ん
で
く
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
た
め
、「
50
年
の
歴
史
を
味
わ
え
る
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。
１
９
６
０
年

①  

ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー 

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
（T

he Scotch W
hisky A

ssoci 
ation 

以
下
「
Ｓ
Ｗ
Ａ
」）
は
、
ウ
イ
ス

キ
ー
業
界
の
中
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
団

体
だ
。
こ
こ
で
は
、
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ

ー
の
品
質
と
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
、
ス

コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
法
を
順
守
し
た
ウ
イ

ス
キ
ー
づ
く
り
の
指
導
、
蒸
留
所
労
働
者

の
た
め
の
安
全
衛
生
指
導
、
大
麦
農
家
へ

の
大
麦
ニ
ー
ズ
の
情
報
提
供
、
ス
コ
ッ
チ

ウ
イ
ス
キ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ス
コ

ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
関
連
施
策
に
対
す
る
ロ

ビ
ー
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
は
世
界
中
に
輸

出
さ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

来
な
く
て
も
簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
コ
ッ

チ
ウ
イ
ス
キ
ー
ツ
ー
リ
ス
ト
が
増
え
続
け

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｗ
Ａ
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
、
蒸
留
所
の
風
土

を
実
際
に
肌
で
感
じ
、
そ
の
経
験
と
普
段

飲
ん
で
い
る
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
の
味

を
結
び
付
け
た
い
者
が
増
え
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。

②  

ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ

多言語対応端末（SWE）

海
外
調
査
報
告

英
国
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

―日本酒蔵元への適用を探る―
スコットランドのウイスキーツーリズム

筆者の出身地である埼玉県は、県内に 35 の蔵元がある酒どころで、清酒出荷量は全国上位に入って
いる。世界的にも、2013 年（平成 25 年）に「和食」がユネスコ無形文化遺産に登録され、清酒の輸
出金額および輸出数量は順調に伸びている。国は、クールジャパン戦略 の一環として日本酒の輸出促
進に力を入れており、日本酒の人気は今後さらに高まっていくと考えられる。

このように世界的に日本酒が注目されている今こそ、日本酒を埼玉県の観光資源としてより積極的に
活用しなければならない。そこで、日本酒を観光資源としたツーリズムを考えるに当たり、スコットラ
ンドの地酒として世界に普及したスコッチウイスキーツーリズムの取り組みを参考にすることとした。

取材先とその取り組みは次の通り。
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キ
ー
蒸
溜
所
は
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
入

れ
て
い
る
が
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は

グ
レ
ン
フ
ィ
デ
ィ
ッ
ク
蒸
留
所
だ
。

グ
レ
ン
フ
ィ
デ
ィ
ッ
ク
蒸
留
所
が
提
供

す
る
ツ
ア
ー
で
は
、
初
め
に
同
蒸
留
所
が

ど
の
よ
う
に
創
業
さ
れ
た
か
を
紹
介
す
る

動
画
が
放
映
さ
れ
る
。
こ
の
動
画
の
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
英
語
だ
が
、
多
言
語
対
応
ヘ

ッ
ド
フ
ォ
ン
を
借
り
て
希
望
の
言
語
で
動

画
を
視
聴
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

土
産
品
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
自
ら
ボ
ト
リ

ン
グ
（
瓶
詰
め
）
し
て
持
ち
帰
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ラ
ベ
ル

に
日
付
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
入
し
、

瓶
に
貼
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。そ
の
後
、

自
分
で
噴
射
器
を
操
作
し
て
瓶
内
の
ゴ
ミ

を
吐
き
出
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
樽
の
レ
バ
ー
を
操
作
し
て
規
定
量

の
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
を
瓶
に
注
ぎ
込

む
。
そ
の
樽
が
空
に
な
れ
ば
二
度
と
同
じ

も
の
は
手
に
入
ら
な
い
特
別
な
サ
ー
ビ
ス

で
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
っ
て
い
る
蒸
留
所

で
し
か
体
験
で
き
な
い
。

ま
と
め

い
ず
れ
、
世
界
中
ど
こ
で
も
簡
単
に
日

本
酒
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
外

国
人
観
光
客
に
わ
ざ
わ
ざ
埼
玉
県
の
酒
蔵

を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
日
本
酒
の

味
や
香
り
を
宣
伝
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、

そ
の
土
地
の
歴
史
、
創
業
者
の
思
い
、
製

法
な
ど
の
物
語
を
付
加
価
値
に
し
て
売
り

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
単

純
な
試
飲
や
ガ
イ
ド
の
い
な
い
酒
蔵
の
自

由
見
学
だ
け
で
は
決
し
て
伝
わ
ら
ず
、
来

場
者
が
理
解
で
き
る
言
語
で
日
本
酒
の
特

長
や
付
加
価
値
を
案
内
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、日
本
酒
に
対
す
る
「
お
い
し
い
」

と
い
う
期
待
感
に
加
え
、「
楽
し
い
」
思

い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
期

待
感
も
合
わ
せ
て
発
信
す
る
必
要
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
取
材
し
た
蒸
留
所
の

取
り
組
み
の
よ
う
に
現
地
で
し
か
飲
め
な

い
日
本
酒
、
観
光
客
が
主
体
的
に
参
加
し

て
作
る
現
地
で
し
か
購
入
で
き
な
い
、
体

験
で
き
な
い
土
産
を
提
供
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

元
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

 

副
参
事　

●
田
野 

祥
行蒸留所ツアーの様子（ファークラス）

ボトリング（瓶詰）の様子（フィディック）

SWAにて
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な
ぜ
、
木
育
か
？

長
崎
県
の
北
部
に
位
置
す
る
松
浦
市
は

人
口
約
２
万
２
０
０
０
人
、
面
積
約

１
３
０
平
方
㌔
で
、
そ
の
約
半
分
を
ヒ
ノ

キ
や
杉
と
い
っ
た
森
林
が
占
め
て
い
る
地

域
で
す
。
産
業
と
し
て
は
水
産
業
が
盛
ん

で
、
中
で
も
ア
ジ
の
水
揚
げ
は
日
本
有
数

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ジ
を
活
用
し

た
「
ア
ジ
フ
ラ
イ
」
は
格
別
で
、
平
成
31

年
４
月
27
日
に
は「
ア
ジ
フ
ラ
イ
の
聖
地
」

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
地
場
産
業
の
活
性
化
と
と

も
に
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
、
保

育
料
の
第
２
子
無
料
化
、
高
校
生
等
ま
で

の
医
療
費
助
成
な
ど
様
々
な
施
策
に
取
り

組
み
、東
洋
経
済
新
報
社
が
公
表
し
た「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
９
」
で
は
、

県
内
１
位
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
今
後

も
、
新
し
い
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
本

市
で
育
つ
ヒ
ノ
キ
や
杉
を
活
用
し
た
「
木

育
」
を
推
進
。
木
の
温
も
り
を
暮
ら
し
の

中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
心
豊
か
な
成

長
へ
と
導
き
、
木
や
森
林
を
身
近
に
感
じ

な
が
ら
、
自
然
を
大
切
に
考
え
行
動
で
き

る
「
人
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

県
内
初
の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

ま
ず
は
、
木
製
玩
具
に
触
れ
て
木
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
31
年
２

月
に
２
日
間
の
「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
松

浦
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

３
０
０
種
を
超
え
る
木
製
玩
具
を
は
じ

め
、
木
の
丸
太
で
作
っ
た
シ
ー
ソ
ー
や
ブ

ラ
ン
コ
な
ど
の
大
型
遊
具
を
そ
ろ
え
た
ほ

か
、
杉
の
丸
太
切
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

置
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
木
の
香
り

の
中
、
子
ど
も
た
ち
に
思
い
切
り
遊
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

両
日
の
来
場
者
は
合
わ
せ
て
２
０
０
０

人
を
超
え
、「
木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
良
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
」
な
ど
と
反
響

は
大
き
く
、
木
の
持
つ
特
性
な
ど
が
周
知

で
き
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、「
松
浦
市
木
育
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、「
木
育
講
演
会
」
も
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

令
和
２
年
２
月
22
日
午
後
２
時
22
分
と

い
う
２
並
び
の
記
念
す
べ
き
日
時
に
、
全

国
の
市
区
町
村
で
は
49
番
目
、
県
内
自
治

体
で
は
初
と
な
る
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣

言
」
に
調
印
し
ま
し
た
。
調
印
式
で
は
、

本
市
の
風
景
や
特
産
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
木
製
玩
具
「
青
の
ま
ち
パ
ズ
ル
」（
は

め
絵
パ
ズ
ル
）
を
１
歳
の
子
ど
も
に
贈
呈

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
を
「
木
育
き
っ

ず
隊
員
」
に
、
そ
の
保
護
者
を
「
木
育
推

進
員
」
に
任
命
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

通
じ
、「
木
育
」
の
魅
力
や
情
報
発
信
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
ま

す
。多

世
代
に
木
育
普
及
へ

昨
年
度
末
に
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
と
し
た

「
誕
生
祝
品
贈
呈
事
業
」
を
実
施
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
幼
児
だ
け
で

な
く
多
く
の
世
代
に
「
木
育
」
を
普
及
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
度
は
本
市
唯
一
の
高
校
で
あ

る
「
松
浦
高
校
」
と
高
齢
者
が
連
携
し
、

木
製
遊
具
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
木
工
体
験
教
室
」
を
開
催
予
定
で
す
。

ま
た
、本
市
の
大
き
な
課
題
で
あ
る「
人

口
減
少
問
題
」
へ
の
対
応
で
も
、
子
育
て

施
策
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
達
成
が

不
可
欠
で
す
。
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を

一
つ
の
基
点
と
し
、
木
育
に
着
目
し
た

「
木こ

育そ
だ

て
の
ま
ち　

ま
つ
う
ら
」
を
目
指

し
、
市
民
と
一
緒
に
「
木
育
て
」
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
「
木こ

育そ
だ

て
の
ま
ち
ま
つ
う
ら
」
を
目
指
し
て
―

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
か
ら
始
ま
る

新
し
い
子
育
て
支
援

　
地
方
創
生
へ
〜
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

長
崎
県
松
浦
市

柴
山
　
政
博

長
崎
県
松
浦
市
子
育
て
・

こ
ど
も
課
課
長
補
佐

ウッドスタート宣言調印式の様子

誕生祝品「青のまちパズル」（※黄色はアジフライ！）

PB セクション 地域づくり 本編 2020・7月号地域づくり 本編 26



長
崎
県
五
島
市
は
、
長
崎
港
か
ら
西
方
海
上
約
１
０
０
㌔
の
五

島
列
島
の
南
西
部
に
位
置
し
、
11
の
有
人
島
と
52
の
無
人
島
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
７
月
に
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
国

内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
江
島
沖
で
は
浮
体

式
洋
上
風
力
発
電
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
が
動
き
だ
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
人
口
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
昭
和
30
年
の
９
万
１
９
７

３
人
で
、
最
新
の
国
勢
調
査
（
平
成
27
年
の
３
万
７
３
２
７
人
）

と
比
較
す
る
と
60
年
間
に
約
60
％
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
地
元
選
出
国

会
議
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
平
成
28
年
に
有
人

国
境
離
島
法
が
成
立
し
、同
法
に
基
づ
く
「
雇
用
機
会
拡
充
事
業
」

や
地
方
創
生
交
付
金
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
雇
用
の
拡
大
お
よ

び
移
住
促
進
等
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
２
０
０

人
を
超
え
る
社
会
減
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
、

五
島
市
と
し
て
は
初
め
て
社
会
動
態
人
口
が
33
人
の
プ
ラ
ス
に
転

じ
ま
し
た
。

有
人
国
境
離
島
法
が
平
成
29
年
度
に
施
行
さ
れ
て
以
降
、「
雇

用
機
会
拡
充
事
業
」
を
活
用
し
３
年
間
で
１
２
４
件
の
事
業
が
実

施
さ
れ
、
３
７
７
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
の
養
殖
基
地
化
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
の
ほ
か
、

企
業
誘
致
に
も
努
め
て
お
り
、
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
、
島
内
の
高

校
卒
業
生
を
は
じ
め
と
す
る
求
職
者
の
就
職
先
と
し
て
地
元
の
事

業
所
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
移
住
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
保
育
料
の
大
幅
軽
減
な
ど
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
策
を
充
実
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
各
種
支
援
策
を
創
設
し

ま
し
た
。
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
は
じ
め
、
子
育
て
世
帯

の
引
っ
越
し
費
用
の
助
成
、
市
内
企
業
就
労
者
へ
の
奨
学
金
返
還

助
成
な
ど
、
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
も
の
で
す
。
専

任
の
移
住
相
談
員
を
配
置
し
、都
市
部
で
の
移
住
相
談
会
や
電
話
・

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
、
最
近
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
行
っ
て

お
り
、
移
住
希
望
者
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
な
相
談
体
制
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
20
人
前
後
の
実
績
で

し
た
が
、
平
成
29
年
度
は
１
２
９
人
、
平
成
30
年
度
は
２
０
２
人
、

昨
年
度
は
２
２
３
人
の
方
々
が
移
住
し
、
７
割
以
上
が
40
歳
未
満

と
比
較
的
若
い
子
育
て
世
代
の
移
住
が
増
え
て
い
ま
す
。

移
住
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
通
勤
時
間
の
縮
減
に
よ
り
家
族

と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
」「
豊
か
な
自
然
の
中
で
子
育
て
や
生

活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
仕
事
始
め
式
で
、
職
員
に
対
し
「
昨
年
の
社
会
増
を
ま

ぐ
れ
と
言
わ
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
呼
び
か
け
、
五
島
市
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
に
今
回
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
す
。
島
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
重
症
化
し
や

す
い
高
齢
者
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国
の
皆
様
に
「
訪
れ
な

い
や
さ
し
さ
」で
島
を
お
守
り
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

移
住
を
希
望
し
て
い
る
方
に
も
来
島
を
控
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
（
５
月
22
日
現
在
）。

過
疎
地
域
か
ら
の
脱
却
は
、
地
方
行
政
に
携
わ
る
我
々
に
と
っ

て
、
な
か
な
か
手
の
届
か
な
い
願
望
の
一
つ
で
す
。
都
会
に
比
べ

既
に
「
９
割
以
上
接
触
減
」
の
人
通
り
し
か
な
い
風
景
が
日
常
に

な
っ
て
い
る
離
島
に
と
っ
て
、
東
京
・
渋
谷
や
大
阪
・
道
頓
堀
は

あ
る
意
味
羨
望
の
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
「
密
」
を
避
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、「
疎
」

に
暮
ら
す
こ
と
へ
の
悲
哀
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
「
陰
」
よ
り
も
「
陽
」
と
い
う
文
字
に
好
感
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
検
体
を
出
し
た
後
は
ひ
た
す
ら
「
陰
」
を

待
ち
こ
が
れ
る
状
態
に
変
わ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
我
々
の
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
大
き
く
覆
し
ま
し

た
。
在
宅
勤
務
が
奨
励
さ
れ
、
遠
隔
地
に
住
む
テ
レ
ワ
ー
ク
も
定

着
す
る
で
し
ょ
う
。
感
染
症
や
災
害
に
ぜ
い
弱
な
都
会
よ
り
、
安

全
で
自
然
豊
か
な
地
方
の
魅
力
が
注
目
さ
れ
る
時
代
の
到
来
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

２
年
連
続
の
社
会
増
‼　

夢
で
は
な
い
か
も
。

長崎県五島市長 野口　市太郎

コロナ禍と２年連続の社会増
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表
紙

天
空
の
楽
園

　日
本
一
の
星
空
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

（
長
野
県
阿
智
村
）

阿
智
村
は
長
野
県
の
南
端
、
下
伊
那
郡
の
西
南
に
位

置
し
、南
信
州
最
大
の
温
泉
郷
と
な
る
昼
神
温
泉
郷
や
、

約
40
㌔
に
わ
た
り
１
万
本
植
え
ら
れ
て
い
る
美
し
い
花

桃
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

阿
智
村
の
星
空
は
２
０
０
６
年
度
、
環
境
省
が
実
施

し
た
全
国
星
空
継
続
観
察
で
、
星
が
最
も
輝
い
て
見
え

る
場
所
第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
阿

智
村
で
は
こ
れ
を
観
光
資
源
と
捉
え
、「
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ

ジ
阿
智
」
を
う
た
い
文
句
に
、「
日
本
一
の
星
空
ナ
イ

ト
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
街
の
光
が
届
か
な
い
標
高
１
４
０

０
㍍
地
点
ま
で
上
が
り
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
照

明
が
一
斉
に
消
灯
さ
れ
る
と
、
眼
前
に
満
天
の
星
が
現

わ
れ
ま
す
。

澄
ん
だ
空
気
と
、
日
常
を
忘
れ
さ
せ
る
大
自
然
の
中

で
目
の
当
た
り
に
す
る
星
空
は
、
息
を
の
む
美
し
さ
で

す
。皆

様
の
お
越
し
を
、心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
阿
智
昼
神
観
光
局

（
０
２
６
５
‐
４
３
‐
３
０
０
１
）

（
写
真
提
供=

阿
智
村
）

満天の星は息をのむ美しさ

特　集 サードプレイス・共創の場

レギュラーリポート

2 地域のつながりをつくる結節点 石山恒貴（法政大学大学院政
策創造研究科教授）

6 秋田県 共創の場づくりで避けるべき「３密」 中嶋結也

8 山梨県韮崎市 地元の子が地元にいるうちにできること 西田　遙

10 沖縄県北中城村 花と緑に囲まれた芸術の里づくり 外間　裕

12 サードプレイスの都市的側面と今日的課題 小笠原伸（白鴎大学経
営学部教授）

基調論文

基調論文

2019 年度 国内調査報告　島根県松江市
「ビューティー」で観光地再興
2019 年度 国内調査報告　高知県高知市
子どもと共につくり上げる地域
移住・定住・交流推進支援事業　鹿児島県喜界町
地域資源を活用した都市部との交流

吉住広夢

海外調査報告　 タイ・バンコク
タイに学ぶ医療ツーリズム
海外調査報告　 ドイツ
地域への愛着を育むまちづくり

海外調査報告　 英国・スコットランド
スコットランドのウイスキーツーリズム
地方創生へ―ウッドスタート宣言　長崎県松浦市
ウッドスタートから始まる新しい子育て支援

柴山政博

首長の思い
コロナ禍と２年連続の社会増
 野口市太郎（長崎県五島市長）

●栃木県 若者が集う場から始まる地域の課題解決 古河大輔
●東京都文京区 新たなつながりにフミコム 根本真紀
●長野県塩尻市 市民交流センターの中核を担う図書館 上條史生
●静岡県牧之原市 子どもたちの駄菓子屋が交流の場に 山本正己
●京都府福知山市 一人ひとりに寄り添いながら対応 足立喜代美
●京都府木津川市 人が集い、何かが生まれる場づくり 加藤史江
●岡山県真庭市 元気あふれる放課後等デイサービス 長綱かほり
●山口県長門市 木育を通して社会参加 岩本美枝
●福岡県那珂川市 ベッドタウン、そして帰路のサードプレイス 森重裕喬

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

16

18

20

22

23

24

26

27

7２０２０-

1 巻頭エッセー／「福島ならでは」の地域づくりに向けて 内堀雅雄（福島県知事）

  グラビア

 28 都道府県漫遊 【京都府】
表3 手前みそですが… 【茨城県古河市】

古河市

茨
城
県

257

古河市は茨城県の最西端、関東平野のほぼ中心に位置し、「関東
のおへそ」を自称しています。東京都心から電車で約1時間

の好立地にありながら、利根川と渡良瀬川の水利に恵まれ、平成
24年に「ラムサール条約湿地」に登録された渡良瀬遊水地など、
貴重な自然が残るまちです。
室町時代には足利成氏が「古河公方」として本拠地を古河に置

き、その後130年の間、関東一円の政治の中心となり、江戸時代に
は古河城の城下町、日光街道の宿場町として栄えました。現在も市
内各所に残る武家屋敷や商家の町割、由緒ある神社仏閣から当時を
しのぶことができます。
また、古河城

じょう

趾
し

には歴史博物館や古河文学館、街角美術館、篆
てん

刻
こく

美術館などがコンパクトに点在し、歴史散策にぴったりです。
四季折々にイベントがあり、春には桃まつり、夏には花火大会、
秋には菊まつり、冬には提

ちょう

灯
ちん

竿
さお

もみまつりなどが開催され、地域住
民と一体となり観光振興に取り組んでいます。

█古河提灯竿もみまつり
20㍍近い竹竿の先につけ
た提灯を激しく揉み合い
ながら、相手の提灯の火
を消し合う「関東の奇祭」

█古河桃まつり
3月中旬～ 4月上旬に古河公方公園で開
催され、園内には 5種類約 1500 本のハ
ナモモが咲き誇る

█古河花火大会
三尺玉を含め約２万発の打ち上げは関東最
大級。渡良瀬遊水地の自然とともに大輪の
花火を楽しめる

█古河公方公園（古河総合公園）
ユネスコの「メリナ・メルクーリ国際賞」
を日本で初めて受賞。重要文化財などの
史跡が保存されている

█はなもものしずく
市民の手摘みから生まれたハナモモのミス
ト。春のやさしい香りをいつでも楽しむこ
とができる 

█鮒の甘露煮
古河市の魚である鮒

ふな
を使った川魚料理「鮒

の甘露煮」は伝統料理として古くから親
しまれている

█杉並通り
赤レンガと雪華をイメージして造られた道
で、武家屋敷の面影を残す街並みと調和し
て景観を醸し出す

歴
史
と
華
の
あ
る
都ま

ち市
古こ

が河
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も
の
で
は
な
い
。

「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
生
活

様
式
を
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
近

未
来
に
編
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
創
造
都

市
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
都
市
の
多
様
性
は
重
要
性
を
増

し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
る
時

期
に
、
我
々
は
ど
こ
ま
で
寛
容
な
社
会
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
か
を
愚
直
に
考
え
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
。そ
の
解
は
カ
タ
ロ
グ
に
載
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

我
々
が
一
か
ら
そ
の
関
係
性
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
と
場
を
都
市
に
設
け
る
重

要
さ
は
持
続
し
つ
つ
、
都
市
に
暮
ら
す
人
間
像
の
再
構
築

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
思
慮
な
し
に
は

安
易
に
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
に
お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
都
市
を
語
る
こ
と
は
難
し
い
。

ひ
と
つ
の
安
心
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
お
き
た
い
。
鍵

は
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
×
３
密
回
避
」
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
私
た
ち
の
社
会
の
進
む
方
向
性
は
む

や
み
に
転
換
す
る
わ
け
で
は
な
い
。Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
に
き
ち
ん
と
向
か
い
合
お
う
と
い
う
人
々
は
こ
れ
ま
で

多
く
な
か
っ
た
。パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
社
会
の
混
乱
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
切
に
用
い
て
都
市
の
交
流
や
多
様
性

を
持
続
し
て
ゆ
け
ば
十
分
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
刺
激
的
で
あ
り
気
軽
さ
や
楽
し
さ
を
伴
う
都
市
生
活

や
そ
の
交
流
は
こ
れ
か
ら
も
重
要
さ
を
増
し
て
ゆ
く
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
や
つ
な
が
り
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
機
能
で
代
替
的
経
験
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
使
い
つ
つ
交
流
機
能

を
確
保
し
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
持
つ
魅
力
と
自
由
闊
達

に
議
論
で
き
る
機
能
を
適
切
に
発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
多

様
な
出
会
い
や
交
流
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
ヤ
フ
ー
本
社
内
の
オ
ー
プ
ン

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
「
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
」
で
は
Ｖ

Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
整
備
す

る
試
み
を
始
め
て
い
る
（「
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
を

作
っ
て
公
開
し
ま
し
た
」https://note.com

/lodge/
n/nfa4a40c057b1

）。
素
早
い
知
的
対
流
拠
点
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
活
用
で
多
く
の
対
応
に
動
い
て
い
る
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
顔
を
合
わ
せ
て
出
会
い
や
交
流

を
図
る
も
の
と
思
い
込
む
方
々
も
お
い
で
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
は
可
能
性
の
一
部
で
あ
る
。

交
流
や
知
的
対
流
を
創
出
す
る
精
神
こ
そ
が

必
要
で
あ
り
、
都
市
に
お
け
る
新
し
い
交
流

を
生
み
出
す
人
々
に
と
っ
て
リ
ア
ル
で
も
ネ

ッ
ト
上
で
も
す
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
し
ま

う
ほ
ど
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
や
わ
で
は
な
い

の
だ
。

本
稿
を
お
読
み
の
方
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
が
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
都
市
を
変
え

る
と
お
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
実
際
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
徹
底
し
て
継
続
し
改
善
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
リ
ア
ル
か
ネ

ッ
ト
か
で
は
な
く
、
理
念
は
そ
の
ま
ま
で
ど
ち
ら
も
重
視

し
、求
め
ら
れ
る
こ
と
を
適
切
に
対
応
し
て
ゆ
け
ば
い
い
。

そ
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
恩
恵
が
薄
い
仕
事
の
領
域
ま
で

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
で
ど
う
支
援
し
て
ゆ
く
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
社
会
を
支
え
る
存
在

意
義
で
あ
る
と
考
え
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
よ
る
新
し
い

場
の
創
出
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

前
述
の
結
城
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
の
地
元
飲
食

店
を
支
援
す
べ
く
「
結
城
む
す
び
め
し
」
と
い
う
仕
組
み

を
設
け
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
ラ
ン
チ
の
共
同
販
売
を
始
め
た
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
集
う
人
々
が
課
題
解
決
に
動
き
地
域

を
持
続
さ
せ
る
事
例
で
あ
る
。
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
に
て
弁

当
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
盛
況
で
客
が
あ
ふ
れ
た
た
め
、
結

城
商
工
会
議
所
に
場
所
を
移
し
規
模
を
拡
大
、
さ
ら
に
ネ

ッ
ト
で
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
立
ち
上
げ
、
５

月
末
ま
で
活
動
を
行
っ
た
。

「
仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を
呼
ぶ
」
と
い
う
の
は
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
の
名
言
で
あ
る
が
、
こ
う

い
う
事
例
を
見
る
と
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
人
と
の
好
循
環

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
る
。
地
域
の
人
材
育
成
や
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
に
補
助
金
を
出
し
て
ゆ

く
よ
り
は
、
む
し
ろ
雑
多
な
議
論
の
で
き
る
場
を
整
備
し
、

そ
こ
に
集
っ
て
行
動
に
結
び
つ
け
て
も
ら
う
重
要
さ
が
伝

わ
る
。
新
た
な
知
恵
を
生
み
出
す
、
稼
働
性
の
高
い
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
の
あ
る
街
の
風
景
が
日
常
を
書
き
換
え
つ
つ
あ

る
。「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
は
未
来
の
預
言
書
の

よ
う
な
難
解
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
す
で
に

地
域
の
中
に
そ
の
文
脈
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

yuinowaにて行われる「結城むすびめし」の取り組み
（画像提供：結城商工会議所）
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サードプレイス・共創の場

栃木県（p８-９）
東京・渋谷駅前の広報企画
2 秋田県（p６-７）

若者が自分の「まち」の思いをだべる「まちだべり」
1

東京都文京区（p10-11）
グラフィックレコーディング講座は受講生の笑
顔が絶えない人気講座です

3

長野県塩尻市（p14-15）
「信州しおじり本の寺子屋」での書籍販売の様子
5静岡県牧之原市（p16-17）

釣徳寺の定例祈祷後に住職がコンサート
6

山梨県韮崎市（p12-13）
中高生が企画したホームパーティのイベント
4
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京都府福知山市（p1�-1�）
パパ参加のイベント
7京都府木津川市（p20-21）

シェアオフィス利用者とキチキチスタッフとの交流会
8

山口県長門市（p24-25）
おもちゃ学芸員集合
10

福岡県那珂川市（p26-27）
誰かのしごとの内輪話をのぞき込む「しごとのよりあい」
11

6

5 4

910

11

12

7
8

沖縄県北中城村（p2�-2�）
花咲爺会の主な活動は、道路の草刈り、草花・ラン・樹木の植栽
など

12

岡山県真庭市 
（p22-23）
ピタゴラスの子ども
たちも一緒に野菜作り

9



特 集
は
じ
め
に

家
庭
（
第
１
の
場
）
で
も
職
場
（
第
２
の
場
）
で
も
な

い
第
３
の
居
心
地
の
良
い
場
所
で
あ
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

の
、
地
域
に
お
け
る
役
割
と
効
果
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
地
域
の
中
に
お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
な
ぜ
注
目
が
集
ま
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
役
割
と
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
自
ら
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
地
域
で
の
生
き
方
・
暮

ら
し
方
と
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考

え
て
み
た
い
。

効
率
優
先
社
会
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
で
あ
る
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
に
よ

っ
て
、
１
９
８
０
年
代
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
提
唱
さ
れ

た
。
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
都
市
化

に
よ
る
、
人
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
を
懸
念
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
都
市
化
と
は
、
同
時
に
自
動
車
に
依
存
す
る

社
会
の
進
展
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
人
々
の
生
活

は
車
で
家
庭
（
第
１
の
場
）
と
職
場
（
第
２
の
場
）
を
往

復
す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
見
、
そ
う
し
た
暮
ら

し
は
効
率
的
に
思
え
る
。
ま
た
、
車
通
勤
は
都
市
の
治
安

の
悪
さ
を
回
避
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
効
率
的
な
社
会
か
ら
は
、
憩
い

と
居
心
地
の
良
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
イ

ギ
リ
ス
の
パ
ブ
や
フ
ラ
ン
ス
の
カ
フ
ェ
で
は
顔
な
じ
み
の

メ
ン
バ
ー
、
ま
た
新
し
く
出
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
間
で
談

論
風
発
が
生
じ
、
知
識
生
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ

う
し
た
人
々
の
つ
な
が
り
の
場
こ
そ
が
、
ス
ト
レ
ス
の
多

い
現
代
社
会
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
人
生
の
潤
滑
油
の
役

割
を
果
た
す
と
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
考
え
た
の
だ
。

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
特
徴
と
し

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
結
節
点

―
目
的
交
流
型
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
役
割
と
効
果
―

石
山
　
恒
貴
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大
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学
院
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策
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造
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教
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て
、
次
の
八
つ
を
挙
げ
る
。

中
立
性
、
社
会
的
平
等
性
の
担
保
、
会
話
が
中
心
に
存

在
す
る
こ
と
、
利
便
性
が
あ
る
こ
と
、
常
連
の
存
在
、
目

立
た
な
い
こ
と
、
遊
び
心
が
あ
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
の

わ
が
家
、
で
あ
る
。

こ
の
八
つ
の
特
徴
の
も
と
で
は
、
多
様
で
異
質
な
人
々

が
、
自
分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に
集
ま
り

交
流
で
き
る
の
で
、
憩
い
も
生
ま
れ
る
し
、
ま
た
異
質
性

の
交
流
か
ら
新
し
い
知
識
の
創
造
も
期
待
で
き
る
。

他
方
、
こ
の
特
徴
は
、
階
層
的
な
組
織
と
対
を
な
す
も

の
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、日
本
の
職
場
（
第
２
の
場
）

は
上
下
関
係
も
あ
り
、
業
務
上
の
緊
張
状
態
も
あ
り
、
個

人
は
自
分
の
立
場
を
気
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
た
め
、
た
と
え
居
酒
屋
と
い
う
気
楽
な
場
に
行
っ
た

と
し
て
も
、
職
場
近
く
の
居
酒
屋
に
、
職
場
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
行
く
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
セ
カ
ン
ド
プ
レ

イ
ス
と
し
て
の
職
場
の
延
長
で
し
か
な
い
。
地
域
に
お
い

て
、
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
す
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、
職

場
や
、
職
場
近
く
の
居
酒
屋
と
は
大
き
く
異
な
る
性
質
の

も
の
な
の
だ
。

地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
は

で
は
、
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
図
１
は
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
分
類
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
分
類
の
中
で
、
地
域
の

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た

い
。図

１
は
、「
目
的
VS
癒
や
し
、
憩
い
」
と
い
う
軸
と
「
義

務
的
VS
自
発
的
」と
い
う
軸
で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
な
い
、
地
域
の
従
来
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
考
え
て
み
よ
う
。従
来
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

「
目
的
×
義
務
的
」
の
象
限
に
該
当
し
、
こ
こ
で
は
義
務

的
共
同
体
（
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
と
呼
ぶ
。
図
１
で
こ

の
象
限
に
例
示
さ
れ
て
い
る
自
治
会
や
消
防
団
は
、
地
域

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
須
の
存
在
で
あ
り
、
防

災
の
重
要
性
が
増
す
今
日
に
お
い
て
は
、
よ
り
そ
の
役
割

を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
こ
の
象
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
地
域
の
機
能
維

持
の
観
点
か
ら
実
態
と
し
て
そ
の
参
加
が
義
務
的
で
あ
る

こ
と
が
多
く
（
建
前
は
自
発
的
な
参
加
で
あ
っ
て
も
）、

む
し
ろ
職
場
の
よ
う
な
第
２
の
場
に
近
い
。
参
加
す
る
個

人
は
自
分
の
立
場
を
気
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
っ
た
り
と

気
楽
に
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
職
場
が
存

在
し
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
と
同
様
に
、「
目
的
×

義
務
的
」
の
象
限
に
あ
る
従
来
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
選
択
肢
は
、
も
っ
と
多
様
で
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
こ
で
、
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
出
番
と
な
る
。

地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、
マ
イ
プ
レ
イ
ス
型
、
社
交

交
流
型
、
目
的
交
流
型
の
３
種
類
に
分
類
で
き
る
。（
※
）

「
癒
や
し
、
憩
い
×
自
発
的
」
と
い
う
象
限
に
は
、
マ
イ

プ
レ
イ
ス
型
と
社
交
交
流
型
が
該
当
す
る
。
マ
イ
プ
レ
イ

ス
型
と
は
、常
連
客
同
士
の
交
流
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

本
を
読
む
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
操
作
す
る
な
ど
、
個
人
が
思
い
思
い
に
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
す
タ
イ
プ
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
が
典
型

例
で
あ
る
。

も
と
も
と
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
思
い
描
い
て
い
た
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
は
、人
々
が
交
流
す
る
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

マ
イ
プ
レ
イ
ス
型
は
、
も
と
も
と
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の

想
定
と
は
異
な
る
性
質
の
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
忙
し
い

日
常
の
中
で
、
ひ
と
り
で
過
ご
す
場
が
地
域
に
あ
る
こ
と

は
貴
重
で
あ
り
、
個
人
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
マ
イ
プ
レ

イ
ス
型
を
拡
張
的
な
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
含
め
る
こ
と
は

妥
当
で
あ
ろ
う
。

社
交
交
流
型
と
は
、
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
も
と
も
と
提

唱
し
て
い
た
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
の
パ

ブ
や
フ
ラ
ン
ス
の
カ
フ
ェ
に
あ
た
る
場
を
意
味
す
る
。
日

本
で
い
え
ば
地
元
の
居
酒
屋
だ
ろ
う
。
職
場
近
く
の
居
酒

屋
と
異
な
り
、同
じ
会
社
の
者
同
士
が
飲
む
の
で
は
な
く
、

地
元
の
な
じ
み
の
常
連
が
に
ぎ
や
か
に
交
流
す
る
社
交
の

場
で
あ
る
。

図１　サードプレイスとコミュニティの分類
（石山恒貴編著「地域とゆるくつながろう－サードプレイスと関係人口の時代」2019、
静岡新聞社）
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第
３
の
分
類
は
、「
目
的
×
自
発
的
」
と
い
う
象
限
に

位
置
す
る
目
的
交
流
型
で
あ
る
。
筆
者
が
最
も
注
目
し
て

い
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
こ
の
目
的
交
流
型
で
、
い
わ
ば

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
提
唱
し
て
い
た
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を

進
化
・
拡
張
さ
せ
た
概
念
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
具

体
的
に
は
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
の
読
書
会
・
勉
強
会
、

地
域
で
行
う
プ
ロ
ボ
ノ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
生
か
し
て

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
こ
ど
も
食
堂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
な
ど
が
該
当
す
る
。

こ
う
し
た
場
で
は
、
個
人
が
自
発
的
に
、
自
分
の
興
味
、

や
り
た
い
こ
と
の
実
現
を
目
的
と
し
て
集
ま
っ
て
く
る
の

だ
が
、
同
時
に
そ
こ
に
は
楽
し
さ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
個

人
の
や
り
た
い
こ
と
と
楽
し
さ
が
、何
ら
か
の
社
会
貢
献
、

地
域
貢
献
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
楽
し
さ
と
他
者
へ
の

貢
献
の
両
立
は
得
が
た
い
達
成
感
を
生
む
と
思
わ
れ
る

が
、
実
は
そ
の
よ
う
な
達
成
感
こ
そ
が
人
生
の
潤
滑
油
か

も
し
れ
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
目
的
交
流
型
こ
そ
が
、
オ
ル

デ
ン
バ
ー
グ
の
想
定
す
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
本
質
を
実

現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

目
的
交
流
型
が
地
域
の
結
節
点
と
な
る

で
は
、
目
的
交
流
型
は
、
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

役
割
と
効
果
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
目
的
交

流
型
の
重
要
な
特
徴
は
、
楽
し
さ
と
他
者
へ
の
貢
献
の
両

立
に
よ
り
達
成
感
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
見
逃

し
て
な
ら
な
い
の
は
、
先
述
し
た
、
多
様
で
異
質
な
人
々

が
、
自
分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に
集
ま
り

交
流
で
き
る
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
が
あ
い
ま
っ
て
目
的
交
流
型
は
、
地
域
に

お
け
る
多
様
な
人
同
士
の
つ
な
が
り
を
形
成
し
、
地
域
の

結
節
点
と
な
る
。

目
的
交
流
型
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
事
例
と
し
て
、
神
奈

川
県
茅
ケ
崎
市
の
茅
ケ
崎
駅
か
ら
ほ
ど
近
く
に
位
置
す
る

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
チ
ガ
ラ
ボ
」
を
挙
げ
た
い
。

チ
ガ
ラ
ボ
は
い
か
に
し
て
地
域
の
多
様
な
人
々
の
つ
な
が

り
を
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

チ
ガ
ラ
ボ
は
物
理
的
な
場
と
し
て
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、
め
ざ
す
姿
は
「
人
が
つ
な
が
り
、
た

く
ら
み
が
う
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
る
。「
た
く

ら
み
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

チ
ガ
ラ
ボ
で
は
、「
多
様
で
愉
快
な
人
た
ち
の
出
会
い

と
つ
な
が
り
で
あ
ふ
れ
、
そ
の
結
果
、
社
会
や
地
域
が
す

こ
し
で
も
よ
い
方
向
に
向
か
う
」
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
出
会
っ
た
人
々
の
「
ひ

と
と
な
り
を
知
り
、
オ
ー
プ
ン
に
違
い
や
変
化
を
楽
し
む

こ
と
」
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
同
時
に
や
り
た
い
こ
と

を
「
広
く
大
き
く
長
く
描
く
」
の
だ
が
、「
ま
ず
は
小
さ

く
や
っ
て
み
る
」
が
始
め
や
す
い
。
そ
の
小
さ
く
始
め
て

み
る
こ
と
が
「
た
く
ら
み
」
な
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、「
た
く
ら
み
」
と
は
年
代
も
職
種
も
多

様
な
約
１
０
０
人
の
チ
ガ
ラ
ボ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー

が
、
主
体
的
に
実
施
す
る
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
図

２
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
の
一
覧
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
実
に
幅
広
く
、
だ

か
ら
こ
そ
気
軽
に
メ
ン
バ
ー
が
主
催
で
き
る
し
、
参
加
者

も
何
気
な
く
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
テ
ー
マ
に

あ
る
食
、
酒
、
キ
ャ
リ
ア
な
ど
は
、
茅
ケ
崎
周
辺
の
農
園
、

商
店
街
、
事
業
と
協
働
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
自

然
と
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
周
辺
の
人
々
も
チ
ガ
ラ
ボ
に
集

う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
先
述
の
と
お
り
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
と

な
り
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
だ
が
、
そ

こ
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
あ
る
。
写
真
１
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
こ
の
写
真
は
、
筆
者
の
研
究
室
で
チ
ガ
ラ

ボ
を
訪
問
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
が
、
背
景
に
写
っ
て
い

る
の
は
「
Ｍ
ｙ
本
棚
」
で
あ
る
。
棚
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
メ

ン
バ
ー
の
自
己
紹
介
の
場
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
自
分
の

個
性
が
現
れ
る
よ
う
に
、
思
い
思
い
の
本
や
小
物
を
置
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
人
が
そ
の
場
に
い
な
く
と

も
、
そ
の
人
を
知
り
、
つ
な
が
る
た
め
の
ち
ょ
っ
と
し
た

仕
掛
け
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、チ
ガ
ラ
ボ
が
大
事
に
し
て
い
る
考
え
方
は
、「
や

り
た
い
こ
と
・
ア
イ
デ
ア
を
自
由
に
言
え
る
安
心
安
全
な

場
」
で
あ
る
こ
と
だ
。
安
心
安
全
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が

図２　チガラボの多様なイベントのテーマ（チガラボ資料）
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新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
代

表
の
清
水
謙
氏
は
、
チ
ガ
ラ
ボ
を
「
ま
ち
の
非
武
装
地
帯
」

と
呼
ぶ
。
具
体
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
が
失

敗
を
恐
れ
て
、
自
分
の
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
諦
め
な
い

よ
う
に
、
い
き
な
り
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
の
で
は
な
く
、

「
登
れ
る
サ
イ
ズ
の
階
段
（
参
加
す
る
↓
整
理
し
て
発
信

す
る
↓
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
↓
活
動
を
始
め
る
）
を
つ

く
る
」
な
ど
の
仕
組
み
も
整
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
が
功
を
奏
し
、
チ
ガ
ラ
ボ
の
３
周
年
に
は
、
多
世
代

で
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
写
真
２
の
よ
う
に
集
結
し
た
。

チ
ガ
ラ
ボ
に
お
い
て
は
、
多
様
で
異
質
な
人
々
が
、
自

分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ
ず
、
気
軽
に
集
ま
り
交
流
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
結
節
点
と
な
る
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
の
特
徴
が
、
ま
さ
に
具
現
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
特
徴
と
、
都
心
の
通
勤
圏
で
あ
る
が

適
度
な
距
離
も
あ
り
、
海
も
山
も
あ
り
自
然
豊
か
で
、
自

分
ら
し
く
ゆ
っ
た
り
と
生
き
る
雰
囲
気
に
満
ち
た
茅
ケ
崎

の
環
境
が
相
ま
っ
て
、
チ
ガ
ラ
ボ
で
過
ご
す
時
間
で
は
、

忙
し
い
日
常
か
ら
解
放
さ
れ
、
身
体
性
・
精
神
性
が
回
復

し
て
い
く
こ
と
を
実
感
で
き
る
と
筆
者
は
思
う
。

今
後
の
展
望
―
目
的
交
流
型
と

地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
融
合

冒
頭
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
地
域
で
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る

と
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
に
よ
る
つ
な
が
り
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
自
宅
待
機
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
高
知
市
に
お
い

て
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
地
域
と
日
本
全
国
の

人
々
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
事
務
局
長
の

吉
冨
慎
作
氏
は
、
和
紙
の
現
場
で
余
っ
て
困
っ
て
い
る
楮

こ
う
ぞ

の
木
を
地
元
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
し
て
も
ら

い
、
そ
の
焚た

き
火
を
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
対

話
の
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
が
、
全
国
に
拡
張
し
た
取
り
組
み
と
評
価
で
き
よ
う
。

ま
た
、
土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー
の
共
同
設
立
者
で
、
高
知

市
で
防
災
に
取
り
組
む
山
中
晶
一
氏
は
、
実
は
地
縁
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
こ
そ
、
目
的
交
流
型
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
要
素

を
取
り
入
れ
、
多
様
な
人
々
と
「
ゆ
る
く
つ
な
が
る
」
こ

と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。
山
中
氏
は
、
中
山
間
地
域
で

は
、
従
来
は
自
然
を
う
ま
く
暮
ら
し
に
活
用
で
き
た
が
、

近
年
で
は
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
河
川
の
下
流
域
に
あ
た
る

都
市
部
の
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
問

題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
自
然
と
人
、
人
と
人
と
の
関

係
を
再
構
築
し
、
中
山
間
地
域
か
ら
都
市
部
ま
で
が
一
体

と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

そ
こ
で
山
中
氏

は
、
鏡
川
清
流
保

全
審
議
会
に
お
い

て
、
何
度
も
限
界

集
落
に
近
い
状
況

の
鏡
川
上
流
地
域

を
リ
サ
ー
チ
し
、

そ
の
結
果
と
し

て
、
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い

う
考
え
方
を
導
入

し
て
中
山
間
地
域
の
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
性
を
強

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
多
様
な
人
々
（
都
市
部

も
含
め
た
）
を
つ
な
げ
る
た
め
の
ハ
ブ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
幸
福
に
も
２
種
類
あ
り
、
快
楽

を
追
求
す
る
幸
福
と
、「
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア
」
と
呼
ば
れ
、

意
義
あ
る
目
的
に
向
か
っ
て
自
己
実
現
し
て
い
く
幸
福
が

あ
る
と
述
べ
た
。
暮
ら
し
方
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
今
、

多
様
で
異
質
な
人
々
が
、
自
分
の
社
会
的
立
場
を
気
に
せ

ず
、
気
軽
に
集
ま
り
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
結
節
点

と
な
る
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
特
徴
は
、
ユ
ー
ダ
イ

モ
ニ
ア
に
つ
な
が
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、地
域
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
、
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
融
合
と

い
う
拡
張
性
も
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
片
岡
亜
紀
子
・
石
山
恒
貴
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
役
割
と
効
果
」『
地
域
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』 2016, N

o. 9, pp. 73 86.

写真２　チガラボ３周年の記念写真
（チガラボ提供）

写真１　「My本棚」

土佐山アカデミーのオンライン焚き火イベント
（土佐山アカデミー提供）
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特 集
２
０
０
９
年
、
秋
田
県
内
で
若
者
会
議
が
始
ま
っ
て
か

ら
10
年
が
た
ち
ま
し
た
。
当
初
か
ら
若
者
会
議
に
関
わ
っ

て
き
た
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、秋
田
版
若
者
会
議
と
い
う「
若

者
の
共
創
の
場
」
で
得
ら
れ
た
学
び
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
田
版
若
者
会
議
と
は

秋
田
版
若
者
会
議
は
「
普
通
の
若
者
」
が
、
自
分
の
住

む
地
域
に
つ
い
て
考
え
、話
し
合
い
、行
動
す
る
中
で
「
仲

間
」
や
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
見
つ
け
、
自
分
が
活
躍
で

き
る
役
割
を
探
し
求
め
る
場
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
。「
地
元
を
良
く
し
た
い
！
」
と
い
う
熱
い
思
い
の
あ

る
若
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
に
興
味
が
な
い
若
者
が
地

域
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

当
初
は
、秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
提
案
を
受
け
、

県
が
国
の
基
金
を
活
用
し
て
事
業
化
し
た
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
若

者
会
議
を
運
営
す
る
伴
走
型
支
援
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
延
べ
７
０
０
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

そ
の
後
、
各
地
の
若
者
会
議
を
緩
や
か
に
つ
な
ぐ
全
県

規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
県
と
し
て
の
事
業
が

終
了
し
た
現
在
も
、
各
地
で
若
者
会
議
メ
ン
バ
ー
が
主
体

的
な
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

秋
田
版
若
者
会
議
の
成
果

「
普
通
の
若
者
」
が
仲
間
や
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、若
者
会
議
と
い
う
場
が
安
全
・

安
心
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
当
時
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
を
活
用
し
た
話
し
合
い
・
学
び
合
い
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
課
題
で
も
あ
っ
た
冬
の
除
雪
を
楽
し

み
な
が
ら
解
決
す
る「
ス
ポ
ー
ツ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｅ（
雪

よ
せ
）
世
界
大
会
」、
地
域
に
進
学
・
就
職
・
転
勤
し
た

若
者
を
歓
迎
す
る
「
勝
手
に
若
者
歓
迎
会
」
の
開
催
な
ど
、

若
者
視
点
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
「
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
地
元
の
良
さ

◆◆◆

に
気
づ
き
、
愛
着
を
持
っ
た
」「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
っ
た
」「
成
長
し
合
え
る
仲
間
が
で
き
た
」
な

ど
の
変
化
が
あ
り
、
職
場
や
団
体
な
ど
所
属
す
る
組
織
で

若
者
会
議
か
ら
得
た
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は

大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当

初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
各
組
織
で
中
堅
ク
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
若
者
会
議
の
成
果
が
広
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
田
版
若
者
会
議
の
課
題

し
か
し
、
若
者
会
議
に
も
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

最
も
大
き
い
課
題
は
「
若
者
会
議
を
次
代
に
受
け
継
ぐ
仕

組
み
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
」
こ
と
で
す
。
若
者
会
議
の
参

加
者
は
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
異
動
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
の
変
化
が
あ
り
、
始
め
た
と
き
と
同
じ
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
若
者
会
議

の
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
規
メ
ン
バ
ー
の
リ

ク
ル
ー
ト
と
役
割
の
新
陳
代
謝
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

そ
こ
を
「
仕
組
み
化
」
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆◆◆

秋
田
県

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

秋田の若者に勝手にありがとうを伝える
「勝手に若者歓迎会」

―
秋
田
版
若
者
会
議
に
学
ぶ
―

中
嶋
　
結
也

秋
田
県
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー

共
創
の
場
づ
く
り
で
避
け
る
べ
き
「
３
密
」
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避
け
る
べ
き
「
３
密
」
と
は

こ
こ
で
、
若
者
の
共
創
の
場
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
も

ら
う
た
め
、
若
者
会
議
の
課
題
で
あ
る
「
若
者
会
議
を
次

代
に
受
け
継
ぐ
」
際
に
避
け
る
べ
き
「
３
密
」
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

な
ぜ
「
実
践
す
べ
き
こ
と
」
で
は
な
く
「
避
け
る
べ
き

こ
と
」
を
紹
介
す
る
の
か
と
い
う
と
、
成
功
に
は
偶
然
の

要
素
も
あ
り
、
そ
の
要
因
が
わ
か
り
に
く
い
の
に
対
し
、

失
敗
は
再
現
性
が
あ
る
た
め
で
す
。
10
年
間
で
蓄
積
さ
れ

た
失
敗
事
例
集
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

１
．
親
密
過
ぎ
る
場

「
親
密
な
場
」
そ
の
も
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
が
、
そ
の
副
作
用
と
し
て
起
き
が
ち
な
の
が
「
古
参
が

の
さ
ば
る
」こ
と
で
す
。
活
動
に
貢
献
し
て
く
れ
た
人
が
、

実
は
一
番
場
を
衰
退
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
で
も
長
年
所
属
し

て
い
る
長
老
が
い
る
と
、
新
し
い
人
が
入
り
に
く
く
な
っ

◆◆◆

て
し
ま
い
ま
す
。
大
学
は
卒
業
と
い
う
節
目
が
あ
る
の
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
節
目
が
な
い
と
新
陳
代
謝
が
起
き
に

く
い
構
造
に
な
り
が
ち
で
す
。
若
者
会
議
で
も
古
参
メ
ン

バ
ー
の
私
が
の
さ
ば
る
こ
と
で
、
次
代
の
メ
ン
バ
ー
の
可

能
性
の
芽
を
摘
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
反
省
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
規
メ
ン
バ
ー
が
活
躍
で
き
る
よ

う
古
参
メ
ン
バ
ー
の
影
響
力
を
そ
ぎ
落
と
す
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

２
．
厳
密
過
ぎ
る
場

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
際
に
は
、
自
分
の
居
場
所
が
あ
り
そ
う
か
ど

う
か
で
判
断
し
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
厳
密
な
役
割

分
担
が
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
は
そ
こ

に
自
分
が
入
る
必
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

目
指
す
方
向
性
や
目
標
は
設
定
す
る
べ
き
で
す
が
、
そ
こ

に
は
一
定
の
役
割
の
余
白
（
運
営
は
で
き
な
い
け
ど
友
人

に
声
を
か
け
て
み
る
人
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア
は
し
て
く
れ

る
人
）
を
設
け
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
状
況
に
応
じ
た
多

様
な
関
わ
り
方
を
担
保
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

３
．
過
密
過
ぎ
る
場

若
者
会
議
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
た
め
に
深

夜
ま
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
で
は
新
し
い
メ
ン
バ

ー
は
引
い
て
し
ま
い
、
フ
ル
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
メ
ン
バ
ー

し
か
残
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
可
処
分
時
間
や
熱
意
に
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
や
難
易
度
を
バ

ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

終
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
偉
そ
う
な
こ
と
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
私

自
身
、
10
年
前
は
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
な
い
「
普
通
の

若
者
」
で
し
た
。
そ
ん
な
私
が
本
誌
で
原
稿
を
執
筆
さ
せ

て
い
た
だ
く
に
至
っ
た
の
も
、
若
者
会
議
と
い
う
共
創
の

場
が
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

若
者
会
議
で
の
最
大
の
学
び
は
「
人
は
一
人
で
は
何
も

で
き
な
い
け
ど
、
仲
間
が
い
れ
ば
何
か
が
で
き
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
実
は
こ
の
原
稿
も
若
者
会
議
の
仲
間
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
相
談
し
な
が
ら
書
き
上

げ
ま
し
た
。

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
」
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
な
ど
、
共
創
の
場
づ

く
り
で
も
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
対

応
も
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。し
か
し
、

秋
田
版
若
者
会
議
と
し
て
大
切
に
し

た
い
「
普
通
の
若
者
」
が
活
躍
で
き

る
場
を
今
後
も
つ
く
り
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

横手若者会議主催の交流イベント

地域の若者が企画したスポーツ交流会

「地域おこし 100人プロジェクト」打ち合わせ

由利本荘若者会議定例会（わちゃ会）
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「
地
域
×
若
者
」

私
た
ち
は
、「
地
域
×
若
者
＝
と
ち
ぎ
の
新
し
い
物
語
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
若
者
の
力
を
活
か
し
て
地
域
の
課
題

解
決
と
活
性
化
加
速
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、行
政
、大
学
、企
業
、

市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
共
創
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
若
者

と
、
若
者
を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
を
つ
な
ぎ
、
社
会
を

良
く
す
る
挑
戦
の
舞
台
を
各
地
に
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
課
題
解
決
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
の
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
、
若
者
の
「
地
域
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
」
と
い
う
想

い
を
形
に
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心

に
、
地
域
人
材
の
育
成
や
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、

社
会
課
題
を
解
決
す
る
組
織
の
強
化
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

促
進
、関
係
人
口
創
出
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

若
者
と
関
わ
る
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
①
地

◆◆◆

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
実
践
者
や
地
域
の
課
題
と
の
リ
ア

ル
な
接
点
を
つ
く
る
こ
と
②
必
要
と
さ
れ
、
主
体
的
に
関

わ
る
機
会
③
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
、
切
磋
琢
磨
し
合
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
の
３
点
。
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
家

で
も
学
校
で
も
職
場
で
も
な
い
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
存
在
が
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
部
に
住
み
な
が
ら
地
方
と
関
わ
る

栃
木
県
の
人
口
は
、
２
０
０
５
年
の
２
０
１
万
６
６
３

１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
特
に
中
山
間
地
の
人
口
減
が

顕
著
で
す
、
ま
た
、
若
い
世
代
も
進
学
や
就
職
を
機
に
東

京
圏
へ
の
流
出
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
県
は

２
０
１
５
年
に
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
や
関
係
人
口
創
出

に
関
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
単
に
「
移
住
」
を

促
す
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

人
々
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
接
点
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地

◆◆◆

域
の
担
い
手
を
育
み
、
課
題
解
決
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う

試
み
で
し
た
。

「
は
じ
ま
り
の
ロ
ー
カ
ル 

コ
ン
パ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ

た
本
事
業
は
、
県
総
合
政
策
部
地
域
振
興
課
の
旗
振
り
の

も
と
、
４
年
間
業
務
委
託
を
受
け
て
実
施
し
た
後
、
現
在

は
私
た
ち
の
自
主
事
業
と
し
て
、
県
内
の
市
町
と
も
連
携

を
と
り
な
が
ら
継
続
し
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
の
暮
ら
し
に
、
ロ
ー
カ
ル
を
10
％
プ
ラ
ス
す

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
都
市
部
に
住
み
な
が
ら
地
方
と

関
わ
り
を
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
を
知

り
、
関
わ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
参
加
型
ツ
ア
ー
や
東
京

で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

「
移
住
」
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
想
い
を
持
っ
た
若
者

の
意
欲
や
能
力
を
最
大
限
に
活
か
す
場
を
用
意
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
橋
渡
し
を
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の

出
会
い
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
価
値
観
を
大
切
に

し
た
暮
ら
し
や
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
（
複
業
）
の
形
成
、

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
獲
得
な
ど
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
都
内
で
の
交
流
会
と
ツ
ア
ー
を
合
わ
せ
て
５

０
０
人
以
上
が
参
加
。
地
域
で
実
践
す
る
方
々
と
コ
ラ
ボ

商
品
を
開
発
し
た
り
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
立
ち

上
げ
た
り
、
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
先
に
継
続
し
て
関
わ
っ
た

り
し
な
が
ら
、
地
域
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

栃
木
出
身
の
若
者
が
集
う
場

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
若
者
た
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き

た
「
栃
木
を
離
れ
て
か
ら
、
地
元
の
お
店
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
が
わ
か
ら
な
い
」「
帰
省
し
て
も
知
り
合
い
が
い
な
い
」

と
い
っ
た
声
を
受
け
、
県
地
域
振
興
課
の
主
催
で
２
０
１

◆◆◆

栃
木
県

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

古
河
　
大
輔

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち
ぎ
ユ
ー
ス�

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

理
事

若
者
が
集
う
場
か
ら
始
ま
る

 

地
域
の
課
題
解
決

―
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
生
み
出
す
原
動
力
に
―

9 2020・7月号 地域づくり 特集編 2020・7月号地域づくり 特集編 8

2



特 集

７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
東
京
圏
で
暮
ら
す
栃
木
県

出
身
の
若
者
を
対
象
と
し
た
「
Ｊ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
」
で
す
。
栃
木
の
た
く
さ
ん
の
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
」
に
出
会
え
る
、
県
出
身
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
つ
く
る
こ
と
で
、
栃
木
県
で
暮
ら
し
働
く
イ
メ
ー
ジ

や
地
元
へ
の
愛
着
を
育
み
、
将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

主
な
活
動
は
、
①
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ジ
モ
ト
チ
ゼ

ミ
」
②
栃
木
の
今
を
詰
め
込
ん
だ
「
Ｊ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
！
」
③
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
―
の
三
つ
。
地
元
を
離
れ
て
か
ら
知
る
機
会
が

な
か
っ
た
栃
木
の
新
し
い
変
化
と
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

や
、「
地
元
」
と
い
う
共
通
の
話
題
を
持
っ
た
仲
間
づ
く

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
運
営
側
も
皆
県
出
身
者
で
、

様
々
な
職
種
の
方
々
が
ス
キ
ル
や
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄

り
、
協
力
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
生
向
け
の
ジ
モ
ト
チ
ゼ
ミ
で
は
、
栃
木
を
題
材
に
し

た
カ
ル
タ
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
地
元
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
参

加
し
た
学
生
た
ち
が
意
気
投
合
し
、
県
出
身
者
が
集
ま
る

学
生
団
体
を
立
ち
上
げ
、
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
や
自
主
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、
う
れ
し
い
成
果
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
！
は
、
対

象
を
35
歳
以
下
と
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
活
躍
す
る
方
々
の

ト
ー
ク
や
、「
ま
ち
・
仕
事
・
暮
ら
し
」
と
い
っ
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
交

流
を
促
す
企
画
を
中
心
に
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
や
、「
栃
木
」
を
共
通
言
語

に
し
た
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

立
ち
上
げ
当
初
か
ら
の
課
題
は
、
い
か
に
栃
木
出
身
者

に
情
報
を
届
け
る
か
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
、
東
京
圏
の

大
学
や
関
係
施
設
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
大
学
祭
に

参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。
一
番
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の

は
、
東
京
・
渋
谷
駅
前
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
行
う

「
栃
木
県
出
身
者
１
０
０
人
と
出
会
う
！
」
と
い
う
企
画

で
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
そ
の
様
子
を
見
か
け
た
人
た
ち
が
面

白
が
っ
て
情
報
を
拡
散
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
少
し

ず
つ
活
動
の
認
知
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
、
定
期

的
に
栃
木
県
内
の
移
住
や
就
職
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
県
外
へ
出
て
行
く
前
に
情

報
に
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら
お
う
と
、
県
内
全
て
の
高
校
３

年
生
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

県
内
の
経
済
団
体
と
の
コ

ラ
ボ
企
画
が
実
現
す
る
な

ど
、
産
官
学
民
の
連
携
が

形
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、「
Ｊ
ｉ
ｍ

ｏ
ｔ
ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ

Ｉ
」
が
目
指
す
ゴ
ー
ル
に

は
道
半
ば
で
す
。
県
外
に

住
む
栃
木
出
身
の
若
者
た

ち
に
と
っ
て
、
い
つ
で
も

身
近
に
存
在
し
続
け
る
地

元
で
あ
る
た
め
に
、
多
く

の
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「はじまりのローカル コンパス」ツアー（益子町）

「Jimoto TOCHIGI FES !」の様子

大学生向け「ジモトチゼミ」の様子
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特 集
社
協
が
運
営
す
る
中
間
支
援
の
拠
点

文
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
東
京
）
が
運
営
す
る
地
域

連
携
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
『
フ
ミ
コ
ム
』
は
、
新
た
な
つ
な
が

り
に
よ
っ
て
地
域
課
題
の
解
決
を
推
進
し
た
り
、
地
域
活

動
の
担
い
手
が
増
え
た
り
す
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
す
る
協
働
の
拠
点
と
し
て
２
０
１
６
年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
年
末
年
始
を
除
き
、
月
〜
土
曜
日
は

午
後
９
時
ま
で
、
日
曜
日
と
祝
日
も
午
後
５
時
ま
で
開
館

し
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
者
の
方
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

フ
ミ
コ
ム
と
は
、「
フ
ミ
＝
文ふ

み

の
京み

や
こ
」「
コ
ム
＝

com
m
unity,com

m
unication

」
か
ら
成
り
、「
踏
み
込

む
」
の
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
事
業
の
柱
は
大
き
く
分

け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。
①
人
や
情
報
が
集
ま
る
場
づ
く
り

②
地
域
活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
専
門
相
談
や
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
③
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ
―
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設

◆◆◆

置
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
人
や

関
心
が
あ
る
人
の
相
談
に
応
じ
て
き
ま
し
た
が
、「
福
祉
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
以
外
で
も
地
域

や
社
会
で
活
動
を
始
め
た
い
、
貢
献
し
た
い
と
い
う
人
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
の
変
化
に
よ
り
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化

し
て
き
て
お
り
、
従
来
の
主
体
や
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は

解
決
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
福
祉
の
現
場

で
も
同
じ
で
、
新
た
な
担
い
手
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

の
地
域
づ
く
り
の
視
点
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
フ
ミ
コ
ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。

あ
え
て
課
題
解
決
志
向
で
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ

フ
ミ
コ
ム
で
は
、
地
域
に
関
わ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、
特
色
が

あ
る
の
は
、
休
日
の
午
前
中
に
実
施
し
て
い
る
『
朝
活
』

で
す
。
学
校
や
仕
事
な
ど
の
日
常
生
活
で
も
、
ま
た
地
域

活
動
で
も
役
に
立
ち
そ
う
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
狙
い
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
毎
年
好
評

◆◆◆

な
の
が
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
講
座
」。
講

演
や
会
議
な
ど
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
で
可
視
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。

講
座
に
は
、絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
と
い
う
学
生
か
ら
、

仕
事
で
使
い
た
い
と
い
う
会
社
員
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
コ
ン
の
描
き
方
、
表
情
の

付
け
方
な
ど
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
な
発
想
で
表
現

し
て
、
そ
れ
を
シ
ェ
ア
し
合
う
こ
と
で
さ
ら
に
学
び
合
う

場
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
に
か
一
つ
の
「
正
解
」
で
な
く
、
お
互
い
の
い
い
と

こ
ろ
を
認
め
合
い
、い
い
も
の
は
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
活
動
を
し
て
い
く
上
で
も
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
姿
勢
な
の
で
、
自
然
と
そ
れ
が
学
べ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
「
習
う
よ

り
慣
れ
よ
」
で
、
体
験
の
場
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
す
。
フ
ミ
コ
ム
で
実
施
し
て
い
る
他
の
講
座
や
、
地

域
活
動
で
の
練
習
の
場
を
紹
介
し
、
活
動
の
受
け
皿
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
の
腕
を
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
た
人
で
も
、
活
動
の
内
容
を
聞
く
う
ち
に
そ
の

活
動
に
関
心
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
副
次

東
京
都
文
京
区

フミコムは駅直結でアクセスも良く
皆様に気軽に立ち寄っていただけます

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

根
本
　
真
紀

社
会
福
祉
法
人
文
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
連
携
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
フ
ミ
コ
ム
」

―
地
域
連
携
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
挑
戦
―

新
た
な
つ
な
が
り
に
フ踏

み

込

む

ミ
コ
ム
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特 集

的
な
効
果
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

参
加
の
き
っ
か
け
は
「
や
っ
て
み
た
い
」「
面
白
そ
う
」。

あ
え
て
最
初
か
ら
課
題
解
決
を
志
向
し
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の

可
能
性
を
今
後
も
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
は
「
新
た
な
つ
な
が
り
」

こ
の
よ
う
な
新
た
な
担
い
手
を
増
や
す
よ
う
な
取
り
組

み
を
す
る
一
方
で
、
複
数
の
主
体
で
地
域
の
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
大
事
に
し
て
い
る
の
は
「
新
た
な
つ
な
が

り
」。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
担
い
手
、
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
で
は
課
題
解
決
が
で
き
て
こ
な
か
っ
た
か
ら

こ
そ
、
新
た
な
発
想
、
新
た
な
担
い
手
、
新
た
な
ア
プ
ロ

◆◆◆

ー
チ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
昨
今
、
営
利
・
非
営
利
を
問

わ
ず
、
社
会
課
題
解
決
を
目
指
す
主
体
は
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
足
り
な
い
の
は
地
域
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

し
た

上
で
、
課
題
解
決
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
そ
れ
ら
の
力

を
う
ま
く
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
存
在
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ワ
ン
コ
イ
ン
か
ら
の
家
事
代
行
を
請
け
負
う
「
株
式
会

社
御
用
聞
き
」
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
・
板
橋
区
の
高
島
平

を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
活
動
エ
リ
ア
拡
大

に
伴
い
文
京
区
で
の
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う
と
フ
ミ
コ
ム

を
訪
れ
ま
し
た
。

家
具
な
ど
重
い
物
の
移
動
は
自
分
だ
け
で
は
で
き
な
い
、

パ
ソ
コ
ン
の
設
定
を
し
て
ほ
し
い
―
。
生
活
上
の
困
り
ご

と
の
中
に
は
介
護
保
険
等
の
制
度
で
カ
バ
ー
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
外
の
も
の
も
多
く
、
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会

の
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
対

応
で
き
な
い
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

御
用
聞
き
サ
ー
ビ
ス
の

中
心
的
な
担
い
手
は
大
学

生
。
若
者
だ
か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
大
学
が
た
く
さ
ん
あ
る
文
京
区
の
地
域
資
源
を
生
か

し
て
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代
が
地
域
で
暮
ら
す
人
の
リ

ア
ル
な
課
題
を
体
感
し
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に

可
能
性
を
感
じ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機

関
と
の
情
報
交
換
や
、
コ
ラ
ボ
に
よ
る
事
案
処
理
な
ど
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
連
携
が
実
を
結
び
、
御
用
聞
き
は
現

在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
も
文
京
区
の
飲
食
店
を
支
援
す
る

た
め
区
と
商
店
街
連
合
会
と
連
携
し
、
区
民
協
働
に
よ
る

宅
配
支
援
事
業
「
文
京
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。生

活
上
の
困
り
ご
と
が
あ
る
人
も
喜
び
、
活
動
の
担
い

手
も
喜
び
、
結
果
と
し
て
地
域
全
体
が
元
気
に
な
る
、
そ

ん
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

フ
ミ
コ
ム
の
こ
れ
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
づ
く
り
の
中
心
だ

っ
た
「
対
面
で
集
ま
る
」
こ
と
に
よ
る
つ
な
が
り
づ
く
り

が
、
従
来
の
形
で
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
で

も
対
面
を
大
事
に
す
る
と
こ

ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
な
が
ら
、
そ
こ
で
得
た
も
の

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
還
元
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
つ
な
が
り
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

オンラインイベントを受講生がグラレコ
してくれました（4月のフミコム cafe）

2020 年度のフミコムの講座・イベントは極力オンラインに移行。オンライン
だからこそつながれる層にもアプローチしていきます。（4月に開催したフミ
コム cafe というイベント）

御用聞きの半年に一度の事例報告会を共催で開催したことも
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特 集
全
員
平
成
生
ま
れ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

人
口
約
３
万
人
の
山
梨
県
韮
崎
市
で
私
た
ち
「
河
原
部

社
」
は
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
、
中
高
生
の
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
「
Ｍミ

ア

キ

ス

ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
」
や
、
ロ
ー
カ
ル
メ
デ

ィ
ア「
に
ら
レ
バ
」の
運
営
。
最
近
で
は
次
世
代
型
の「
し

き
ん
と
ひ
と
の
あ
る
地
域
の
し
く
み
づ
く
り
」
も
始
め
ま

し
た
。
特
徴
と
し
て
は
、
全
員
平
成
生
ま
れ
の
若
者
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
こ
と
と
、
全
員
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
×
○
○
の
働
き
方
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

地
域
の
最
前
線
で
中
高
生
と
日
々
接
し
て
い
る
身
近
な

大
人
、
そ
れ
も
少
し
先
輩
く
ら
い
の
人
た
ち
が
、
た
だ
施

設
の
運
営
を
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
ろ

い
ろ
な
事
業
や
経
験
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
高
生
に
と

っ
て
結
構
良
い
作
用
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
テ
ー
マ
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
を
中
心
に
活
動
や
考
え
、
こ

◆◆◆

れ
か
ら
に
つ
い
て
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
は
生
き
物

施
設
名
の
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
は
、
約
６
５
０
０
万
年
前
に

生
息
し
て
い
た
動
物
の
名
前
で
す
。
同
じ
環
境
下
に
い
な

が
ら
も
、
木
の
上
か
ら
降
り
て
大
草
原
を
目
指
し
た
も
の

は
イ
ヌ
科
へ
、
そ
の
ま
ま
樹
上
に
残
り
生
活
を
続
け
た
も

の
は
ネ
コ
科
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
中
高
生
も
、
一
人
ひ
と
り
が
ミ
ア
キ
ス
の
よ
う
に

自
分
の
選
択
次
第
で
何
者
に
も
進
化
し
得
る
存
在
で
す
。

中
高
生
自
身
が
自
分
の
扉
を
開
く
カ
ギ
を
握
り
、
ま
だ

見
え
ぬ
そ
の
先
に
期
待
し
な
が
ら
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

―
。
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
は
、
そ
ん
な
想
い
で
「
あ
な
た
は
何

に
進
化
す
る
？
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
行
政
の
委
託
を
受
け

運
営
し
て
い
ま
す
。
中
高
生
に
と
っ
て
は「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
」

で
あ
る
「
進
化
の
起
点
」
と
な
る
拠
点
施
設
で
す
。

韮
崎
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
立
地
に
あ
る
、
広
さ
約
２
５

０
平
方
㍍
の
空
間
の
使
い
方
は
中
高
生
次
第
。
過
ご
し
方

は
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
多
く
は
勉
強
を
し
た
り
、
友

◆◆◆

だ
ち
と
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
や
学
年
の
違
う

同
世
代
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
や
大
学
生

と
話
し
た
り
、
地
域
の
大
人
や
実
社
会
に
出
会
え
た
り
す

る
こ
と
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
勉
強
や
部
活
だ
け

で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
自

分
の
や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
気
軽
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

そ
ん
な
経
験
や
実
践
か
ら
自
分
に
対
す
る
気
づ
き
を
得

て
、
中
高
生
た
ち
が
主
体
的
に
自
分
の
選
択
肢
を
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ
の
き
っ
か
け
を
私
た

ち
は
日
々
生
み
出
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

い
ま
の
時
代
に
ハ
コ
モ
ノ
は
必
要
？

韮
崎
の
中
高
生
数
は
約
３
０
０
０
人
。
ミ
ア
キ
ス
に
来

る
生
徒
は
年
々
増
え
、
４
年
目
の
今
で
は
登
録
者
２
０
０

０
人
を
超
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
地
域
の
子
ど
も
３
人
に
２

人
が
利
用
し
て
い
る
の
で
、
単
純
に
こ
う
い
っ
た
場
所
、

す
な
わ
ち
中
高
生
に
と
っ
て
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
ニ
ー

ズ
は
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

た
だ
そ
の
形
は
必
ず
し
も
大
き
な
ハ
コ
モ
ノ
で
あ
る
必

要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
韮
崎
の
場
合
は
ま
ち
が
コ
ン
パ
ク

ト
な
の
で
、
中
心
に
つ
く
れ
ば
誰
で
も
自
力
で
来
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
大
き
な
施

設
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
本
来
は
家
か
ら
自
力
で
行
け
る

距
離
に
い
く
つ
か
点
在
し
て
い
て
、
そ
の
日
の
気
分
や
自

分
の
好
み
で
中
高
生
自
身
が
場
所
を
選
べ
る
と
い
う
形
の

方
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、よ
く
「
な
ぜ
中
高
生
が
そ
ん
な
に
集
ま
る
の
か
」

「
中
高
生
を
巻
き
込
む
工
夫
は
何
か
」
と
聞
か
れ
る
の
で

す
が
、
そ
も
そ
も
中
高
生
の
ニ
ー
ズ
を
ち
ゃ
ん
と
捉
え
る

◆◆◆

山
梨
県
韮
崎
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
中
高
生
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
市
民
提
案
か
ら
実
現
―

西
田
　
遙

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
原
部
社
理
事
長

地
元
の
子
が
地
元
に
い
る
う
ち
に
で
き
る
こ
と
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こ
と
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
中
高
生
の
概
念
に
あ
る
言
葉

で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

名
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
中
高
生
が
体
験
し
た
こ
と
を
そ
の

中
に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
変
に
横
文
字
を
使
っ
た
り

し
な
い
方
が
参
加
者
が
多
く
な
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
誰
か
ら
誘
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
が
中
高
生
の

意
思
決
定
の
上
で
も
の
す
ご
く
大
事
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ

は
日
頃
か
ら
対
話
や
遊
び
を
通
し
て
中
高
生
と
関
係
性
を

築
い
て
お
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
か
ら
始
め
る
ま
ち
づ
く
り

中
高
生
に
と
っ
て
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
あ
る
こ
と
、

そ
こ
に
信
頼
で
き
る
「
第
三
の
大
人
（
親
と
教
師
以
外
の

大
人
）」
が
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
場
所
や
そ
こ
に

い
る
大
人
が
地
域
と
中
高
生
の
つ
な
ぎ
手
に
な
る
こ
と

で
、
中
高
生
は
自
然
と
地
域
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。「
自
分
に
対
し
て
の
満
足
度
と
、
地
元
に
対
し
て

の
満
足
度
が
高
い
ま
ち
」
と
い
う
の
は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
か
な
り
の
強
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

◆◆◆

地
元
の
子
ど
も
が
地
元
に
い
る
う
ち
に
、
地
元
へ
の
良

い
印
象
や
ふ
る
さ
と
愛
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

そ
れ
は
き
っ
と
若
者
の
転
出
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
と

え
一
度
出
て
行
っ
た
と
し
て
も
、き
っ
と
結
婚
や
子
育
て
、

就
職
の
段
階
で
地
元
に
帰
っ
て
来
て
く
る
こ
と
が
選
択
肢

の
ひ
と
つ
に
な
る
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
仮
説
か
ら
、
実
は
こ
の
事
業
は
「
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ

ｂ
ａ
ｃ
ｋ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
人
口
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
の
教
育
課
で
は
な
く
総
合
政
策
課
が
メ
イ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
市
と
し
て
の
考
え
が
う
か

が
え
る
し
、
多
く
の
自
治
体
で
も
中
高
生
支
援
の
分
野

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、す
べ
て
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
の
が
「
や

る
人
で
や
る
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
た
と
え
専
門
家

で
あ
っ
て
も
ア
イ
デ
ア
や
意
見
だ
け
出
し
て
や
ら
な
い

人
は
最
初
か
ら
入
れ
ま
せ
ん
。
学
生
で
あ
れ
未
経
験
者
で

あ
れ
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
実
際
に
そ
れ
を
や
る
人
だ
け

を
集
め
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。
や
り
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
良

く
し
て
い
く
こ
と
で
後
進
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
物
事
が
進
ん
で
い
く
と
い
う
手
応
え

が
あ
り
ま
す
。

近
い
将
来
、
Ｍ
ｉ
ａ
ｃ
ｉ
ｓ
を
卒
業
し
た
人
が
運
営
側

と
し
て
帰
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
代
々
循
環
し
て
い
く
―
。

そ
ん
な
状
態
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

地域の人も一緒になって参加するイベントも多く行われている

扉の先、進化の可能性を表現した絵。
Miacis が鍵をくわえている

ツギテによって地域と中高生が関わっているシーンにあふれる風景イメージ
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は
じ
め
に

長
野
県
塩
尻
市
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
「
え
ん

ぱ
ー
く
」）
は
、
２
０
１
０
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
10
周

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
と
老

朽
化
し
た
旧
図
書
館
移
設
と
い
う
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
併
せ
て
構
想
さ
れ
、
図
書
館
を
中
核
と
し
て
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
民
交
流
エ
リ
ア
、
市
商
工
観
光
部
局
、

商
工
会
議
所
な
ど
民
間
の
複
合
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。人

口
６
万
７
０
０
０
人
の
地
方
都
市
の
施
設
で
あ
り
な

が
ら
、年
間
65
万
人
を
超
え
る
利
用
者
が
継
続
的
に
訪
れ
、

市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
に
な
る
と
と
も
に
、

様
々
な
交
流
や
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
。

え
ん
ぱ
ー
く
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
知
恵
の
交
流
を

通
じ
た
人
づ
く
り
の
場
」
で
あ
り
、
複
合
施
設
を
生
か
し

た
重
点
分
野
と
し
て
「
図
書
館
」「
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
」「
子

育
て
支
援
・
青
少
年
交
流
」「
市
民
活
動
支
援
」「
シ
ニ
ア

活
動
支
援
」
を
設
定
し
、
各
分
野
が
有
効
に
連
携
し
て
相

◆◆◆

乗
効
果
を
狙
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、「
役
立
つ
情
報
を
提

供
す
る
」「
意
欲
と
活
動
を
応
援
す
る
」「
進
化
す
る
」
を

そ
の
役
割
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
図
書
館
も
こ
の
三
つ
を

目
指
す
姿
と
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
進
化
す
る
図
書
館
の
実
現
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
本
を
借
り
る
、
静
か
に
本
を
読
む
、
勉
強
す

る
な
ど
、
従
前
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
変
化
す
る
社
会

と
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
期
待
に
は
応
え
ら
れ
な
い
。
図
書
館

員
が
地
域
に
目
を
向
け
、
そ
こ
に
あ
る
課
題
を
把
握
し
、

図
書
館
で
で
き
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
続
け
て

い
く
と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
た

な
取
り
組
み
を
効
果
的
に
進
め
る
う
え
で
様
々
な
機
関
や

団
体
、市
民
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
が
そ
の
幅
を
広
げ
る
。

利
用
者
で
は
な
か
っ
た
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
、
図
書
館

が
居
場
所
で
あ
り
活
動
拠
点
と
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

以
下
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
く
。

信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子
屋

２
０
１
２
年
に
開
始
し
９
年
目
と
な
っ
て
い
る
重
点
事

◆◆◆

業
が
「
信
州
し
お
じ
り
本
の
寺
子
屋
」
で
あ
る
。「
本
の

可
能
性
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、「
著
者
、
出
版
社
、

書
店
な
ど
と
図
書
館
が
連
携
し
、
本
の
魅
力
を
発
信
し
出

版
文
化
の
未
来
に
寄
与
す
る
」「
図
書
館
員
が
力
を
付
け

て
、
市
民
の
役
に
立
つ
図
書
館
と
し
て
進
化
す
る
」
と
い

う
二
つ
の
柱
に
よ
り
、
地
方
発
の
文
化
の
創
造
と
発
信
に

挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

地
方
で
は
な
か
な
か
話
を
聞
く
機
会
が
な
い
著
名
な
講

師
を
招
き
15
回
ほ
ど
の
講
演
会
・
講
座
を
開
催
し
、
ま
た
、

出
版
社
や
博
物
館
、
美
術
館
、
絵
本
作
家
、
装
丁
家
、
写

真
家
な
ど
の
協
力
を
得
て
本
に
関
す
る
企
画
展
示
を
重
ね

て
き
た
。
さ
ら
に
大
事
に
し
て
い
る
の
が
地
元
書
店
と
の

連
携
で
あ
る
。
講
演
会
に
合
わ
せ
講
師
の
著
書
を
販
売
し

て
も
ら
い
、
講
演
を
聞
い
た
あ
と
の
サ
イ
ン
会
は
、
格
別

な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス

え
ん
ぱ
ー
く
が
掲
げ
る
重
点
分
野
の
一
つ
に
「
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
」
が
あ
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
図
書
館
で
は
、

長
野
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
連
携
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

相
談
会
」
を
２
０
１
７
年
か
ら
開
始
し
た
。
起
業
や
経
営

改
善
な
ど
が
主
な
相
談
内
容
で
、
司
書
が
収
集
し
た
資
料

を
提
供
で
き
る
点
、
図
書
館
が
開
催
す
る
こ
と
で
気
軽
に

相
談
で
き
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
計
画
の
当
初
か
ら

相
談
会
を
利
用
し
市
内
で
の
起
業
に
ま
で
結
び
つ
く
事
例

が
生
ま
れ
、
図
書
館
総
合
展
地
方
創
生
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
大

賞
２
０
１
７
審
査
会
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
企
画
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。「
立
体
地
形
図
の
会
」
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
山
岳
模
型
の
ほ
か
信
州
の
名
峰
の
山

◆◆◆

長
野
県
塩
尻
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
知
恵
の
交
流
を
通
じ
た
人
づ
く
り
の
場
―

上
條
　
史
生

塩
尻
市
立
図
書
館
長

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
中
核
を
担
う
図
書
館
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頂
で
撮
影
し
た
映
像
を
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
で
提
供
す
る
な
ど

の
「
新
・
山
岳
案
内
」
が
脚
光
を
浴
び
た
。
毎
年
松
本
市

で
開
催
さ
れ
る
「
山
岳
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
環
境
省
の
上
高

地
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
依
頼
を
受
け

て
出
張
展
示
に
発
展
し
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
山
岳
フ
ァ
ン

に
信
州
の
山
の
魅
力
を
伝
え
た
。
こ
の
企
画
で
は
地
方
創

生
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
大
賞
２
０
１
８
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

し
お
り
部

え
ん
ぱ
ー
く
３
階
に
あ
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
市
民
サ
ロ

ン
」
を
多
く
の
高
校
生
が
利
用
し
て
い
る
が
、
階
下
の
図

書
館
に
は
な
か
な
か
下
り
て
き
て
く
れ
な
い
。
高
校
生
な

ど
若
年
層
の
読
書
離
れ
、
図
書
館
離
れ
に
な
ん
と
か
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
な
い
か
と
考
え
発
足
し
た
の
が
、
高
校
生
・

◆◆◆

大
学
生
に
よ
る
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
し
お
り
部

（shio-lib

）」
で
あ
る
。
10
代
が
考
え
る
理
想
の
図
書
館

を
つ
く
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
部
員
が
年
間
を
と
お
し
て

司
書
と
一
緒
に
活
動
し
、
図
書
館
の
楽
し
さ
や
可
能
性
を

周
囲
に
発
信
し
て
く
れ
て
い
る
。
県
内
高
校
の
学
校
司
書

と
連
携
し
て
の
「
全
国
高
校
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会
長

野
県
予
選
会in

え
ん
ぱ
ー
く
」
に
も
つ
な
が
っ
た
。

新
た
な
拠
点
「
え
ん
て
ら
す
」

え
ん
ぱ
ー
く
の
実
績
を
生
か
し
て
、
市
の
北
部
で
人
口

増
加
地
域
に
あ
る
広
丘
駅
近
く
に
、
北
部
交
流
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
「
え
ん
て
ら
す
」）
が
２
０
１
９
年
７
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。規
模
は
え
ん
ぱ
ー
く
よ
り
は
る
か
に
小
さ
い
が
、

支
所
、
公
民
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
交

◆◆◆

流
ス
ペ
ー
ス
に
よ
る
複
合
施
設
で
あ
る
。
開
館
６
カ
月
で

予
想
を
上
回
る
来
館
者
10
万
人
を
達
成
し
た
。
蔵
書
冊
数

約
３
万
冊
の
広
丘
図
書
館
で
も
、
年
度
末
ま
で
の
貸
出
数

が
12
万
冊
を
超
え
る
な
ど
、
幅
広
い
世
代
に
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
、
え
ん
ぱ
ー
く
に
続
く
市
民
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

紹
介
し
た
以
外
に
も
様
々
な
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
図
書
館
員
の
専

門
性
と
意
欲
で
あ
る
。
目
的
を
共
有
し
、
学
び
続
け
、
提

案
と
実
践
に
意
欲
的
に
臨
ん
で
く
れ
て
い
る
職
員
こ
そ
が

進
化
す
る
図
書
館
の
原
動
力
で
あ
る
。

え
ん
ぱ
ー
く
10
周
年
、
え
ん
て
ら
す
１
周
年
を
契
機
に

さ
ら
な
る
進
化
を
、
と
い
う
矢
先

に
想
定
外
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
襲
わ
れ
た
。
長
期
の
休
館
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
居
場
所
と
な
り

得
な
い
状
況
に
置
か
れ
、
本
の
寺

子
屋
は
じ
め
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
め

ど
も
立
た
ず
、
私
達
の
前
に
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
が
立
ち
は
だ

か
っ
た
。
新
た
な
試
み
に
着
手
し

つ
つ
あ
る
が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
長
期
化
す
る
で
あ
ろ
う
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
そ
の
先
に
あ
る
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
ま
さ

に
進
化
す
る
図
書
館
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆◆◆

新たな居場所「えんてらす」の交流スペース

上高地インフォメーションセンターでの「新・山岳案内」

塩尻市市民交流センターえんぱーくの全景

15 2020・7月号 地域づくり 特集編 2020・7月号地域づくり 特集編 14



特 集
牧
之
原
市
は
静
岡
県
中
部
に
位
置
し
、
駿
河
湾
に
面
し

た
ま
ち
で
す
。
２
０
０
５
年
10
月
に
旧
榛
原
町
と
旧
相
良

町
が
対
等
合
併
し
て
市
に
な
り
ま
し
た
。
片
浜
地
区
は
旧

相
良
町
の
東
端
、
旧
榛
原
町
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
こ
の

地
区
に
あ
っ
た
片
浜
小
学
校
が
２
０
１
７
年
３
月
、
児
童

数
の
減
少
で
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
は
人
が
集
ま
る

一
定
の
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
力
」
が
あ
り
ま
す
。
閉
校
に
伴
い

交
流
人
口
が
減
少
し
て
地
区
の
活
気
が
な
く
な
る
と
い
う

危
機
感
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
策
定
と
実
行
委
員
会
の
結
成

そ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
市
の
全
面
的
な
支
援
を
受
け

て
２
０
１
６
年
９
月
か
ら
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。計
画
策
定
に
当
た
り
市
は
市
民
協
働
・

市
民
参
加
を
掲
げ
、
市
に
登
録
さ
れ
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
の
指
導
で
地
区
内
外
の
人
た
ち
が
毎
月
１
回
、
小
学
校

に
集
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
「
一
体
何
が
始
ま
る
の
か
」

と
い
っ
た
空
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
を
重
ね
る
ご

と
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
、
①
片

◆◆◆

浜
小
学
校
の
利
活
用
②
旧
・
片
浜
駐
在
所
の
利
活
用
③
マ

ル
シ
ェ
づ
く
り
④
海
の
魅
力
発
信
―
の
４
点
を
柱
と
し
た

計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
７
年
４
月
、
計
画
策
定
に
関
わ
っ
た
地

区
の
人
を
中
心
に
15
人
か
ら
成
る
「
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
に
は
、
区

長
を
務
め
た
関
係
で
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
長
を
担

当
し
た
筆
者
が
就
任
し
ま
し
た
。
毎
月
１
回
定
例
会
を
開

催
し
、
年
度
当
初
の
事
業
計
画
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
実

施
計
画
を
作
成
し
、
実
行
に
移
し
て
い
く
方
法
を
と
り
ま

し
た
。地

（
智
）
の
拠
点
事
業
を
ス
タ
ー
ト

主
要
事
業
は
「
地
（
智
）
の
拠
点
事
業
」
と
銘
打
ち
、

二
つ
の
施
策
に
絞
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
事
業
名

の
「
地
」
は
地
域
を
に
ぎ
や
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
味
、

ま
た「
智
」は
皆
で
知
恵
を
出
し
合
お
う
と
い
う
意
味
で
す
。

１
点
目
は
、
地
区
の
中
心
に
あ
る
旧
片
浜
駐
在
所
の
利

活
用
で
す
。
旧
駐
在
所
の
建
物
を
市
か
ら
借
り
て
２
０
１

◆◆◆

７
年
４
月
に
駄
菓
子
屋
を
開
き
、「
い
い
と
こ
ま
ん
じ
ゅ

う
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
い
い
と
こ
ま
ん
じ
ゅ
う

は
「
良
い
所
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
ど
こ
行
く
の
？
」

の
問
い
に
、
行
き
先
を
は
ぐ
ら
か
す
意
味
で
「
い
い
と
こ

ま
ん
じ
ゅ
う
！
」
と
答
え
た
の
が
由
来
で
す
。

い
い
と
こ
ま
ん
じ
ゅ
う
は
原
則
、
第
１
・
第
３
土
曜
日

に
開
店
し
て
い
ま
す
。
担
当
す
る
の
は
、
高
校
１
年
と
中

学
１
年
の
娘
が
い
る
石
井
糸
美
さ
ん
と
、
同
じ
く
高
校
１

年
と
中
学
１
年
の
息
子
が
い
る
大
石
多
恵
子
さ
ん
で
す
。

開
店
日
に
は
赤
い
の
ぼ
り
を
掲
げ
、お
客
様
を
待
ち
ま
す
。

石
井
さ
ん
、大
石
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
店
番
を
務
め
、

夏
に
は
ラ
ム
ネ
を
冷
や
し
て
季
節
感
を
演
出
す
る
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
駄
菓
子
は
27
円
で
仕
入
れ
て
30

円
で
売
っ
て
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん

が
、
当
初
の
狙
い
ど
お
り
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
は
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
多
世
代
が

集
う
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域
内
外
の
人
を
つ
な
ぐ
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
店
日
に
は
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
す
る
こ
と
で
、

環
境
へ
の
配
慮
を
地
域
の
皆
様
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
地
区
内
の
「
海
上
山
釣
徳
寺
」
で
２
０
１

８
年
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
定
例
祈き

祷と
う

」
へ
の
参
加
で
す
。

同
寺
の
児
玉
龍
典
住
職
は
実
行
委
員
の
１
人
で
す
。
寺
は

も
と
も
と
智
の
拠
点
で
あ
り
、
楽
し
い
寺
子
屋
と
し
て
機

能
さ
せ
よ
う
と
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
参
加
し
て
い
ま

す
。
定
例
祈
祷
は
毎
月
１
日
の
午
後
７
時
か
ら
始
ま
り
、

参
加
者
全
員
で
般
若
心
経
を
唱
え
た
後
、
住
職
の
法
話
が

行
わ
れ
ま
す
。
法
話
は
そ
の
時
々
の
事
象
を
題
材
と
し
、

参
加
者
に
生
き
る
知
恵
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
後
は
交
流
タ
イ
ム
で
す
。
い
い
と
こ
ま
ん
じ
ゅ
う

の
駄
菓
子
屋
や
Ｎ
Ｐ
О
法
人
勝
間
田
塾
、
花
屋
の
皆
さ
ん

静
岡
県
牧
之
原
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
地
元
小
学
校
閉
校
後
の
ま
ち
づ
く
り
―

山
本
　
正
己

片
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
委
員
長

子
ど
も
た
ち
の
駄
菓
子
屋
が
交
流
の
場
に
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が
出
店
し
、
参
加
者
ら
は
楽
し
く
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

交
流
タ
イ
ム
の
第
２
部
に
は
ラ
イ
ブ
や
映
画
鑑
賞
が
あ
り

ま
す
。
児
玉
住
職
に
よ
る
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
演
奏
や
ゲ
ス

ト
を
加
え
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
実
行
委
員
で
電

気
屋
の
森
田
健
二
さ
ん
の
映
画
上
映
な
ど
、
毎
回
嗜し

好こ
う

を

凝
ら
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
釣
徳
寺
で
は
住
職
が

絵
心
に
満
ち
た
御
朱
印
を
発
行
し
て
お
り
、
定
例
祈
祷
は

地
区
外
か
ら
の
「
御
朱
印
ガ
ー
ル
・
ボ
ー
イ
」
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

地
（
智
）
の
拠
点
事
業
以
外
の
展
開

主
要
事
業
以
外
で
も
、
地
区
夏
祭
り
へ
の
出
店
や
流
し

そ
う
め
ん
・
映
画
鑑
賞
会
の
開
催
、
旧
片
浜
小
へ
の
各
種

メ
モ
リ
ア
ル
出
店
、
公
民
館
ま
つ
り
へ
の
出
店
、
他
地
区

◆◆◆

の
さ
く
ら
ま
つ
り
へ
の
出
店
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
毎
年
12
月
に
は
地
区
の
文

化
財
「
大
鐘
家
」
で
餅
つ
き
大
会
も
開
催
し
ま
す
。
土
間

の
か
ま
ど
で
も
ち
米
を
蒸
し
、
交
代
で
餅
つ
き
し
、
黄
な

粉
や
餡あ

ん

、
大
根
お
ろ
し
な
ど
で
味
わ
い
ま
す
。
多
く
の
老

若
男
女
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し

た
。

自
治
会
活
動
の
一
環
と
し
て
推
進

流
し
そ
う
め
ん
や
餅
つ
き
の
事
業
は
多
く
の
人
手
、
特

に
女
性
の
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
「
片
浜

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
」（
公
民
館
活
動
の
一
つ
と
し
て
毎
月

15
日
に
高
齢
者
対
象
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
交
通
教
室
、

食
事
会
の
開
催
な
ど
を
推
進
）
の
協
力
員
に
お
願
い
し
て

◆◆◆

い
ま
す
。

実
行
委
員
に
つ
い
て
言
え
ば
、
私
も
元
区
長
で
す
し
、

委
員
の
森
下
吉
治
さ
ん
も
元
区
長
、
大
鐘
家
当
主
の
大
鐘

俊
英
さ
ん
は
前
区
長
、
大
石
茂
生
さ
ん
は
現
区
長
で
す
。

実
行
委
員
に
自
治
会
活
動
経
験
者
が
増
え
て
く
れ
ば
、
自

治
会
の
補
完
機
能
を
果
た
す
力
が
増
し
て
き
ま
す
。

自
治
会
活
動
は
２
年
で
役
員
が
総
入
れ
替
え
と
な
り
ま

す
。
当
初
は
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
防
災
、
防
犯
、
環
境
、

土
木
、
交
通
、
保
健
文
教
、
体
育
な
ど
広
範
囲
の
事
業
を

こ
な
し
、そ
れ
ぞ
れ
職
責
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
は
自
治
会
活
動
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位

置
付
け
、
今
後
さ
ら
に
協
力
体
制
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
当
事
業
は
牧
之
原
市
の
絆
づ
く
り
事
業
（
小
学

校
区
）
と
し
て
認
定
さ
れ
、
毎
年
30
万
円
の
補
助
を
受
け

て
い
ま
す
。

片浜区公民館まつりで刃物研ぎ・木工教室

定例祈祷後の交流タイムに「いいとこまんじゅう」出店

片浜夏まつりで流しそうめん
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福
知
山
の
子
育
て
環
境

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
来
る
」
ブ
ー
ム

で
に
ぎ
わ
う
福
知
山
市
は
、
京
都
府
北
部
に
位
置
す
る
人

口
７
万
８
０
０
０
人
ほ
ど
の
ま
ち
で
す
。
昨
年
の
出
生
数

は
６
６
５
人
と
前
年
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
合

計
特
殊
出
生
率
は
１
・
96
（
平
成
24
年
調
べ
）
と
全
国
的

に
見
て
非
常
に
高
く
、
今
年
の
統
計
結
果
で
は
２
・
０
を

上
回
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
双
子
の
出
生
数
も
多
く
、

昨
年
だ
け
で
５
組
。
３
歳
ま
で
の
双
子
は
30
組
を
超
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
環
境
も
充
実
し
て
お
り
、
子
育
て
親
子
が
交
流

で
き
る
施
設
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
４
カ
所
と
後
述
す

る
「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」
の
計
５
カ
所
、
児
童
館
・
児
童

セ
ン
タ
ー
も
９
カ
所
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
を

１
カ
所
に
集
約
す
る
た
め
、
子
育
て
総
合
相
談
窓
口
（
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
）
が
市
役
所
横
の
子
ど
も
政
策

室
に
整
備
さ
れ
、
０
〜
18
歳
の
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

◆◆◆

援
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

が
窓
口
と
な
り
、
子
育
て
を
応
援
し
て
ほ
し
い
「
依
頼
会

員
」
と
、
応
援
し
た
い
「
援
助
会
員
」
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
、市
民
参
加
の
相
互
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
お
ひ
さ
ま
と
風
の
子
サ
ロ
ン
」
の
活
動
内
容

「
お
ひ
さ
ま
と
風
の
子
サ
ロ
ン
」
は
、
平
成
19
年
９
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
翌
20
年
４

月
か
ら
福
知
山
市
の
「
地
域
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
事
業
」

を
受
託
し
て
い
ま
す
。

設
立
当
初
は
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
は
福
知
山
城
の
す
ぐ
近
く
に

あ
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」

（
以
下
「
す
く
す
く
」）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

空
き
店
舗
が
手
狭
に
な
り
、「
行
政
の
施
設
で
子
育
て

支
援
の
拠
点
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
管
理
運
営
団
体
が
変
わ

っ
て
も
、
子
育
て
親
子
は
行
き
場
が
あ
る
の
で
は
？
」
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、長
年
に
わ
た
っ
て「
子

◆◆◆

育
て
支
援
拠
点
施
設
」
の
運
営
を
提
言
し
て
き
ま
し
た
。

「
す
く
す
く
」
は
元
々
あ
っ
た
施
設
を
改
修
・
増
築
し
、

２
１
１
・
25
平
方
㍍
の
広
さ
と
17
台
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
ま
し
た
。

就
園
前
の
０
〜
３
歳
児
の
親
子
の
利
用
が
多
く
、
マ
マ

友
を
つ
く
っ
た
り
、
子
育
て
情
報
を
交
換
し
た
り
す
る
場

と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
育
児
の
悩
み
を
担
当
す
る

「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
や
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
専
門
職
に
よ
る
相
談
会
（
栄
養
士
・
助
産
師
と
の
相
談
、

抱
っ
こ
ひ
も
の
使
い
方
相
談
、
元
児
童
相
談
所
判
定
課
長

で
当
団
体
副
理
事
長
の
子
育
て
相
談
）
を
利
用
す
る
こ
と

で
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
簡
単
な
工
作
、「
手
形
足
形
の
日
」
の
実
施
、
専
門

講
師
に
よ
る
ハ
ン
ド
・
フ
ッ
ト
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
、
ア
レ

ル
ギ
ー
相
談
会
、
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
話
、
双
子
交
流

会
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
即
座
に
反
映
さ
せ
た
様
々

な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
昨
年
度
は
月
平

均
で
親
子
１
２
０
０
人
の
利
用
が
あ
り
、
た
び
た
び
駐
車

場
が
満
車
に
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
の
強
い
味
方
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

福
知
山
市
は
転
入
出
が
多
く
、
都
会
か
ら
の
移
住
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
に
知
り
合
い
が
い
な
い
中
で
の

子
育
て
は
、
想
像
以
上
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。

市
に
は
「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
私
と
子

ど
も
政
策
室
職
員
の
２
人
、今
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た「
保

育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」（
保
育
園
・
幼
稚
園
の
相
談
）
が

１
人
お
り
、３
人
が
互
い
に
連
携
を
と
り
合
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
子
育
て
支
援
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹

◆◆◆

京
都
府
福
知
山
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

足
立
　
喜
代
美

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ひ
さ
ま
と
風
の
子
サ
ロ
ン

副
理
事
長
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

―
充
実
し
た
支
援
で
楽
し
く
子
育
て
―

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
対
応
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介
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
の
専
門
家
に
つ
な
ぐ
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
存
在
は
、
特
に
転
入
し
た
て
の
親
子
が

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
す
く
す
く
」
に
初
め
て
来
所
し
た
と
き
も
、
ま
ず
は

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
私
が
親
子
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ

る
よ
う
に
寄
り
添
い
な
が
ら
対
応
し
、
同
郷
の
利
用
者
と

つ
な
い
だ
り
、
市
内
で
の
子
育
て
情
報
を
伝
え
て
、
孤
独

な
育
児
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
大
阪
か
ら
移
住
し
て
き
た
利
用
者
が
、「
す
く

す
く
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
周
り
に
頼
る
人

が
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、『
す
く
す
く
』
に
来
る
こ
と
で

子
ど
も
が
ハ
イ
ハ
イ
を
覚
え
、
夢
中
で
遊
ぶ
こ
と
も
多
く

な
っ
た
。
親
も
育
児
の
悩
み
を
相
談
し
、
不
安
が
解
消
し

て
気
持
ち
も
ほ
ぐ
れ
安
心
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

育
児
に
追
わ
れ
、
社
会
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
思
い
を
感
じ

て
い
た
母
親
が
、
最
初
に
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
て
る
の

は
「
子
育
て
支
援
施
設
」
で
す
。
こ
の
場
所
に
た
ど
り
着

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
次
へ
の
道
が
開
か
れ
る
と
、
日
々

利
用
者
と
接
し
て
い
て
感
じ
て
い
ま
す
。

福
知
山
市
か
ら
転
出
さ
れ
る
場
合
も
、
引
っ
越
し
先
の

子
育
て
支
援
施
設
に
連
絡
を
取
っ
て
支
援
を
仰
い
で
い
ま

す
。
福
知
山
を
離
れ
た
後
の
不
安
が
少
し
で
も
軽
減
で
き

れ
ば
、
と
い
う
思
い
で
接
し
て
い
て
、
今
も
連
絡
を
取
り

続
け
て
い
る
母
親
も
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
、「
す
く

す
く
」
は
２
月
末
か
ら
閉
館
し
て
い
ま
す
。
毎
日
聞
こ
え

◆◆◆

て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
声
も
な
く
、
館
内
は
静
ま
り
返
っ

て
い
ま
す
。

自
粛
生
活
の
中
で
マ
マ
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
が
心
配
に
な

り
、Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
「
し
ん
ど
い
気
持
ち
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
た
途
端
、
返
答
が
続
々
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
の
声
に
向
き
合
っ
て
対
応
し
、
そ
の
対
応
の
中

か
ら
「
少
し
で
も
顔
の
見
え
る
支
援
を
」
と
思
い
、
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
も
開
始
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
５
月
末
現
在
、少
し
ず
つ「
す

く
す
く
」
再
開
の
気
配
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
冊
子

が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、「
す
く
す
く
」
に
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
が
戻
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
原
稿
執
筆
に
あ
た
り
ご
協
力

い
た
だ
い
た
福
知
山
市
地
域
振
興
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

お
よ
び
子
ど
も
政
策
室
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

移住ファミリー

ベビーベッドでお昼寝

すくすくひろば外観
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眠
っ
て
い
る
建
物
を 

市
民
の
手
で
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

京
都
府
最
南
端
の
ま
ち
、
木
津
川
市
。
そ
の
市
庁
舎
の

北
向
か
い
に
あ
る
古
び
た
ビ
ル
が
「
木
津
川
市
情
報
発
信

基
地
キ
チ
キ
チ
」
で
す
。
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
年
）
に

建
て
ら
れ
た
こ
の
建
物
は
、
京
都
府
木
津
土
木
建
築
事
務

所
↓
検
察
庁
↓
旧
木
津
町
商
工
会
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
倉
庫
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
見
て
、
ま
ち
の
た
め
に
何
か
活
か
せ
な
い

か
？　

と
キ
チ
キ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
の
が
市
在
住
の
佐
藤
啓
子
さ
ん
。
２
０
１
０
年
か
ら
木

津
川
ア
ー
ト
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
現
代
ア

ー
ト
を
市
内
の
古
い
民
家
や
神
社
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
展
示
す
る
こ
と
で
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

木
津
川
市
に
み
ん
な
が
集
え
る
素
敵
な
場
所
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
集
め
て
発
信
で
き
る
基
地
を
作
ろ
う
。
そ
ん

な
思
い
に
共
感
し
た
人
々
が
集
ま
っ
て
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
。
建
築
の
プ
ロ
だ
け
で
な
く
市
民
の

手
も
加
わ
っ
て
、
２
０
１
６
年
に
よ
う
や
く
工
事
が
完
了

◆◆◆

し
ま
し
た
。多
く
の
賛
同
者
と
木
津
川
市
の
承
認
を
得
て
、

キ
チ
キ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運
営
す
る
キ
チ
キ
チ
は
、
２

０
１
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
し
た
。

ア
ー
ト
を
通
じ
て
人
と
つ
な
が
る 

そ
ん
な
場
所
を
め
ざ
し
て

キ
チ
キ
チ
館
内
に
は
、
カ
フ
ェ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
ま
す
。
入
り

口
廊
下
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
市
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動

の
案
内
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
情
報
、
近
隣
市
町
村
の
イ

ベ
ン
ト
や
展
覧
会
の
案
内
な
ど
の
ち
ら
し
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
架
。
必
要
な
情
報
を
求
め
て
少
し
ず
つ
人
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
１
年
目
は
や
は
り
厳
し
い
運
営
が
続
き
ま

し
た
が
、
２
年
目
は
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
、
さ
あ

こ
れ
か
ら
、と
い
う
と
き
に
道
半
ば
で
佐
藤
さ
ん
が
急
逝
。

木
津
川
ア
ー
ト
に
も
関
わ
り
、
キ
チ
キ
チ
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
一
緒
に
や
っ
て
き
た
福
田
藍
と
私
の
２
人
で
後
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

こ
の
場
所
を
ど
う
維
持
し
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。
た
ど

◆◆◆

り
着
い
た
の
は
二
つ
の
こ
と
で
し
た
。

ひ
と
つ
は
、「
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
こ
の
場
所
を
必
要
に
思
い
使
っ
て
も
ら
お

う
」と
い
う
こ
と
。
木
津
川
市
に
は
、木
津
川
ア
ー
ト
以
降
、

ア
ー
ト
作
家
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
農
家
や

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
り
、
育

っ
て
き
た
土
壌
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
心
で
活
動
し
て

い
た
佐
藤
さ
ん
が
ま
い
た
種
を
大
切
に
育
て
、
意
思
を
受

け
継
ぐ
こ
と
が
使
命
だ
と
再
認
識
し
た
の
で
し
た
。

現
在
、
２
階
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
子
育
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
食
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
、
地
元
で
活
躍
す
る
方
々
が
利
用
し
、
ま
ち
を

元
気
に
す
る
企
画
や
活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、「
ア
ー
ト
の
力
で
に
ぎ
わ

い
を
呼
ぼ
う
」
と
い
う
こ
と
。
陶
芸
家
の
福
田
と
現
代
ア

ー
ト
作
家
で
も
あ
る
私
の
強
み
は
ア
ー
ト
。
も
の
を
つ
く

る
楽
し
さ
や
、
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
や
展
示
を
進
め
て
い
こ

う
と
考
え
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
空
間
に
現
代
ア
ー
ト
を
展
示

し
た
い
と
い
う
の
は
佐
藤
さ
ん
の
夢
で
も
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
取
り
組
ん
だ
企
画
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
兼
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
も
あ
っ
た
佐
藤
さ
ん
の
回

顧
展
「
さ
と
う
け
い
こ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
展
」。
他

に
も
木
津
川
ア
ー
ト
２
０
１
８
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
カ
エ

ル
展
」、
市
在
住
の
写
真
家
の
「
カ
フ
ェ
で
カ
フ
ェ
写
真

展
」、
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
主
催
し
た
、
地
元
の
ア
ー
ト

＆
ク
ラ
フ
ト
作
家
に
よ
る
「
キ
ノ
ツ
ク
ラ
フ
ト
展
」、
市

の
廃
校
で
行
っ
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
と
同
時
展
示
し
た

「
と
お
の
お
と
小
品
展
」、
椅
子
や
食
器
を
展
示
販
売
し
た

「
日
々
テ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

年
配
の
方
や
子
育
て
中
の
親
子
な
ど
普
段
ア
ー
ト
に
触

京
都
府
木
津
川
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
ア
ー
ト
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に
―

加
藤
　
史
江

木
津
川
市
情
報
発
信
基
地
キ
チ
キ
チ

人
が
集
い
、
何
か
が
生
ま
れ
る
場
づ
く
り
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れ
る
こ
と
の
な
い
方
々
に
も
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
参
加
し
た
作
家
か
ら
好
評
だ
っ
た

作
品
展
は
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
課
題
解
決
も

交
流
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る

奈
良
と
京
都
を
結
ぶ
国
道
や
鉄
道
が
走
る
木
津
川
市

は
、
新
興
住
宅
地
に
子
育
て
世
代
が
移
り
住
み
、
人
口
増

加
が
進
む
活
気
あ
る
ま
ち
。
一
方
で
自
然
豊
か
な
山
間
部

や
旧
市
街
と
の
二
極
化
が
進
み
、
郊
外
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

が
有
す
る
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
キ
チ
キ
チ
で
も
そ
の

課
題
解
決
を
探
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
農
と
食
。
カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
積
極

的
に
地
元
食
材
を
使
用
。
契
約
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
旬
の

野
菜
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
、
茶
農
家
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
抹
茶
ラ

◆◆◆

テ
や
抹
茶
か
き
氷
は
特
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
店
内
で
も

お
茶
を
使
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
販
売
し
、
地
産
地
消
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
農
政
課
や
生
産
者
と
一
緒
に
、
佐
藤
さ
ん

が
関
わ
っ
て
い
た
み
の
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
い

で
、
第
１
・
第
３
土
曜
日
に
は
キ
チ
キ
チ
駐
車
場
で
「
み

の
り
市
」
を
開
催
。
生
産
者
が
見
え
る
朝
市
は
、
市
民
と

農
家
を
つ
な
ぐ
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
呼
び
ま
し
た
。
今

後
、「
み
の
り
市
」
は
野
菜
や
加
工
品
を
台
に
吊つ

っ
て
販

売
す
る
「
吊
り
店
」
と
い
う
か
た
ち
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
予
定
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
木
津
川
市
の
農

と
食
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
子
育
て
支
援
へ
の
取
り
組
み
。
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ

フ
の
多
く
は
、
子
育
て
世
代
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
学
校
の
下
校
時
間
に
合
わ

せ
た
シ
フ
ト
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
キ
チ
キ
チ
ク

ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
。
調

理
だ
け
で
な
く
、
も
の
づ
く
り
の
ス
キ
ル
を
持
つ
ス
タ
ッ

フ
の
才
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
に
も
関
心
の

高
い
親
子
が
集
ま
る
こ
と
で
、
子
育
て
の
情
報
交
換
が
で

き
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
月
１
回
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
地
元
野
菜
を
使

っ
た
夕
食
を
提
供
す
る
「
わ
ん
こ
い
ん
食
堂
」。
看
護
、

防
災
、
英
語
、
ア
ー
ト
な
ど
、
各
専
門
家
の
レ
ク
チ
ャ
ー

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、交
流
会
を
楽
し
め
る
親
子
講
座「
に

じ
い
ろ
の
森
」。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
つ
な
が
り
を
持
ち

な
が
ら
、
子
育
て
応
援
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

４
年
目
を
迎
え
た
キ
チ
キ
チ
の
運
営
に
も
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
を
増
や
す
仕

組
み
を
ど
う
作
る
か
？　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
な
ど
情
報

発
信
に
効
果
的
な
方
法
と
は
？　

安
定
し
た
運
営
費
を
ど

う
確
保
す
る
の
か
？　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
下
で
、
人
と
人
が
集
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
今
。ジ
ャ
ン
ル
や
世
代
を
超
え
た
人
と
交
流
し
な
が
ら
、

実
験
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
キ
チ
キ
チ
１
階
の
カ

フ
ェ
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
「
理
科
準
備
室
」
の
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

「にじいろの森」アート編、
むにゅむにゅお絵かきワークショップ

カフェギャラリーに現代アートを展示した
「とおのおと小品展」

見た目はそのままに、内部をリノベーションした木津川市情報発信基地キチキチ
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２
０
１
６
年
秋
。
な
ん
だ
か
随
分
昔
の
こ
と
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
が
、
今
か
ら
約
４
年
前
に
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
放

課
後
真
庭
」（
以
下
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
）
は
誕
生
し
ま
し
た
。

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
放
課
後
や
休
日
に
障
害
児
が
通
う
通
所

施
設
で
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
障
害
福
祉
事

業
を
し
て
い
ま
す
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
が
あ
る
の
は
岡
山
県
真

庭
市
。
鳥
取
県
と
の
境
に
あ
る
、
人
口
５
万
人
に
満
た
な

い
市
で
す
。
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
行
け
ば
誰
か
し
ら
知

り
合
い
に
会
い
、
初
め
て
会
う
人
も
話
を
聞
け
ば
同
級
生

の
兄
弟
だ
っ
た
り
、
元
同
僚
だ
っ
た
り
、
す
ぐ
に
つ
な
が

り
ま
す
。

２
０
４
５
年
ま
で
に
は
高
齢
化
率
が
43
・７
％
に
達
し
、

10
人
に
４
人
は
高
齢
者
に
な
る
と
い
わ
れ
る
真
庭
市
。
山

に
囲
ま
れ
た
こ
の
地
で
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は

き
ょ
う
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

教
室
か
ら
地
域
に
繰
り
出
す

開
設
当
初
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
を
利
用
し
て
い
る
子
は
た
っ

た
２
人
。
近
所
の
人
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
っ

◆◆◆

そ
り
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
や
、
地
域
を
歩

け
ば
「
お
ー
、
今
日
は
ど
こ
行
く
ん
？
」
と
声
を
掛
け
て

も
ら
え
る
よ
う
に
。
土
曜
日
や
夏
休
み
な
ど
に
普
段
で
き

な
い
体
験
を
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
徐
々
に
教
室
か
ら

地
域
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と

聞
け
ば
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
繰
り
出
し
、
面
白
い
人
を
見
つ
け
れ

ば
教
室
に
遊
び
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
人
が
人
を
呼
ん
で
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
こ
と
を
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
い
い
？
」
と
声
を
掛
け
て
も
ら
う
機
会
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。　

中
で
も
、
こ
の
地
域
で
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
が
、
畑
の
持
ち
主
と
の
出
会

い
。
廃
油
を
使
っ
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
た
り
、
環

境
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
く
れ
た
り
す
る
団
体
の
中
の
一

人
「
つ
ば
さ
く
ん
」
が
趣
味
で
畑
作
を
し
て
い
て
、「
ピ

タ
ゴ
ラ
ス
も
一
緒
に
野
菜
作
ろ
う
！
」
と
誘
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

２
カ
月
に
１
度
、
子
ど
も
も
ス
タ
ッ
フ
も
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
野
菜
を
育
て
る
よ
う
に
…
、
い
や
、
ス
タ
ッ

フ
が
草
取
り
を
す
る
そ
ば
で
、
子
ど
も
た
ち
は
カ
エ
ル
を

追
い
か
け
た
り
、
ミ
ミ
ズ
を
見
つ
け
て
は
「
つ
ば
さ
く
ー

ん
！
見
て
ー
！
」
と
叫
ん
だ
り
。
夏
に
は
収
穫
し
た
ピ
ー

マ
ン
や
ナ
ス
を
商
店
街
に
持
っ
て
行
き
「
ピ
ー
マ
ン
い
り

ま
せ
ん
か
ぁ
？
」
と
押
し
売
り
し
、
も
ら
っ
た
千
円
札
を

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
囲
み
、
ど
う
遣
う
か
会
議
開
始
。

ア
イ
ス
が
買
い
た
い
子
、
駄
菓
子
が
買
い
た
い
子
―
全
員

同
じ
に
す
る
必
要
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
で
決
め
た
ら
人

数
で
割
っ
て
１
人
当
た
り
遣
え
る
金
額
を
決
め
、
ス
ー
パ

ー
で
お
の
お
の
欲
し
い
も
の
を
チ
ョ
イ
ス
し
ま
す
。
決
ま

っ
た
金
額
で
何
が
買
え
る
か
、
暗
算
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
ス
マ
ホ
を
借
り
て
電
卓
機
能
で
計
算
し
た
り
。
遣
え
る

ギ
リ
ギ
リ
の
額
ま
で
上
手
に
買
い
物
を
す
る
子
も
い
ま
す

（
外
税
表
示
が
厄
介
な
こ
と
）。

実
生
活
で
学
ぶ

こ
れ
は
、
買
い
物
に
限
ら
ず
外
食
時
に
も
目
的
と
し
て

い
る
体
験
で
す
。
外
食
に
行
く
日
は
予
算
を
決
め
、
そ
の

予
算
内
で
注
文
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
ま
す
。
普
段
、
算

数
の
宿
題
が
嫌
で
嫌
で
仕
方
な
い
子
も
必
死
で
す
。
だ
っ

て
自
分
が
食
べ
た
い
物
で
す
か
ら
。
注
文
も
支
払
い
も
も

ち
ろ
ん
自
分
で
し
ま
す
。
最
初
は
お
ど
お
ど
し
て
レ
ジ
前

で
お
金
を
ば
ら
ま
い
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た

が
、
経
験
っ
て
す
ご
い
。
み
ん
な
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
千
円
札
渡
し
て
、
財
布
の
口
を
開
い

て
待
っ
て
い
れ
ば
、
店
員
さ
ん
が
お
釣
り
を
財
布
に
入
れ

て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
で
十
分
。
地
域
に
出
る
か
ら
こ
そ
、

実
生
活
の
中
で
学
べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

畑
の
活
動
に
は
続
き
が
あ
り
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
商
売
の

◆◆◆

岡
山
県
真
庭
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
地
域
を
お
こ
し
、
地
域
で
お
こ
さ
れ
―

長
綱
　
か
ほ
り

「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
放
課
後
真
庭
」
保
育
士

元
気
あ
ふ
れ
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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経
験
も
し
ま
す
。
畑
で
育
て
た
大
根
を
、
地
域
で
キ
ム
チ

を
作
っ
て
い
る
方
に
依
頼
し
、
本
格
大
根
キ
ム
チ
漬
け
に

し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
を
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
キ
ム
チ
」
と

し
て
商
品
化
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
た
ち
が
販

売
。
商
品
を
並
べ
、
大
き
な
声
で
売
り
子
を
し
、
代
金
を

い
た
だ
き
、
お
客
に
商
品
を
お
渡
し
す
る
―
子
ど
も
た
ち

が
役
割
分
担
し
て
販
売
す
る
姿
は
本
当
に
生
き
生
き
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
を
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
が
取

材
し
、
放
送
を
見
た
方
か
ら
「
見
た
で
ー
」
と
声
を
掛
け

て
も
ら
い
、売
上
金
を
使
っ
て
遊
園
地
に
も
行
き
ま
し
た
。

「
キ
ム
チ
を
た
く
さ
ん
売
っ
て
今
年
も
遊
園
地
に
行
こ

う
」。
子
ど
も
た
ち
は
立
派
な
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
ピ
ま
ご
ラ
ス
」
で

高
齢
者
と
コ
ラ
ボ

子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
人

に
恵
ま
れ
て
お
り
、「
森
の

達
人
」
に
も
た
く
さ
ん
の
体

験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
森
の
中
で
椎
茸
の
植
菌

を
し
、
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ

イ
ジ
並
み
の
ブ
ラ
ン
コ
を
作

り
、
魚
の
つ
か
み
取
り
を
し

て
さ
ば
い
て
串
刺
し
に
し
て

た
き
火
で
焼
い
て
…
今
年
は

秘
密
基
地
も
建
築
中
で
す
。

他
に
も
、
ド
ラ
マ
ー
に
ド
ラ

ム
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

ピ
ザ
屋
を
借
り
て
一
日
ピ
ザ

屋
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

工
事
現
場
の
巨
大
な
真
っ
白

◆◆◆

な
壁
に
絵
を
描
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は

地
域
の
人
に
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
全
く
過

言
で
は
な
い
の
で
す
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
年
に
３
回
コ
ラ
ボ
イ
ベ

ン
ト
も
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が

一
緒
に
お
菓
子
を
作
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
お

り
、
そ
の
名
も
「
ピ
ま
ご
ラ
ス
」。
子
ど
も
た
ち
は
地
域

の
孫
。
障
害
が
あ
る
か
ら
お
世
話
を
し
て
も
ら
う
の
で
は

な
く
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
が
こ
れ

だ
け
地
域
に
つ
な
が
り
を
求
め
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
地
域
で
大
き
く
な
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
困
っ
た
と

き
に
ヘ
ル
プ
を
出
せ
る
頼
れ
る
人
が
一
人
で
も
増
え
た
ら

い
い
な
と
願
う
か
ら
で
す
。

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
へ

９
町
村
の
大
合
併
に
よ
り
、
面
積
は
県
下
最
大
の
真
庭

市
。
し
か
し
障
害
児
が
生
き
て
い
く
に
は
選
択
肢
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
は
市
内
に
は
な
く
、
毎
朝

７
時
半
発
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
間
に
合
う
よ
う
、
７
時
前

に
は
自
宅
を
出
発
す
る
子
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。
多
様

性
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
障
害
児
や
そ
の
家
族
が
周
り
に
合

わ
せ
る
暮
ら
し
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

ハ
ッ
ピ
ー
に
暮
ら
せ
る
地
域
へ
。
そ
の
た
め
に
ピ
タ
ゴ
ラ

ス
が
ハ
ブ
と
な
り
、
真
庭
の
福
祉
を
変
え
て
い
け
た
ら
。

今
日
も
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

◆◆◆
森の達人に教わり秘密基地作り

工事現場の白壁に絵を描く子どもたち

長期休暇の昼食はみんなでつくる
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」
の
設
立

山
口
県
の
人
口
３
万
人
弱
の
小
さ
な
田
舎
町（
長
門
市
）

に
、
木
育
推
進
を
目
的
に
民
間
の
団
体
を
設
立
し
よ
う
と

動
き
始
め
た
の
が
２
０
１
５
年
11
月
。
木
に
関
わ
る
人
た

ち
や
団
体
、
子
育
て
関
係
者
な
ど
延
べ
１
０
０
組
以
上
に

声
を
掛
け
、２
０
１
６
年
５
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」

の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。
理
事
も
ま
だ
「
木
育
」
を
よ
く

理
解
し
て
い
な
い
ま
ま
誕
生
し
た
の
で
す
が
、「
木
」
の

魅
力
か
ら
か
「
何
か
楽
し
そ
う
」「
何
か
で
き
る
の
で
は
」

と
い
う
発
想
で
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
の
総
会
で
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
事
務
局
長
の
馬

場
清
氏
が
講
演
。
こ
れ
を
機
に
木
育
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト

し
、
同
館
の
多
田
千
尋
館
長
の
講
演
を
経
て
長
門
市
の
木

育
は
本
格
的
に
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
宣
言

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と
長
門
市
、そ
し
て
「
人
と
木
」

◆◆◆◆◆◆

は
２
０
１
６
年
11
月
に
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
を
す

る
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
り
、
そ
の
準
備
に
向
け
て
高
齢
者

の
会
員
を
中
心
に
動
き
だ
し
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
移
動

型
お
も
ち
ゃ
美
術
館
「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
で
は
、
事
前

準
備
を
含
め
３
日
間
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
延
べ
２

５
０
人
の
協
力
が
あ
り
、
約
５
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

市
職
員
の
動
員
も
な
く
、
民
間
だ
け
で
開
催
で
き
た
こ

と
が
大
き
な
自
信
に
な
り
、
そ
れ
以
降
の
活
動
に
弾
み
が

つ
き
ま
し
た
。
同
時
に
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
豊
か
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、「
人
と
木
」
の
原
点
と
な
る
３
日
間
で
し
た
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
後
に
は
、
誕
生
祝
い
品
の
贈
呈

式
も
行
わ
れ
、
新
生
児
に
長
門
の
職
人
が
長
門
産
の
木
で

作
製
し
た
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

民
の
間
で
も
木
育
の
話
題
が
少
し
ず
つ
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
設
立

市
内
仙
崎
地
区
で
道
の
駅
の
建
設
が
始
ま
り
、
そ
こ
の

「
木
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」
を
運
営
す
る
よ
う
市
か
ら
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
話
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
、
市
は
東

京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と
の
姉
妹
館
構
想
へ
と
ハ
ン
ド
ル
を

切
っ
た
の
で
す
。
ハ
ー
ド
面
は
市
が
整
備
し
、
ソ
フ
ト
面

は
「
人
と
木
」
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
直
面
す
る
多

く
の
ハ
ー
ド
ル
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
作
戦
会

議
を
重
ね
ま
し
た
。

行
政
の
掛
け
声
だ
け
で
市
民
は
動
か
な
い
と
い
う
視
点

は
一
致
し
て
い
た
の
で
、
お
互
い
が
忌き

憚た
ん

の
な
い
意
見
を

ぶ
つ
け
る
の
が
基
本
で
す
。
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
監

修
も
入
り
、
設
計
や
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
我
々
も
最
初
か
ら

関
わ
り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
４
月
７
日
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
数
カ
月
は
、
協
議
し
、
挫
折
し
、
再
起
を
繰
り
返
す
慌

た
だ
し
い
毎
日
で
し
た
。
一
番
に
目
指
し
た
い
の
は
市
民

協
働
。
市
民
が
参
加
し
、
共
感
し
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
場
で
す
。

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
30
年
前
は
３
世
代
・

４
世
代
同
居
が
普
通
だ
っ
た
地
域
で
学
校
の
統
廃
合
が
進

み
、
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
若
者
は
市
外
に

流
出
。
あ
っ
と
い
う
間
の
過
疎
化
で
す
。
嘆
い
て
い
て
も

解
決
し
な
い
と
前
を
向
き
、
高
齢
者
の
居
場
所
に
な
る
の

で
は
と
期
待
し
た
の
が
「
長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
設

立
で
す
。
赤
い
エ
プ
ロ
ン
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
お
も
ち

ゃ
学
芸
員
こ
そ
、
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
し
た
。

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
０
歳
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世

代
が
触
れ
合
い
、
共
に
体
験
・
交
流
す
る
空
間
で
す
。
全

◆◆◆

山
口
県
長
門
市

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
官
民
協
働
の
地
域
を
目
指
し
て
―

岩
本
　
美
枝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
木
」
理
事
長

木
育
を
通
し
て
社
会
参
加
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国
か
ら
の
お
客
様
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

高
齢
者
も
元
気
に
な
り
、豊
か
な
非
日
常
が
生
ま
れ
ま
す
。

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
高
齢
者
は
若
い
世
代
に
も
影
響
を
与

え
、
地
域
に
も
活
力
が
湧
い
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
の
夢

を
か
な
え
よ
う
と
、「
目
指
せ
！
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
１
０

０
名
誕
生
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
こ
の
田
舎
で
？
」
の
声
は
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
し
、

○
○
会
が
あ
る
と
聞
け
ば
プ
レ
ゼ
ン
に
行
き
、
会
員
は
知

人
を
誘
い
、チ
ラ
シ
と
ネ
ッ
ト
と
口
コ
ミ
で
情
報
を
流
し
、

美
術
館
の
オ
ー
プ
ン
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
拍
手
喝
采
で
す
。
新
し
い
形
の
市

民
参
加
に
感
謝
で
す
。
開
館
前
の
総
決
起
集
会
で
見
た
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
１
０
０
人
の
赤
い
エ
プ
ロ
ン
姿
は
壮
観

で
、
感
激
の
あ
ま
り
涙
が
出
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、「
目
指
せ
！
木
の
た
ま
ご
１
０
０
０
０
個
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
展
開
し
ま
し
た
。
小
中
学
校
な

ど
で
「
木
の
た
ま
ご
」
を
子
ど
も
た
ち
に
作
っ
て
も
ら
う

も
の
で
す
。長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の「
木
の
プ
ー
ル
」に
、

長
門
の
子
ど
も
が
作
っ
た
た
ま
ご
が
入
り
ま
し
た
。
形
も

大
き
さ
も
違
う
不
ぞ
ろ
い
の
い
と
お
し
い
た
ま
ご
た
ち
で

す
。
多
く
の
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
が
学
校
な
ど
に
出
向
き
、

児
童
生
徒
や
幼
児
に
作
り
方
を
教
え
な
が
ら
交
流
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
全
国
の
方
々
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
目
玉
に
な
る

キ
ッ
ズ
ク
ル
ー
ズ
船
「
弁
天
」
も
誕
生
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
初
め
て
経
験
す
る
中
、
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
、
会
員
が
人
に
直
接
話
し
て
お
願
い
す
る
ア
ナ
ロ
グ
作

戦
も
功
を
奏
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
力
で
達
成
で
き
た

喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

引
き
続
き
未
来
へ

「
人
と
木
」
が
活
動
を
始
め
て
丸
４
年
に
な
り
ま
す
。

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
木
育
推
進
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
ハ
ブ
機
能
を
持
た
せ
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
市

民
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。お
も
ち
ゃ
学
芸
員
を
中
心
に
、

地
域
企
業
や
学
生
た
ち
も
巻
き
込
み
、
新
し
い
形
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
長
門
型
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
も
の
づ
く

り
体
験
な
ど
、
発
案
・
構
想
・
実
行
に
は
多
く
の
市
民
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
文
字
通
り
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で

が
年
齢
に
関
係
な
く
、
普
通
に
日
常
的
に
木
育
に
関
わ
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を

目
指
し
て
い
く
の
が
我
々
の

使
命
で
す
。

楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
続
け
る
こ
と
が
大
事

で
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
目

標
の
一
つ
で
す
。
過
去
の
形

に
と
ら
わ
れ
ず
、
背
伸
び
し

過
ぎ
ず
、
新
し
い
形
を
参
加

者
と
構
築
し
て
い
き
、
輪
が

広
が
る
よ
う
に
、
も
っ
と
多

く
の
人
と
一
緒
に
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
育
は
地
域
を
つ
な
ぐ
一
つ

の
ツ
ー
ル
で
す
が
、
出
来
る

こ
と
は
無
限
に
あ
り
ま
す
。

◆◆◆

第 3回木育キャラバン in ながと

クラウドファンディングでキッズクルーズ船

おもちゃ美術館外観
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「
海
の
魚
は
、
傷
つ
い
た
ら
真
水
に
あ
た
り
に
く
る
。

川
の
魚
は
、
海
水
に
浸
る
」

学
生
と
し
て
漁
村
の
集
落
調
査
に
関
わ
っ
て
い
た
と

き
、
海
に
湧
く
真
水
を
珍
し
そ
う
に
覗
き
込
む
私
に
、
山

と
海
を
行
き
来
す
る
半
農
半
漁
の
中
年
男
性
が
教
え
て
く

れ
た
。

あ
れ
か
ら
10
年
。
海
の
な
い
ま
ち
で
駅
前
の
公
共
施
設

と
向
き
合
う
日
々
に
あ
っ
て
、
近
ご
ろ
よ
く
思
う
。
私
た

ち
「
こ
と
と
ば
那
珂
川
」
が
目
指
す
の
は
、
こ
う
い
う
場

か
も
し
れ
な
い
、
と
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
」
公
共
施
設

平
日
の
夕
方
、
博
多
駅
で
３
０
０
円
の
切
符
を
買
っ
て

新
幹
線
に
乗
る
と
、
車
内
は
思
っ
た
以
上
に
混
み
合
っ
て

い
る
。
景
色
は
一
気
に
郊
外
の
ま
ち
と
山
々
に
な
り
、
新

幹
線
の
車
両
基
地
を
前
に
、終
点
の
小
さ
な
駅
「
博
多
南
」

が
現
れ
る
。「
小
さ
な
駅
」
と
書
い
た
が
、
日
に
１
５
０

◆◆◆

０
０
人
が
乗
り
降
り
し
て
い
る
。

改
札
を
出
た
人
々
を
追
う
と
、
川
を
流
れ
る
草
舟
の
よ

う
に
同
じ
筋
を
歩
く
こ
と
に
な
る
。時
折
立
ち
止
ま
っ
て
、

渡
り
廊
下
の
先
に
あ
る
ビ
ル
に
入
っ
て
い
く
人
が
い
る

が
、
大
半
は
バ
ス
や
迎
え
の
車
に
乗
り
込
ん
で
い
く
。

こ
と
と
ば
那
珂
川
は
、
博
多
南
駅
の
渡
り
廊
下
の
先
に

あ
る
駅
前
ビ
ル
、
デ
ッ
キ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
、
駐
輪
場
の
４

施
設
を
那
珂
川
市
の
事
業
と
し
て
管
理
運
営
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
。
施
設
管
理
の
プ
ロ
で
あ
る
株
式
会
社
フ
ァ
イ

ブ
と
、
県
下
で
先
進
的
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
む
西
部
ガ
ス
株
式
会
社
と
と
も
に
、
私
が
属
す
る
株
式

会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
が
企
画
運
営
を
担
う
。
市
が
所
有
す
る
こ

の
公
共
空
間
は
、
私
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
２

年
前
の
公
募
で
「
ナ
カ
イ
チ
」
と
い
う
愛
称
を
得
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
果
た
し
た
。

潮
目
に
あ
っ
て
危
惧
し
た
の
は
、「
み
ん
な
の
」
と
い

う
お
題
目
の
も
と
、
声
の
大
き
な
人
々
の
た
め
の
施
設
に

な
っ
て
ま
ち
が
疲
れ
て
い
く
こ
と
。
一
歩
引
い
て
、
ま
ち

の
意
思
決
定
の
中
で

声
が
小
さ
く
な
り
が

ち
な
10
〜
30
代
を
中

心
に
、
代
わ
る
代
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

使
っ
て
い
け
る
「
そ

れ
ぞ
れ
の
」
公
共
施

設
を
目
指
す
こ
と
に

し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
鍵
は
「
ア
ー
ト
や

カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
学
び
、
生
み
だ
す
瞬
間
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
仮
説
だ
。

ひ
と
息
つ
け
る
湧
き
水
に

例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
局
「
Ｎ
Ｒ
Ｓ
（
ナ

カ
イ
チ
レ
デ
ィ
オ
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
）」
の
取
り
組
み
。
土

地
の
特
徴
は
ど
こ
に
で
も
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、

人
は
そ
こ
に
し
か
い
な
い
、
と
い
う
考
え
で
始
め
た
。
１

年
前
か
ら
、
毎
週
20
〜
60
代
の
幅
広
い
年
代
の
Ｍ
Ｃ
（
司

会
者
）
が
、
ま
っ
た
く
趣
向
の
異
な
る
発
信
を
続
け
て
い

る
。
気
が
つ
け
ば
こ
の
夏
に
は
13
番
組
に
な
る
。

ラ
ジ
オ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
特
徴
は
、
話
し
手
と
の
適
度
な

距
離
に
あ
る
。そ
の
た
め
、世
代
や
価
値
観
が
異
な
る
人
々

が
楽
し
そ
う
に
興
じ
る
内
輪
話
に
置
い
て
い
か
れ
て
も
、

落
ち
着
い
て
聞
き
流
せ
る
。
気
が
つ
け
ば
、
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
誤
解
を
抱
え
て
遠
ざ
け
合
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

親
と
子
ほ
ど
の
年
齢
の
Ｍ
Ｃ
同
士
が
、
お
互
い
を
尊
重
し

合
っ
て
楽
し
く
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
た
り
も
す
る
。

新
た
な
時
代
の
流
れ
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
て
き
た

人
々
に
も
、
旧
態
依
然
と
し
た
空
気
に
息
苦
し
さ
を
感
じ

◆◆◆

福
岡
県
那
珂
川
市

博多南駅前ビル

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、

 

そ
し
て
帰
路
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

森
重
　
裕
喬

こ
と
と
ば
那
珂
川�

プ
ラ
ン
ナ
ー

―
博
多
南
駅
前
の
取
り
組
み
か
ら
―
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て
い
た
人
々
に
も
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
つ
け
る
湧
き
水
に
な

り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

別
の
角
度
で
は
、
し
ご
と
の
よ
り
あ
い
と
い
う
少
し
変

わ
っ
た
設し

つ
らえ

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。「
デ
ザ
イ
ナ

ー
」
や
「
上
司
」
な
ど
、
毎
回
あ
る
テ
ー
マ
の
当
事
者
３

人
が
ソ
フ
ァ
で
内
輪
話
に
興
じ
る
。
観
客
は
周
り
を
取
り

囲
ん
で
部
外
者
と
し
て
覗
き
込
む
の
だ
が
、
な
ん
と
な
く

知
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た
職
業
の
人
々
が
、
意
外
な

悩
み
を
抱
え
て
い
た
り
、
思
わ
ぬ
楽
し
み
を
糧
に
し
て
い

た
り
す
る
。
当
た
り
前
に
な
っ
た
話
を
新
鮮
そ
う
に
聞
い

て
く
れ
る
場
か
ら
、
ゲ
ス
ト
は
見
失
い
か
け
て
い
た
仕
事

の
価
値
を
再
確
認
し
て
帰
り
、
観
客
は
仕
事
に
活
か
せ
る

種
を
持
ち
帰
る
。
形
式
が
固
定
さ
れ
が
ち
な
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
だ
が
、
少
し
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

る
こ
と
で
、
異
な
る
習
慣
に
暮
ら
す
人
々
の
間
に
幸
福
な

接
点
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
民
謡

ア
ー
ト
と
い
う
目
線
で
は
、
昨
年
、
こ
と
と
ば
那
珂
川

と
協
働
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
と
共
に
、「
ク
ジ

ラ
踊
り
」
と
い
う
民
謡
を
つ
く
っ
た
。
地
域
の
盆
踊
り
が

持
つ
、
さ
さ
い
な
違
い
を
包
み
込
む
懐
が
必
要
だ
と
考
え

た
か
ら
だ
。
地
域
の
方
々
か
ら
聞
い
た
土
地
の
記
憶
を
歌

詞
に
、
マ
イ
ク
を
持
っ
て
録
音
し
た
駅
前
の
音
を
曲
に
、

ナ
カ
イ
チ
に
関
わ
る
人
々
の
話
す
仕
草
を
踊
り
の
振
り
付

け
に
変
え
た
。

海
の
な
い
ま
ち
な
の
に
ク
ジ
ラ
な
の
は
、
博
多
南
駅
前

ビ
ル
の
か
た
ち
を
見
立
て
た
こ
と
に
よ
る
。
い
つ
も
の
流

れ
に
乗
っ
て
い
て
は
、な
か
な
か
気
づ
か
な
い
。
け
れ
ど
、

こ
の
歌
を
知
っ
て
は
じ
め
て
、
ビ
ル
を
見
上
げ
た
人
た
ち

◆◆◆

が
い
た
。
そ
し
て
、
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
土
地
の
記
憶
に

触
れ
、
踊
る
う
ち
に
愛
着
を
深
め
て
い
く
。

ピ
ア
ノ
と
歌
の
み
で
つ
く
ら
れ
た
こ
の
民
謡
は
今
年
、

こ
と
と
ば
と
関
わ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
ア
レ
ン
ジ
を

受
け
て
、
い
く
つ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
枝
分
か
れ
す
る
予

定
で
あ
る
。
変
わ
り
ゆ
く
う
ち
に
、
何
が
残
り
、
消
え
て

い
く
の
か
。
去
り
、
迎
え
る
こ
と
が
長
く
続
い
て
い
く
秘

訣
な
の
だ
と
、
私
た
ち
は
民
俗
芸
能
か
ら
学
ん
だ
。

子
ど
も
映
画
監
督
が
ゆ
く

こ
と
と
ば
那
珂
川
の
現
場
は
、
20
〜
30
代
の
ス
タ
ッ
フ

を
軸
に
動
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ま
ち
の
暮
ら
し
を
担
っ

て
い
く
世
代
と
し
て
は
、
当
然
な
が
ら
次
の
世
代
の
こ
と

が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ

ー
の
西
部
ガ
ス
株
式
会
社
と
、
昨
年
か
ら
「
子
ど
も
映
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
い
て
い
る
。

小
学
校
４
〜
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
映
画
監
督
の

神
保
慶
政
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
シ
ナ
リ
オ
を
考

え
、
他
の
参
加
者
と
話
し
合
っ
て
、
１
人
１
本
、
２
分
ほ

ど
の
短
編
映
画
を
制
作

す
る
。
何
か
を
つ
く
る

と
き
に
は
、
異
な
る
価

値
観
と
の
衝
突
や
共
生

に
出
会
う
。
そ
れ
が
ア

ー
ト
の
、
つ
ま
り
暮
ら

し
の
中
の
共
感
や
違
和

感
を
か
た
ち
に
変
え
て

社
会
と
付
き
合
う
こ
と

の
素
養
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。

◆◆◆

ク
ジ
ラ
踊
り
と
同
じ
く
、
ま
い
た
種
が
芽
を
出
し
、
花

を
咲
か
せ
る
の
は
ま
だ
先
だ
が
、
き
っ
と
あ
っ
と
い
う
間

だ
ろ
う
。

「
と
て
と
て
と
」
の
リ
ズ
ム
で

福
岡
の
都
心
か
ら
す
れ
ば
、
博
多
南
は
流
れ
を
外
れ
た

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
。
改
札
を
降
り
た
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
ナ
カ
イ
チ
は
帰
路
の
一
部
だ
。
真
水
か
、
は

た
ま
た
海
の
水
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ナ
カ
イ
チ
は
水
の

湧
き
出
る
と
こ
ろ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
流
れ

が
枝
分
か
れ
し
て
、
少
し
の
あ
い
だ
と
ど
ま
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
や
っ
と
冒
頭
の
言
葉
が
腑ふ

に
落

ち
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
は
、
ク
ジ
ラ
踊
り
で
繰
り
返
し
唄
わ
れ
る
フ
レ
ー

ズ
に
託
し
た
い
。
つ
ぶ
や
く
程
度
で
か
ま
わ
な
い
の
で
、

声
に
出
し
て
読
ん
で
み
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
た

ち
が
こ
の
土
地
で
泳
ぐ
リ
ズ
ム
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る

は
ず
だ
。

「
と
て
と
て
と　

と
て
と
て
と　

と
て
と
て
と　

繋つ
な

ぐ
」

◆◆◆

子ども映画ワークショップ

クジラ踊り

NRSラジオ
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花
咲
爺
会
の
発
足

私
た
ち
が
住
む
大
城
（
沖
縄
県
北
中
城
村
）
に
は
、
国

指
定
重
要
文
化
財
「
中
村
家
住
宅
」
が
あ
り
、
世
界
遺
産

「
中
城
城
跡
」
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
人
口
３
６
０
人
ほ

ど
の
小
さ
な
集
落
で
す
。戦
争
の
被
害
は
比
較
的
少
な
く
、

昔
の
面
影
を
多
く
残
す
地
域
で
し
た
が
、
そ
の
風
景
は
昭

和
47
年
の
日
本
復
帰
前
後
の
生
活
基
盤
整
備
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

車
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
道
路
拡
幅
や
台
風
に
強
い

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
住
宅
建
築
に
伴
い
、
屋
敷
囲
い
が
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
屋
敷
林
や
石
垣
が
壊
さ

れ
ま
し
た
。
赤
瓦
ぶ
き
の
木
造
住
宅
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

今
の
活
動
に
つ
な
が
る
の
は
、
村
に
よ
る
「
古
城
周
辺

歴
史
的
景
観
整
備
事
業
」の
実
施
で
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

中
城
城
下
の
大
城
・
荻
道
地
区
を
対
象
に
平
成
６
年
度
か

ら
14
年
度
ま
で
住
民
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
共
同
井
戸
（
湧
水
）
や
池
を
取
り
込
ん
だ

複
数
の
ミ
ニ
公
園
が
で
き
、
琉
球
赤
瓦
で
ふ
か
れ
た
公
民

◆◆◆

館
の
建
設
と
多
目
的
広
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
９
年
に
は
村
の
「
観
光
地
修
景
緑
化
事
業
」

に
よ
り
４
０
０
０
本
余
の
ラ
ン
の
苗
が
提
供
さ
れ
区
民
総

出
で
道
路
沿
い
に
植
栽
し
ま
し
た
。
平
成
11
年
10
月
１
日

に
は
村
長
と
自
治
会
長
の
間
で
「
古
城
周
辺
景
観
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
行
政
の
仕
掛
け
が
、
地
域
美
化
に
対
す

る
住
民
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

自
治
会
や
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
既
存
の
組
織
は
日

常
的
に
地
域
美
化
活
動
に
手
が
回
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
あ
る
酒
座
で
地
域
の
美
化
活

動
が
話
題
に
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
居
酒
屋
談
義
に
終
わ
ら
せ
な
い
知
恵
者
が
い
て
、

後
日
企
画
書
を
配
っ
て
相
談
し
、55
歳
以
上
の
男
性
で「
花

咲
爺
会
」
を
平
成
11
年
10
月
24
日
に
結
成
し
ま
し
た
。

花
咲
爺
会
の
活
動
は
、
男
性
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と

居
場
所
づ
く
り
と
い
う
隠
れ
た
目
的
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

花
咲
爺
会
の
活
動

◆◆◆

花
咲
爺
会
の
主
な
活
動
は
、
道
路
の
草
刈
り
清
掃
、
草

花
・
ラ
ン
・
樹
木
の
植
栽
管
理
、
造
形
作
品
の
設
置
な
ど

で
す
。
定
例
活
動
日
は
月
２
回
、
第
１
・
３
日
曜
日
の
午

前
中
で
す
が
、
個
別
に
活
動
し
て
い
る
会
員
が
数
人
い
ま

す
。
管
理
す
る
場
所
は
、
集
落
を
通
る
県
道
１
４
６
号
９

０
０
㍍
の
区
間
と
村
道
の
一
部
、
村
が
造
っ
た
ミ
ニ
公
園

な
ど
で
す
。

緑
を
増
や
す
た
め
に
、
公
用
地
だ
け
で
な
く
個
人
の
土

地
や
屋
敷
に
も
木
を
植
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
や
ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ

の
食
草
を
随
所
に
植
え
、
多
く
の
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

露
地
栽
培
の
ラ
ン
が
道
路
沿
い
に
咲
い
て
い
る
の
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、
散
策
し
て
い
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
の
里
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
シ
ー
サ
ー
や
陶
芸
家
と
彫
刻
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
造
形
作
品
を
設
置
し
て
道
路
の
景
観
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

作
業
後
の
楽
し
み
は
ビ
ー
ル
で
す
。「
大
城
喫
茶
店
」

と
名
づ
け
た
東
屋
に
集
ま
り
、
中
城
城
跡
を
眺
め
な
が
ら

飲
む
ビ
ー
ル
は
格
別
に
う
ま
い
。
２
、
３
本
の
缶
ビ
ー
ル

で
盛
り
上
が
り
ホ
ラ
を
吹
い
て
英
気
を
養
い
、
次
の
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

大
城
の
地
域
づ
く
り
構
想
の
策
定

花
咲
爺
会
の
活
動
は
、
花
好
き
の
男
た
ち
が
勝
手
に
始

め
た
の
で
、区
民
の
認
知
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

自
治
会
役
員
会
に
「
大
城
の
地
域
づ
く
り
構
想
」
を
提
案

し
、平
成
13
年
の
区
民
総
会
で
決
定
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◆◆◆

沖
縄
県
北
中
城
村

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

―
大
城
花
咲
爺
会
の
取
り
組
み
―

外
間
　
裕

大
城
花
咲
爺
会
長

花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
芸
術
の
里
づ
く
り
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大
城
の
地
域
づ
く
り
構
想
は
、「
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
芸

術
の
里
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
県
や
村
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
、
自
治
会
お
よ
び
諸
団
体
や
区
民
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。
県
道
沿
い
に
は

彫
刻
を
設
置
し
て
新
し
い
景
観
を
つ
く
り
出
す
こ
と
、
わ

が
家
は
芸
術
品
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
花
咲
爺
会
も
そ
の
一
翼
を
担
う
べ
く
区
民
の

共
通
認
識
が
得
ら
れ
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
大
城
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
梅
雨
明
け
後

の
満
月
の
頃
に
開
催
し
て
い
る
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
コ
ン
サ

ー
ト
」（
平
成
14
年
〜
）
と
、
地
域
全
体
を
美
術
館
と
見

立
て
て
芸
術
の
秋
に
開
催
し
て
い
る「
ス
ー
ジ
グ
ヮ
ー（
路

地
）
美
術
館
」（
平
成
15
年
〜
）
も
花
咲
爺
会
の
ア
イ
デ

ア
か
ら
生
ま
れ
、
平
成
19
年
ま
で
は
自
治
会
と
の
共
催
で

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
20
年
か
ら
は
自
治
会
の
単
独
開
催

に
な
っ
て
い
ま
す
。

美
の
中
を
歩
く

大
城
の
地
域
づ
く
り
は
応
援
団
の
協
力
に
よ
る
も
の
が

多
い
。
芸
術
家
、
学
者
、
文
化
人
、
地
域
づ
く
り
関
係
者
、

園
芸
業
者
な
ど
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
特
に
、
平

成
16
年
か
ら
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
に
も
地
域
づ
く
り
支
援

に
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
区
内
の
彫
刻
数
は
45
に
増
え
ま
し

た
。
地
域
づ
く
り
構
想
で
目
標
と
し
た
彫
刻
の
あ
る
景
観

が
形
づ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
は
区
民
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
地
域

づ
く
り
構
想
に
基
づ
く
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
づ
く
り
の
進
展

◆◆◆

が
区
民
の
地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
を
醸
成
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
男
性
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
居
場
所
づ

く
り
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
て
20
年
が
た
ち
、
大
城
は
地
域
全
体
が
オ

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
野
外
美
術
館
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
沖
縄
ふ
る
さ
と
百
選
第
１
号
（
沖
縄
県
）、
日
本
の

歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選（
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
）、

新
日
本
歩
く
道
紀
行
「
文
化
の
道
」（
新
日
本
歩
く
道
紀

行
百
選
選
考
委
員
会
）、
第
６
回
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
賞

（
住
宅
生
産
振
興
財
団
）、
美
ら
島
お
き
な
わ
花
と
緑
の
名

所
１
０
０
選
（
沖
縄
県
）
な
ど
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
先
住
民
ナ
バ
ホ
の
人
た
ち
に「
美
の
中
を
歩
く
」

と
い
う
美
し
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
地
域
づ
く
り
の

合
言
葉
に
加
え
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。道端に咲くランの植栽

県道沿いに設置された彫刻

大城花咲爺会のメンバーら
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特 集
は
じ
め
に

街
中
の
カ
フ
ェ
で
人
々
が
集
い
刺
激
や
新
し
い
学
び
を

得
る
。
住
宅
街
の
中
に
あ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で

テ
レ
ワ
ー
ク
に
い
そ
し
む
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
い
る
。
大
学
に
は
ラ

ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
が
設
け
ら
れ
、
学
生
が
地
域
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
人
た
ち
や
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と
と
も

に
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

図
書
館
が
、
繁
華
街
の
ス
ナ
ッ
ク
が
、
駅
ナ
カ
の
片
隅
に
、

と
生
活
の
中
に
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
「
都
市
の
装
置
」

が
機
能
し
つ
つ
あ
る
。
都
市
の
中
で
何
気
な
く
設
け
ら
れ

る
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
が
、
行
き
交
う
人
の
ハ
ブ
と
な
り
新

し
い
交
流
や
出
会
い
を
生
み
出
す
、
さ
ら
に
は
自
己
の
能

力
を
高
め
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

場
で
あ
り
機
能
で
あ
り
、そ
の
魅
力
は
一
様
で
は
な
い
。

た
だ
始
ま
り
は
そ
こ
で
何
か
が
起
こ
る
、
何
か
が
始
ま
る

と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
や
、
自
分
が
そ
こ
に
居
て
く
つ
ろ
い

で
い
い
と
い
う
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
感
覚
で
あ
る
。
そ

の
場
が
人
々
の
取
り
組
み
に
よ
り
新
た
な
求
心
力
を
得

て
、
別
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
立
ち
上
が
る
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
と
い
う
の
は
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
、
し
か
し
現
在
の

都
市
に
お
け
る
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
場

の
出
現
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
。

本
稿
で
は
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
都
市
的
側
面
を
考
察

す
る
と
と
も
に
、
今
日
的
な
課
題
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
状
況
も
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
末
尾
に
て
そ
の

部
分
に
触
れ
な
が
ら
「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
い
。

国
土
計
画
に
お
け
る

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
意
味

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
都
市
や
国
土
の
姿
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
国
土
交
通
省
の「
国
土
形
成
計
画
」で
は「
知

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
・
共
創
の
場

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
都
市
的
側
面
と
今
日
的
課
題

―
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
乗
り
越
え
て
―

小
笠
原
　
伸

白
鴎
大
学
経
営
学
部
教
授

筆者プロフィール

小笠原 伸氏
（おがさわら・しん）

早稲田大学政治経済学部経済学科卒業、同大学院理工学研究
科建設工学専攻修士課程修了。武蔵野美術大学助手などを経て
現職。専門は都市戦略、地方創生、新産業創造。中部圏のロボッ
ト産業振興プログラムに携わり、国土形成計画に知恵の場や知
的対流拠点等「熱源」の必要性を指摘。茨城県結城市まち・ひ
と・しごと創生推進会議などで助言を行う。論文に「サードプ
レイスと都市との関係」（アーバンアドバンス）、共著に「ソー
シャルメディア論」（青弓社）など。 
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的
対
流
拠
点
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
様
々
な
政
策
や

市
民
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
地
方
創
生
な
ど
の
多
様

な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
２
０

１
７
年
に
国
土
交
通
省
国
土
政
策
局
が
発
表
し
た
「
ロ
ー

カ
ル
版
『
知
的
対
流
拠
点
』
づ
く
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、

知
的
対
流
拠
点
と
は
「
地
域
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出

す
る
た
め
に
は
、
活
用
す
る
地
域
資
源
や
そ
の
取
組
内
容

に
応
じ
て
、
自
治
体
や
地
域
内
の
事
業
者
、
住
民
、
大
学
、

研
究
機
関
、
金
融
機
関
等
を
中
心
と
す
る
多
様
な
関
係
主

体
が
連
携
し
、
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
実
際

の
活
動
に
昇
華
さ
せ
る
『
場
』」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま

さ
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
知
的
対
流
拠
点
に
新
し
い

施
設
を
整
備
す
る
必
要
は
な
く
、
既
に
あ
る
施
設
や
空
き

ビ
ル
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
が
指
摘
さ
れ
、
活
動

主
体
に
よ
る
会
合
等
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
合
も

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
知
的
対
流
拠
点
づ
く
り
は
地
方
自

治
体
が
主
導
し
て
行
う
必
要
も
な
く
、
多
様
な
活
動
主
体

の
お
の
お
の
が
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
活
動
に
価

値
を
見
い
だ
し
、
そ
の
活
動
が
継
続
さ
れ
る
地
域
づ
く
り

で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
が
取
り
組
み
を
先

導
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
が
事
業
者
、
大
学

等
の
活
動
を
側
面
的
に
支
援
す
る
場
合
も
あ
り
、
ど
ち
ら

の
場
合
に
も
活
動
主
体
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
が
期
待

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、場
の
形
式
や
運
営
の
ス
タ
イ
ル
を
問
わ
ず
、

知
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
自
由
闊か

っ

達た
つ

な
議
論
や
活
動
が

行
わ
れ
る
実
質
的
な
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
７
月
に
は
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
サ

ミ
ッ
ト
」
を
国
土
交
通
省
、
ヤ
フ
ー
と
白
鴎
大
学
が
共
催

し
、
全
国
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
運
営
す
る
多
様

な
セ
ク
タ
ー
の
経
営
者
か
ら
直
接
的
な
意
見
を
多
数
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。

２
０
１
９
年
３
月
の
国
土
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１

９
「T

okyo-O
saka-F

ukuoka IN
N
O
V
A
T
IO
N
 

R
ELA

Y
」
で
は
、「
国
土
計
画
に
お
け
る
知
的
対
流
拠

点
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
都
市
に
お
け

る
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
交
流
機
能
を
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
が
担
う
と
い
う
理
念
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
と
討
議

し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
国
土
計
画
に
お
い
て
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
が
地
方
都
市
の
新
し
い
能
力
を
発
揮
し
て
ゆ
く
拠

点
と
し
て
稼
働
し
始
め
る
と
い
う
提
言
で
あ
る
。

知
的
対
流
拠
点
の
概
念
が
都
市
や
国
土
を
変
え
よ
う
と

す
る
中
で
、
自
ら
動
く
人
々
を
地
域
が
長
い
時
間
を
か
け
て

ど
の
よ
う
に
育
成
し
、
持
続
的
な
仕
組
み
に
昇
華
で
き
た

か
は
、こ
れ
ま
で
の
各
地
域
の
取
り
組
み
の
結
果
で
も
あ
る
。

都
市
の
魅
力
的
な
風
景
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
尊
重
し

多
様
性
を
愛め

で
る
文
化
に
依
存
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
事
例
と

多
様
な
主
体
が
取
り
組
む
共
創
の
場
づ
く
り

２
０
１
７
年
に
茨
城
県
結
城
市
と
結
城
商
工
会
議
所
、

ヤ
フ
ー
と
白
鴎
大
学
が
連
携
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城
に
よ
り

「Cow
orking &

 Café yuinow
a

」
を
結
城
市
中
心
部
の

呉
服
店
跡
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
設
置
し
た
。ｙ
ｕ
ｉ

ｎ
ｏ
ｗ
ａ
の
ウ
ェ
ブ
に
は
「
住
む
場
所
や
働
き
方
、
暮
ら
し

方
も
様
々
な
人
が
日
常
的
に
集
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
。

考
え
や
立
場
が
異
な
る
人
を
結
び
繋つ

な

げ
る
こ
と
で
、
新
た

な
ア
イ
デ
ア
を
見
つ
け
た
り
、
地
域
に
必
要
な
仕
事
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
地
元
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ら
が
中
心
と
な
り
「
結
い
市
」
な
ど
の
取

り
組
み
で
北
関
東
で
も
注
目
を
集
め
て
き
た
「
結
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
メ
ン
バ
ー
が
運
営
者
と
し
て
重
な
っ
て
く
る
。

か
つ
て
は
結
城
紬つ

む
ぎの
生
産
で
知
ら
れ
た
結
城
市
も
、
現

在
は
街
中
に
活
況
感
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の

中
で
、
街
中
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
人
々
が
集
い
交

流
す
る
こ
と
で
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。ｙ
ｕ
ｉ

ｎ
ｏ
ｗ
ａ
は
、
自
治
体
が
地
方
創
生
予
算
を
得
て
設
置
す

る
も
、
基
本
的
な
運
営
は
地
元
の
市
民
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
様
々
な
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
得
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
は
、
白
鴎
大
学
小
笠
原
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

学
生
と
と
も
に
地
元
高
校
生
と
看
護
専
門
学
校
生
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
結
城
市
総
合
計
画
市
民
会
議
を
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ

ｏ
ｗ
ａ
に
て
開
催
し
た
。
市
役
所
の
会
議
室
や
地
元
の
公

民
館
は
多
く
の
若
者
に
と
っ
て
決
し
て
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
環
境
で
は
な
い
。
地
域
が
多
様
性
を
保
ち
な
が
ら
若
者

の
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
に
は
、
こ
う
い
う
地
域
の
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
に
市
役
所
関
係
者
が
出
向
い
て
行
く
く
ら
い

国土計画シンポジウム 2019

特 集
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の
発
想
の
転
換
を
行
わ
ね
ば
難
し
い
時
代
で
あ
る
。
そ
の

点
で
は
、
年
齢
や
そ
の
他
の
属
性
、
利
害
関
係
を
超
え
た

人
々
が
集
え
る
場
が
あ
る
の
は
地
域
的
に
は
大
変
頼
も
し

い
も
の
で
あ
る
。

ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
の
よ
う
な
活
動
事
例
が
出
て
く
る
一
方

で
、
現
実
に
は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
自
称
す
る
も
の
の
、

人
の
集
わ
ぬ
空
き
室
同
然
の
「
が
ら
ん
ど
う
」
と
い
う
空

間
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
と
聞
く
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
い
自
治
体
か
ら
助
言
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
再
開
発
ビ
ル
の
一
部
を
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
銘
打
っ
た
か
ら
交
流
が
生
ま
れ
る
と
す
る
の
は
軽
率
で

あ
る
、
と
返
答
し
て
い
る
。
交
流
の
場
で
あ
り
共
創
の
空

間
と
い
う
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
、
運
営
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

難
儀
す
る
事
業
者
も
出
て
き
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

都
市
の
場
づ
く
り
を
支
え
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
を
都
市
内
に
設
け
る
例
と
し

て
、
大
手
民
鉄
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
設
置
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
み

な
ら
ず
、
改
札
内
外
の
小
さ
な
ハ
コ
型
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
首
都
圏
の
通
勤
通
学

需
要
に
応
え
る
べ
く
輸
送
力
増
強
に
努
め
て
き
た
大
手
民

鉄
や
Ｊ
Ｒ
が
、
ど
う
し
て
新
し
い
都
市
の
場
づ
く
り
に
関

与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
オ
フ

ピ
ー
ク
を
図
る
こ
と
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

た
だ
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
社
会
に
お
け
る
多
様
な
働
き
方

の
実
現
と
い
う
側
面
が
大
き
い
。
働
き
方
改
革
が
進
む
中

で
、
通
勤
列
車
に
揺
ら
れ
て
都
心
ま
で
通
う
習
慣
が
変
わ

る
可
能
性
が
出
て
く
る
な
ら
ば
、
鉄
道
会
社
が
そ
の
価
値

を
見
い
だ
す
べ
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
途
中
駅
に
新
し
い
役
割

と
し
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
設
け
る
の
は
理
解
で
き
る
。

鉄
道
会
社
の
取
り
組
み
が
事
業
者
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
さ
を
伴
っ
て
い
る
の
は
、
気
づ
き
と
行
動
の
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
鉄
道
は
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
利
用
客
に
何
を
求
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
か
を
考
え
る
と
、

人
々
の
交
流
や
出
会
い
、
価
値
創
造
の
役
割
や
場
所
と
し

て
活
か
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
の
社
会
が
多
様
性
や
寛
容

性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
見
る
と
、
若
者
が
大
都
市
へ
流
出

す
る
中
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
ら
れ
な
い
地
域
に
は
耳
の

痛
い
話
で
あ
ろ
う
。
街
中
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
多
様
な

人
々
の
交
流
を
自
ら
創
出
で
き
な
い
な
ら
ば
、
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
を
設
け
て
地
域
振
興
を
す
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
自

体
が
陳
腐
な
も
の
と
な
る
。
変
わ
る
べ
き
は
そ
の
地
域
の

体
質
や
思
想
そ
の
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
銘

打
っ
て
様
々
な
交
流
施
設
を
設
置
し
て
も
、
地
域
と
し
て

新
し
さ
や
利
発
さ
に
価
値
を
置
け
な
け
れ
ば
実
際
に
は
そ

の
機
能
は
活
か
し
き
れ
ず
に
閑
古
鳥
が
鳴
く
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
８
に
お
い

て
は
、
そ
の
運
営
主
体
は
様
々
で
あ
り
そ
の
目
的
す
ら
組

織
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
と
い
う
話
題
が
出
て
き
た
。
自

治
体
が
地
域
振
興
を
狙
っ
て
設
け
た
り
、
大
都
市
部
で
あ

れ
ば
民
間
事
業
者
が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
経
営
に

つ
い
て
交
流
を
高
め
つ
つ
黒
字
化
を
目
指
せ
る
な
ど
、
多

く
の
事
業
者
が
参
加
し
て
多
様
な
空
間
が
出
現
し
て
き
て

い
た
の
が
、
こ
こ
最
近
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
を
め
ぐ
る
状

況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
を
激
変
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が

り
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
時
代
と 

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
都
市

在
宅
勤
務
が
強
い
ら
れ
た
こ
と
で
結
果
的
に
テ
レ
ワ
ー

ク
を
実
現
し
て
し
ま
っ
た
一
方
、「
３
密
」
を
引
き
起
こ

し
か
ね
ぬ
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
利
用
が
各
地
で
難
し
く
な

り
制
限
さ
れ
る
事
態
に
陥
り
、
地
域
や
自
治
体
は
大
変
化

を
急
激
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
後
に
地
方
の
時
代
が
来
る
と
い
う
待
望
論
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
状
況
は
そ
う
甘
く
な
い
。
敵
失
は
永
続
す
る

JR 東日本によるSTATION_WORKの
取り組み（JR新宿駅新南口）
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も
の
で
は
な
い
。

「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
生
活

様
式
を
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
近

未
来
に
編
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
創
造
都

市
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
都
市
の
多
様
性
は
重
要
性
を
増

し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
変
わ
る
時

期
に
、
我
々
は
ど
こ
ま
で
寛
容
な
社
会
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
か
を
愚
直
に
考
え
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
。そ
の
解
は
カ
タ
ロ
グ
に
載
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

我
々
が
一
か
ら
そ
の
関
係
性
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
と
場
を
都
市
に
設
け
る
重

要
さ
は
持
続
し
つ
つ
、
都
市
に
暮
ら
す
人
間
像
の
再
構
築

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
思
慮
な
し
に
は

安
易
に
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
に
お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
都
市
を
語
る
こ
と
は
難
し
い
。

ひ
と
つ
の
安
心
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
お
き
た
い
。
鍵

は
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
×
３
密
回
避
」
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
私
た
ち
の
社
会
の
進
む
方
向
性
は
む

や
み
に
転
換
す
る
わ
け
で
は
な
い
。Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
に
き
ち
ん
と
向
か
い
合
お
う
と
い
う
人
々
は
こ
れ
ま
で

多
く
な
か
っ
た
。パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
社
会
の
混
乱
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
切
に
用
い
て
都
市
の
交
流
や
多
様
性

を
持
続
し
て
ゆ
け
ば
十
分
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
刺
激
的
で
あ
り
気
軽
さ
や
楽
し
さ
を
伴
う
都
市
生
活

や
そ
の
交
流
は
こ
れ
か
ら
も
重
要
さ
を
増
し
て
ゆ
く
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
機
能
や
つ
な
が
り
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
機
能
で
代
替
的
経
験
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
使
い
つ
つ
交
流
機
能

を
確
保
し
て
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
持
つ
魅
力
と
自
由
闊
達

に
議
論
で
き
る
機
能
を
適
切
に
発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
多

様
な
出
会
い
や
交
流
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
ヤ
フ
ー
本
社
内
の
オ
ー
プ
ン

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
「
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
」
で
は
Ｖ

Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
整
備
す

る
試
み
を
始
め
て
い
る
（「
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
を

作
っ
て
公
開
し
ま
し
た
」https://note.com

/lodge/
n/nfa4a40c057b1

）。
素
早
い
知
的
対
流
拠
点
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
活
用
で
多
く
の
対
応
に
動
い
て
い
る
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
で
は
顔
を
合
わ
せ
て
出
会
い
や
交
流

を
図
る
も
の
と
思
い
込
む
方
々
も
お
い
で
で

あ
ろ
う
が
、そ
れ
は
可
能
性
の
一
部
で
あ
る
。

交
流
や
知
的
対
流
を
創
出
す
る
精
神
こ
そ
が

必
要
で
あ
り
、
都
市
に
お
け
る
新
し
い
交
流

を
生
み
出
す
人
々
に
と
っ
て
リ
ア
ル
で
も
ネ

ッ
ト
上
で
も
す
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
し
ま

う
ほ
ど
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
や
わ
で
は
な
い

の
だ
。

本
稿
を
お
読
み
の
方
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
が
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
都
市
を
変
え

る
と
お
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
実
際
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
徹
底
し
て
継
続
し
改
善
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
は
リ
ア
ル
か
ネ

ッ
ト
か
で
は
な
く
、
理
念
は
そ
の
ま
ま
で
ど
ち
ら
も
重
視

し
、求
め
ら
れ
る
こ
と
を
適
切
に
対
応
し
て
ゆ
け
ば
い
い
。

そ
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
恩
恵
が
薄
い
仕
事
の
領
域
ま
で

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
で
ど
う
支
援
し
て
ゆ
く
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
社
会
を
支
え
る
存
在

意
義
で
あ
る
と
考
え
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
よ
る
新
し
い

場
の
創
出
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

前
述
の
結
城
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
の
地
元
飲
食

店
を
支
援
す
べ
く
「
結
城
む
す
び
め
し
」
と
い
う
仕
組
み

を
設
け
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
ラ
ン
チ
の
共
同
販
売
を
始
め
た
。

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
集
う
人
々
が
課
題
解
決
に
動
き
地
域

を
持
続
さ
せ
る
事
例
で
あ
る
。
ｙ
ｕ
ｉ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
に
て
弁

当
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
盛
況
で
客
が
あ
ふ
れ
た
た
め
、
結

城
商
工
会
議
所
に
場
所
を
移
し
規
模
を
拡
大
、
さ
ら
に
ネ

ッ
ト
で
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
立
ち
上
げ
、
５

月
末
ま
で
活
動
を
行
っ
た
。

「
仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を
呼
ぶ
」
と
い
う
の
は
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
の
名
言
で
あ
る
が
、
こ
う

い
う
事
例
を
見
る
と
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
人
と
の
好
循
環

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
る
。
地
域
の
人
材
育
成
や
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
に
補
助
金
を
出
し
て
ゆ

く
よ
り
は
、
む
し
ろ
雑
多
な
議
論
の
で
き
る
場
を
整
備
し
、

そ
こ
に
集
っ
て
行
動
に
結
び
つ
け
て
も
ら
う
重
要
さ
が
伝

わ
る
。
新
た
な
知
恵
を
生
み
出
す
、
稼
働
性
の
高
い
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
の
あ
る
街
の
風
景
が
日
常
を
書
き
換
え
つ
つ
あ

る
。「
ｎ
ｅ
ｗ
ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
」
と
は
未
来
の
預
言
書
の

よ
う
な
難
解
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
す
で
に

地
域
の
中
に
そ
の
文
脈
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

yuinowaにて行われる「結城むすびめし」の取り組み
（画像提供：結城商工会議所）
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サードプレイス・共創の場

栃木県（p８-９）
東京・渋谷駅前の広報企画
2 秋田県（p６-７）

若者が自分の「まち」の思いをだべる「まちだべり」
1

東京都文京区（p10-11）
グラフィックレコーディング講座は受講生の笑
顔が絶えない人気講座です

3

長野県塩尻市（p14-15）
「信州しおじり本の寺子屋」での書籍販売の様子
5静岡県牧之原市（p16-17）

釣徳寺の定例祈祷後に住職がコンサート
6

山梨県韮崎市（p12-13）
中高生が企画したホームパーティのイベント
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ベッドタウン、そして帰路のサードプレイス

沖縄県北中城村／外間　裕
花と緑に囲まれた芸術の里づくり

副基調論文／小笠原伸
サードプレイスの都市的側面と今日的課題
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